
東
ア
ジ
ア
か
ら
見
た
西
洋
近
代
美
術

民
国
期
の
西
洋
美
術
受
容
と
日
本

西

槇

偉

東アジアから見た西洋近代美術

は
じ

め
に

ほ
う
し

が
い

豊
子
榿

(句
α5
ひq
鏤
☆
似
二

八
九
八
-

一
九
七
五
)
は
筆

の
タ

ッ
チ
を
生

か
し

た
独
得
な
漫
画
を
描
く
漫
画
家
、
軽
妙
洒
脱
な
文
章
を
書
く
随
筆
家
、
ま
た

『源
氏
物
語
』
な
ど
の
日
本
古
典
文
学

の
翻
訳
者
と
し
て
、
中
国
で
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
じ

つ
に
多
才
な
彼
は
、
民
国
期

の
西
洋
美
術
受
容
に
お
い
て
も
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
〇
年
代
か
ら

一
九
三
〇
年
代

に
か

け
て
西
洋
美
術

の
紹
介
と
研
究
を
盛

ん
に
行

な
い
、
著
作

の
質
、
量
と
も
に
彼

は
当
時

の
中
国
で
群
を
抜
い
て
い
た
。
民
国
期

の
西
洋
美
術
受
容

の
流
れ
を
た

ど
り
、
西
洋

の
衝
撃

に
対
し
て
中
国
の
示
し
た
反
応
、
そ
し
て
日
本
と
の
関
わ

り
な
ど

の
諸
問
題
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
豊
子
榿

は
鍵
と
な
る
人
物

の
ひ
と

り
で
あ
る
。

豊
子
榿
が

一
九
二
九
年
に
翻
訳
出
版
し
た

フ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
フ
ァ
ン

・
ゴ

ッ

ホ

(≦
琴
Φ耳

く
畧

O
。σqげ
一
八
五
三
-

一
八
九
〇
)
の
伝
記

『谷
訶
生
活

(ゴ
ッ

ホ
の
人
生
)』

で
は
、
原
著
者
黒
田
重
太
郎

(円
ξ
。量

冒
け霞
。
一
八
八
七
-

一
九

七
〇
)
の
描
く
ゴ

ッ
ホ
像
を
さ
ら
に
東
洋
的
な
も
の
と
し
て
誇
張
し
、
ゴ

ッ
ホ

を
東
洋
的
文
人
画
家
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
う
え
西
洋
画
家
が
東
洋
風

に
な
る

こ
と
を
も

っ
て
東
洋
美
術

の
優
位

の
根
拠
と
し
た
そ
の
中
国
美
術
優
位
論

(
一

　
　

　

九
三
〇
年
)
に
つ
い
て
は
、
か

つ
て
別
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
ほ
ぼ
同
じ
時

期
に
豊
子
榿
は
も
う

一
冊
西
洋
美
術
の
評
論
を
日
本
語
か
ら
翻
訳
し
て
い
る
。

そ

れ

は

『近
代

芸
術

綱

要
』
(
一
九
三
四
年
)
で
、
原

著

は
中

井

宗

太

郎

(Z
更

巴

ω
α
8
8

一
八
七
九
-

一
九
六
六
)
の

『近
代
芸
術
概
論
』
(
一
九
二
二

年
)
で
あ
る
。

中
井

に
よ
る
原
著

は

「当
然
到
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
道
程

に
到
り
尽
し

た
」
と

い
う
西
洋
近
代
美
術

の

「本
流
を
追

っ
て
」
、
そ

の

「本
質
を
明
か
に

し
」
よ
う
と
す
る
意
図

の
も
と
で
書
か
れ
た

(同
書

「緒
言
」)。
「芸
術
概
論
」
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図11922年 頃 の豊子愃(『 豊 子橙 文 集』
よ り)。一年足 らず の日本留 学か ら帰国後 。

図2『 子榿 漫画』(1925年)表 紙(『 豊子榿 漫 画

全 集』第14巻 よ り)、豊子 榿初 の画 集。筆 のタ ッ

チを生か した コマ絵 は竹久夢二 の影 響を受けた。

 

と
は
い
え
、
扱
う

の
は
絵
画

の
み
で
あ
る
。
本
書

は
西
洋
近
代
絵
画
に
わ
か
り

や
す
い
見
取
図
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
変

遷

の
必
然
性
を
強
調
し
、
「概
論
」

と
い
う
よ
り

「美
術
運
動
史
」

の
観
が
あ
り
、
進
化
史
観

に
も
と
つ

い
て
書
か

れ
て
い
る
。
.豊
子
榿
が
翻
訳
を
試

み
た
の
は
、
「時
代
精
神
と
観
照
心
理

に
よ

っ
て
芸
術

の
変
遷
を
論
証
」
す
る
と
い
う
そ
の
方
法
に

「啓
示
を
受
け
た
」
か

ら
だ
、
と
訳
者

「自
序
」
で
述
べ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る

「時
代
精
神
と
観
照
心

理
」
と
は
な
に
か
。
絵
画
に
お
け
る
変
革
に
は
必
然
性
が
あ
る
と
説
く
中
井
の

そ
う
し
た
態
度
を
、
豊
子
榿
は

「
時
代
精
神
」
と
し
て
認
識

し
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
う
え
で
、
芸
術
家
の
人
格
を
も

っ
て
芸
術
の
創
作
や
評
価
を
論
じ
た
り
、

西
洋
芸
術
を
仏
教
的
価
値
観

に
ひ
き

つ
け
て
論
じ
る
中
井

の
姿
勢
に
も
豊
子
榿

が
共
感

し
、
そ
れ
を

「時
代
精
神
」
と
受
け
取

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
く

に

「観
照
心
理
」
と
い
う
仏
教
的
な
背
景

の
あ
る
美
学
用
語
は
、
両
者
の
思
想

的
共
鳴
を
物
語
る
も
の
と
い
え
る
。

訳
者

「自
序
」
執
筆
は

コ

九
三

一
年
三
月
三
十
日
」
な

の
で
、
中
国
美
術

優
位
論
を
主
張
す
る
訳
者
豊
子
愃

の
中
核
論
文

「中
国
美
術
在
現
代
芸
術
上
的

勝
利

(現
代
芸
術
に
お
け
る
中
国
美
術

の
優
位
)」
や
ゴ

ッ
ホ
伝

『谷
訶
生
活
』

の
翻
訳
と
同
時
期
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
中
井
原
著
は
ど

の
よ
う

に
豊
子
憧

の

「優
位
論
」

の
形
成

に
関
わ

っ
た
の
か
。
ま
た
、
こ
の
翻
訳
は
訳
者
が
序
文

で

断

っ
て
い
る
よ
う
に

「節
訳
」

つ
ま
り
抄
訳
で
あ
り
、
原
著
と
の
間
に
隔
た
り

も
あ
る
。
本
論
は

(
一
)
と

(二
)
で
中
井
原
著
を
選
ん
で
翻
訳
し
た
動
機
を

探

り
、
両
者

に
共
通
す
る
問
題
点
を
究
明
し
、
(三
)
に
お
い
て
翻
訳

に
さ
い

し
て
行
な
わ
れ
た
改
変
な
ど
を
検
証
す
る
。
よ

っ
て
、
豊
子
愃
自
身
あ
る
い
は

民
国
期

に
お
け
る
西
洋
美
術
受
容

に
関
す
る

一
考
察
と
し
た
い
。
さ
ら
に
、
中

井
原
著
が
黒
田
重
太
郎

の

『
プ
ン

・
ゴ
オ
グ
』

(
一
九
二

一
年
)
と
出
版
時
期
が

接
近
し
て
お
り
、
両
者

の
間
に
共
通
し
て
日
本
美
術
界

の
西
洋
美
術
受
容

の
状
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東アジアから見た西洋近代美術

況
を
反
映
し
て
い
ま
い
か
、
な
ど
の
問
題
を
念
頭
に
小
論
を
進
め
た
い
。

一

芸
術
と
人
格

今
日
、
中
井
宗
太
郎

の
名
は
そ
れ
ほ
ど
広

く
知
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い

が
、
「京
都
美
術
界

に
お
け
る
偉
大
な
る
指

導
者
」
「東
京
に
お
け
る
岡
倉
天
心

の
よ
う
な
存
在
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
近
代
京
都
美
術
界
に
お
い
て
指
導
的

　
　

　

な
役
割
を
果
た
し
た
人
物

で
あ
る
。
日
本
近
代
美
術

の
傑
作
を
数
々
生
ん
だ
国

ば
く
せ
ん

ち
つ
き
よ
う

画
創
作
協
会

(
一
九

一
八
-

一
九
二
八
)
の
画
家
た
ち

(土
田
麦
僊
、
小
野
竹
喬
、

の

な
が
せ

村
上
華
岳
、
榊
原
紫
峰
、
野
長
瀬
晩
花
)
の
精
神
的
支
柱
と
な
り
、
教
育
者
、
指

導
者
を

つ
と
め
た
だ
け
で
な
く
、
美
術
研
究
者
、
批
評
家
と
し
て
も
活
躍
し
た
。

文
芸
同
人
誌

『制
作
』
(国
画
創
作
協
会
の
機
関
誌
)
の
中
心

メ
ン
バ
ー
と
し
て

論
考
を
発
表

し
、
そ
の
研
究
は
仏
教
美
術
、
浮
世
絵
、
西
洋
美
術
と
広
汎

に
亘

る
も

の
で
あ

っ
た
。
中
井

の

『近
代
芸
術
概
論
』
は
そ
の
西
洋
美
術
紹
介
、
批

評
の
中
で
も

っ
と
も
重
要
な
も

の
と
い
え
る
。

『近
代
芸
術
概
論
』
に
お
け
る
テ
ー

マ
の

一
つ
は
芸
術
創
作
と
人
格

の
問
題

で

あ
る
。
「緒
論
」
で
は
ま
ず
、
著
者
は
次
の
よ
う
に
人
格
を
論
じ
る
。

芸
術

の
創
造
、
換
言
す
れ
ば
絶
え
ず
生
産
し
て
行
く
働
き
は
、
こ
れ
を

押
し
進
め
て
行
く
と
人
格
と
い
う
問
題

に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
天

地

の
問
の
価
値
は
高
大
な
る
人
問
の
人
格

で
あ
る
。
私
は
こ
の
無
限

の
創

造
で
あ
り
統

一
で
あ

る
人
格
を
、
真
に
絶
対

の
実
在
だ
と
考
え
て
い
る
。

私
が
さ
き
に
云
う
対
象
を
新
た
に
創
り
あ
げ
る
精
神
と
は
、
即
ち
こ
れ
人

格

の
最
も
深

い
核

で
あ
る
。
之
に
よ

っ
て
個
は
全
を
現
わ
し
、
刹
那
は
永

遠

に
通
ず
る
。
宇
宙
精
神

の
顕
現
を
、
只
単

一
な
る
形

の
中
に
も
見
る
こ

で

た
ま
も
の

と
の
能
き
る
の
は
、
こ
れ
人
格

の
賚
で
あ
る
。
凡
庸
な
人
問
も
、
芸
術

の

天
才
も
、
与
え
ら
れ
た
る
対
境
は

一
で
あ
り
な
が
ら
、
観
る
働
き
は
実

に

死
と
生

の
差
別
が
あ
る
。
要
す
る
に
自
然
は
人
格

の
反
映
で
あ
り
、
形
式

も
ま
た
人
格

の
形
化

に
他
な
ら
な
い
。
芸
術
家

の
観

る
天
地
と
云
い
宇
宙

と
い
う
も
、
其
は
人
格

の
自
完
と
し
て
、
内
な
る
も
の
が
外
に
現
わ
さ
れ

た
も
の
を
指
す
の
で
あ
る
。
言
葉
を
換
え
て
い
う
な
ら
ば
、
個
人
の
う
ち

に
凝
縮
さ
れ
た
宇
宙
精
神
が
人
格
で
あ
る
。
更
に
追
求
し
て
み
る
と
、
人

格
は
、
個
人

の
心
と
世
界
理
念
と
が
融
合
し
て

一
つ
に
な

っ
た
も

の
だ
と

い
う
こ
と
が
能
き
る
。

独
自

の
個
性
と
普
遍
的
な
理
念
と
、
こ
の
二

つ
を
融
会
す
る
所
に
文
化

の
完
成
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
個
人
を
通
じ
て
如
何

に
世
界

の
理

念
が
完
成
さ
れ
る
か
、

こ
の
完
成

の
過
程
、
そ
こ
に
文
化

の
発
達
が
あ
る
。

　
ヨ

　

し
か
も
其
は
同
時
に
芸
術

の
発
達
と
そ
の
完
成
で
あ
る
。

芸
術
創
作
は
芸
術
家

の
人
格
に
よ

っ
て
な
さ
れ
、
作
品

の

「形
式
」
も
ま
た

人
格

の
現
れ
だ
、
と
中
井

は
人
格

の
意
義
を
説
く
。
人
格
に
も

っ
と
も
価
値
が

あ
り
、
「観
る
働
き
」

に
は

「
天
才
」
と

「凡
庸
」
と

の
差
別
が
存
在
す
る
、

と
芸
術
家

の
天
才
性
が
唱
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
人
格
が
作
品
評
価

の
基
準
に
ほ
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図4大 正末期から昭和の初め頃の中井宗太郎 ・愛子夫妻(松 原あ
い氏提供)

図31922年 、 ノー トル ダム寺 院 前 の中 井宗 太

郎 ・愛子夫妻(『 日本美 の心 象風景 』吉川弘文 館、
1995年6月 刊 より)

か
な
ら
な
い
。
天
才
的
な
芸
術
家
は
宇
宙
精
神
を
体
現
し
、
そ
の
人
格
は
宇
宙

精
神
と
融
合
し
、
形
に
表
し
た
の
が
芸
術
品

で
あ
る
、
と
も
述
べ
ら
れ
る
。
こ

う
い
っ
た
芸
術
観

の
由
来
を
中
井
は
語
ら
な
い
が
、
豊
子
愃
は
つ
よ
く
意
識
し

て
い
た
。
そ
の
ゴ

ッ
ホ
伝

「序
文
」

で

『図
画
見
聞
志
』

(北
宋
、
郭
若
虚
著
)

か
ら

「人
品
す
で
に
高
け
れ
ぽ
、
気
韻
高

か
ら
ざ
る
を
得
ず
」
と
い
う
有
名
な

言
葉
を
引
い
て
、
「東
洋
画
家
は
も
と
よ
り
人
品
を
尊
ぶ
」
も

の
で
あ

り
、
そ

　
　

　

れ
が
伝
統

の
芸
術
観
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。
ま
た
、

こ
こ
に
は
自
然

を
人
格
化
す
る
と
い
う
仏
教
的
、
東
洋
的
な
自
然
観
が
読
み
取
れ
、
そ
れ
に
つ

い
て
は
後

で
触
れ
る
。
原
著

の
骨
子
と
も

い
え
る

「緒
論
」

の
翻
訳
は
省
略
が

少
な
く
、
こ
の
部
分
も
逐
語
訳
と
な

っ
て
い
る
。

「
人
格
」
を
芸
術
創
作

の
評
価
基
準
と
す
る
傾
向
は
白
樺
派
や
中
井
宗
太
郎
、

黒
田
重
太
郎
が
関
わ

っ
た
国
画
創
作
協
会

の
機
関
誌

『制
作
』
(
一
九

一
九
年
、

協
会
創
立
時
に
創
刊
)
に
も
見
ら
れ
、
当
時

の
美
術
界

で
は
か
な
り
影
響
力
が

　
ら

　

あ

っ
た
こ
と
は
近
来

の
研
究

で
も
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
な
か
で
も
中
井

の
主
張
は
と
り
わ
け
明
確

で
あ
り
、
ゆ
え
に
豊
子
愃
が

「啓
示
を
受
け
た
」

の

で
あ
ろ
う
。

豊
子
榿
の
西
洋
美
術
受
容
を
示
す
重
要
な
書
物

で
あ
る
そ
の
ゴ
ッ
ホ
伝
と
も
、

こ
の
中
井

の
著
作

は
深
い
関
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
中
井
は
か
な
り
の
分

量
を
ゴ
ッ
ホ
の
論
評
に
割
き
、
黒
田
重
太
郎

の
ゴ
ッ
ホ
伝

『
ブ
ソ
・
ゴ
オ
グ
』

よ
り
も
人
格
者
と
し
て
の
ゴ

ッ
ホ

・
イ
メ
ー
ジ
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
だ
ゴ
ッ

ホ
を
完
全
な
人
格
者
と
し
て
祭
り
上
げ

て
い
な
か

っ
た
黒
田
の
著
書
だ
け
を
根
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東アジアから見た西洋近代美術

拠
に
、
も

っ
ぱ
ら
人
格
主
義
的
な
ゴ

ッ
ホ
像

を
作
り
上
げ
る
の
は
豊
子
愃

に
と

っ
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
彼
は
あ
え
て
ゴ
ッ
ホ
が
絵
を

売
ろ
う
と
努
力
し
た
と
い
う
黒
田
重
太
郎
の
ゴ
ッ
ホ
伝
の
記
述
を
省
き
、
絵
画

制
作

の
非
営
利
性
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
り

し
た
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
信
仰

に

篤
く
犠
牲
精
神
を
も
ち
、
商
業
と
関
わ
ら
な

い
人
格
者
と
し
て
の
ゴ

ッ
ホ
像
が

い
っ
そ
う
鮮
明
な
も

の
と
な

っ
た
。
テ
キ
ス
ト
の
操
作
ま
で
し
て
、
人
格
者
ゴ

ッ
ホ
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
ろ
う
と
す
る
豊
子
榿

。
そ

の
彼

に
確
信
を
も
た
せ
た
の

は
(
中
井

の
原
著

に
ち
が

い
な
い
。

豊
子
榿
が
ゴ

ッ
ホ
伝
を
構
成
す
る
お
り
、
依
拠
し
た
の
は
主
に
黒
田
の

『
プ

ン
・
ゴ
オ
グ
』
だ
が
、
す
で
に
中
井
宗
太
郎

の

『近
代
芸
術
概
論
』
を
読

ん
で

い
た
可
能
性
が
あ
る
。
黒
田
重
太
郎
の
ゴ
ッ
ホ
伝

に
も
ま
し
て
西
洋
画
家

の
人

格
を
評
価
し
讃
美
す
る
中
井

の
著
書

か
ら
、
豊
子
榿
は
文
人
画
家
と
し
て
の
ゴ

　
　

　

ッ
ホ
像

の
確
証
を
得
た
の
で
な
か

っ
た
か
。
東
洋
的
な
文
人
画
家
と
し
て
の
ゴ

ッ
ホ

・
イ
メ
ー
ジ

の
形
成

に
も
、
中
井
宗
太
郎

の

『近
代
芸
術
概
論
』
が
関
わ

っ
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
原
著
が
豊
子
榿

の
ゴ

ッ
ホ
認
識
、
西
洋
美
術
認

識

に
か
な
り
影
を
落
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。

中
井
は
い
か
に
西
洋
画
家

の
人
格
を
評
し

て
い
た
の
か
。
以
下
、
中
井
の
原

作
と
豊
子
榿

の
抄
訳
で
、
西
洋
画
家

の
人
格

が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
た
か
を
、

と
り
わ
け
人
格

の
あ
り
方
と
深
く
関
わ
る
商

業
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
見
て

い
く
こ
と
に
す
る
。
両
書
を
比
較
検
討
す
る
う
え
で
、
参
考
と
し
て
目
次
対
照

表
を
以
下
に
掲
げ
て
お
く
。

中井

宗
太
郎著

『
近
代芸

術
概
論』

豊
子
榿抄

訳
『
近
代
芸
術
綱要

』

一
、

緒

論

第一

章

総
論

芸
術
ー
芸
術
史
の
意
義
-
現
代
芸
術

A

芸
術
的
発
生

(
1
)

自
然
と

人

間
の

対
峙
-

十

B

芸
術
的
形
式
与
内
容

全
の
希
求
ー
生
命
の
肯
定
と
美

C

芸
術
的
三
形
式

(
2)

芸
術
形式

の
意
義
と
内
容

D

文
化
的
歴
程
与
芸
術

1
世
界
理
念
と
人
格

(
3)

観
る
と

云
う
こ

と
の

意

味

ー
芸
術
の
三
形
式

(
4)

文
化
の
歴
程
と
芸
術

二、

自
然
主
義
以
前

第
二
章

古
典
主
義
与
浪
漫
主
義
的
芸

古
典
主
義
と
浪
漫
主
義

術

(
1)

近
代
文
化
の
基
調
ー
実
証

A

近
代
文
化
的
基
調

主
義

B

古
典
主
義
的
芸
術

(
2
)

古

典
主

義

C

浪
漫
主
義
的
芸
術

(
3
)

浪

漫主

義

ー
ド

ラ

ク
ロ

ア

(

4
)

ド

ミ

エ
、

ミ

レ

エ
、

ギ

ュ

イ

三
、

自

然
主

義

第
三
章

写
実
主
義
的
芸
術

写
実
主
義
ー
印
象
主
義
i
新
印
象
主

A

写
実
主
義
的
文
化
的
意
義

義

B

柯
裴
的
生
涯
与
芸
術

A

写
実
主
義

(
1
)

新
た

に

築
か

れ
た

「

写実

の
巨
像」

ー
写
実
主
義
の
文
化
史

的
意
義

(
2)

ク

ウ
ル
ベ
エ

の

生

涯
と

芸

術(
3)

近
代
芸
術
に
遺
し
た
足
跡

B

印
象
主
義
の
芸
術

第
四
章

印
象
主
義
的
芸
術

(
1
)

純

粋
な

「
眼
」

の
些
云

術

ー

A

近
代
精
神
的
芸
術
化

感覚

に
徹
底
せ
ん
と
す
る
近
代
文化の芸術化

B

印
象
主
義的

運
動(1)馬内(2)

莫
内
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(
2)

印
象
主
義
の
運
動

(
3
)

比

沙

洛

(
4
)

西

斯

雷

(

3
)

a

マ

ネ

ー

b

モ

ネ

ー

(
5
)

特格

(
6)

羅
諾
亜

c

ド

ガ

d

ル

ノ

ア

ー

ル

C

新
印
象
主
義
的
芸
術

(
4)

印
象
主
義
の
本
質
及
び
そ

の
批
評

(
5)

新

印
象

派

C

新
印
象
主
義

(

1)

ス

ー

ラ

と

シ
ニ

ャ

ッ

ク

と

そ
の
主
張

四、

自
然
主
義
以
後

第
五
章

表
現
主
義
的
芸
術

自然

主
義
か
ら
表
現
主
義
へ
i
表
現

A

再
現
的
芸
術与

表
現
的
芸
術

主
義
-
後期

表
現
主
義
i
絶
対
派

B

表
現
主
義
三
大
家

1
立
体
派
-
未来

派

(
1)

賽
尚

痕
(
2)

谷

訶

A

自
然
主
義
か
ら
表
現
主
義
へ

(
3
)

果
剛

(
1
)

純
粋
な

「

眼」

の

芸

術
か

C

後
期
表
現
主
義
的
芸
術

ら
自
己
表
現
の
主
観
主
義
ま
で

(
2)

表
現
主
義
の
意
味

B

表
現
主
義

セ

ザ
ソ
ヌ

の

人
と

芸

術ー

狂

天
才

フ

ィ

ソ

セ

ソ

ト
・

フ

ァ

ン

・

ホ

ッ

ボ

ー
秀
で

た
る

原

始
人
ポ

オ
ル
・

ゴ

オ

ガ
ソ

セ

ザ
ソ

ヌ

の

人
と

芸

術

(
1)

芸
術史

上
の
位
置
及
び
芸

術(
2)

人

及
び

芸
術

家
と
し

て
の

セ

ザ
ソ

ヌ

(
3)

セ

ザ
ソ

ヌ

の

芸

術観

狂

天

才

フ

ィ

ソ

セ

ソ

ト
・

フ

ァ

ソ

・

ホ

ッ

ホ

(

1
)

ヴ
ァ

イ

タ

リ

ス

ム

ス

と

シ

ソ

ボ

リ
ズ
ム

(
2
)

焔
と

苦
悶
の

生

涯

(
3)

ホ
ッ

ホ
の

芸
術

秀
で

た
る

原

始
人、

ポ

オ
ル
・

ゴ

ナ

ガ
ン

五、

現
代
表
現
主
義A後期表現派

第
六
章

新
興芸

術A立体主義的

芸
術

(
1
)

自
然
の

圧

虐
と

「
内

面
の

B

未
来
主
義的

芸
術

響」

1
後
期
表
現
の
意
義

C

絶
対
主
義的

芸
術

(

2
)

ア

ン

リ
・

マ

チ

ス

の

芸

術

D

結
論

B

立
体
派

(
1
)

キ
ュ

ピ

ズ
ム

の

意

義

C

未
来
派

(
1)

過
去
の
破
壊
と
渦
巻
く
芸

マ

マ

術
-

時
代

精
神

ー
フ
ユ

リ
ズ
ム

の

意
義

D

絶
対
派

(
1)

絶対

派
の
絵
と
そ
の
意
義

(

2
)

カ

ソ

デ
ィ

ソ

ス

キ

ー

の

芸

術
結
論

(
1

)

「
想

像

的

創

造

」

の

化

身

ド

ラ

ク

ロ

ワ
、

近

代

芸

術

の
偉

大

な

る

促

進

者

ミ

レ

ー

中

井

は

『
近

代

芸

術

概

論

』

第

二

章

「
自

然

主
義

以

前

」

で

「
古

典

主

義

」

の

ル
イ

・
ダ

ヴ

ィ

ッ
ド

(ピ
o
鼠
ω
∪
鋤
く
置

一
七

四

八
-

一
八

二
五
)

と

ド

ミ

ニ

ッ

ク

・
ア

ン
グ

ル

(U
O
巳

巳
ρ
⊆
Φ
ぎ
σq
器
ω

一
七

八
O

i

一
八
六
七
)
、

「
浪

漫

主
義

」

の

ウ

ー
ジ

ェ
ー

ヌ

・
ド

ラ

ク

ロ

ワ

(国
二
ひq
9

①

O
①
冨
自
9
×

一
七
九

八
-

一
八

六

三
)
、

そ

し

て

オ

ノ

レ

・
ド

ー

ミ

エ

(=
o
昌
o
み

一)
曽
⊆
巳

興

一
八

○

八

-

一
八
七
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東アジアから見た西洋近代美術

九

)
、

フ
ラ

ン

ソ

ワ

・
ミ

レ

ー

(岡
蠢

需

o
δ

ζ

崖
Φ
二

八

一
四

-

一
八
七

五
)
、

コ

ン

ス

タ

ン

タ

ン

・
ギ

ー

ス

(O
o
口
ω
鼠
ロ
け営

Ω
量

ω

一
八
〇

ニ
ー

一
八
九

二
)

を

列

挙

し

て

い

る
。

な

か

で
も

ド

ラ

ク

ロ
ワ
、

ミ

レ

ー
が

と

り

わ

け

詳

し

く
述

べ
ら

れ

る
。

ド

ラ

ク

ロ
ワ

は
、

豊

か
な
空
想
と
白
熱

し
た
熱
情
で
も

っ
て

「酔

っ
た
筆

で
描

か
れ
た

絵
」
と
評
さ
れ
る
位
強
熱
な
性
情
の
人

で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
又
野
生

的
な
所
が
沢
山
あ
る
。
こ
れ
彼

の
魂

の
最
も
貴
重
な
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
を

彼
は
全
然
己
が
芸
術
に
捧
げ
た
。
彼
に
は

一
面
社
会
的
な
所
が
多
分

に
あ

る
。

こ
れ
彼
が
心
情

の
激
し
い
波
を
隠

し
、
天
才
的
に
見
せ
ま
い
と
し
て

己
が
生
活
を
も
ん
だ
結
果
で
あ
る
。
何

に
も
主
権
的
な
正
統
を
好
む
決
定

的
な
彼

の
精
神
は
、
そ
れ
で
い
て
す

っ
か
り
温
和
な
可
愛
ら
し
さ
に
消
え

　
ア

　

失
せ
た
。
噴
火
を
巧
み
に
花
束
で
掩

っ
た
性
格
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
中
井
は
シ
ャ
ル
ル
・
ボ
ー
ド

レ
ー
ル

(O
冨
同一Φω
しd
躄
α色
巴
お

一
八
二
一
-

一
八
六
七
)
の
文
章
そ
の
ま
ま
に
ド
ラ
ク

ロ
ワ
を
紹
介
す
る
。
想
像
力
豊

か
で

情
熱
的
な
天
才
画
家
ド
ラ
ク

ロ
ワ
の
イ
メ
ー
ジ
が
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
か
ら
中
井
、

そ
し
て
豊
子
榿

に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。

ボ
ー
ド

レ
ー
ル
の
ド
ラ
ク
ロ
ワ
評

の
日
本
語
訳
は

一
九

一
九
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
雑
誌

『制
作
』
に
二
回
に

亘
り
連
載
さ
れ
た
。
訳
者

は
中
井

の
夫
人
中
井
愛
子

で
あ
る
。

一
九
〇

三
年

『美
術
新
報
』
誌
上
で
黒
田
清
輝

(内
霞
。
量

ω
①貯
二

八
六
六
ー

一
九
二
四
)
が

ド

ラ
ク
ロ
ワ
を
紹
介

し
て
以
来
、
『白
樺
』
(第
九
巻
四
号
、

一
九

一
八
年
四
月
)

に
作
品
図
版
が
多
数
掲
載
さ
れ
た
り
し
て
い
た
。
日
本
で
ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
か
な

り
知
ら
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
中
井
愛
子
の
訳
文
は
ま
と
ま

っ
た
紹
介
、
批
評

　
　

　

と

し

て
早

い
も

の
で

あ

っ
た
。

ゆ
た

次

に
ド
ー
ミ

エ
に

つ
い
て
も
、
そ
の

「諷
刺
は
饒
か
な
生
き
生
き
し
た
想
像

に
充
ち
て
い
る
。
彼

の
領
土
は
奔
放
自
在
、
時
代
の
埒
外
に
逸
脱
し
て
い
る
。

(中
略
)
政
治
的
な
諷
刺
は
時
代

に
深

い
感
銘
を
与
え
る
と
同
時
に
、
激
動
す

　
　

　

る
渦
巻
き

の
よ
う
な
人
格
が
活
躍
し
て
い
る
」
、
と
そ
の
人
格
を
評
す
る
。

そ
れ
か
ら
、
「人
生
を
味
解
す
る
上
に
甚
深
な
意
義
を
私
達

に
齎
ら
す
」

ミ

マ
マ

レ
ー
は

「百
性
や
労
働
者
を
、
現
実
、
自
然
の
実
在
と
し
て
、
近
代
精
神

の
深

い
同
情
を
以

て
描
写
し
た
。
十
七
世
紀

の
和
蘭
人
は
百
姓
を
道
化
も
の
と
見
、

あ

だ

ロ
コ
コ
は
婀
娜
者

の
よ
う
に
見
た
。
反
之
ミ
レ
エ
は
か
か
る
不
真
面
目
な
観
照

を
斥
し
、
厳
粛
な
、
神
聖
な
も
の
と
し
て
、
地
の
生
ん
だ
最
も
生
粋
な
、
不
幸

　　
　

な
純
朴
な
人
間
と
し
て
之
等
を
取
扱

っ
た
」
と
、
絵
画

の
モ
チ
ー
フ
を
広
げ
た

こ
と
と
と
も
に
、
貧
し
き
者

に
同
情
を
示
す
そ
の
人
生
態
度
が
評
価
さ
れ
た
。

「
人
間
の
種
々
相
を
深
刻
に
描
き
出
し
た
」

コ
ン
ス
タ
ソ
タ
ン

・
ギ
ー
ス
を
挙

げ
、
こ
の
章
が
終
わ
る
。
中
井
は
ま
た
ボ

ー
ド
レ
ー
ル
の
批
評
を
引
き
、
ギ
ー

ス
の
技
巧

の

「神
速
さ
」
が
印
象
派

の

「先
駆
」
を
な
す
と
す

る

一
方
、
「
ゴ

ン
ク
ー
ル
な
ど
は
売
笑
婦
の
画
家
と
評
し
て
い
る

(中
略
)
妖
麗
な
画
題

で
も

　
　
　

悪
魔
主
義
で
も
、
彼

の
想
像

の
内
か
ら
浴
れ
出
る
力
で
あ
る
」、
と
そ
の
人
格

に
対
す
る
表
現
が
や
や
慎
重
の
よ
う
で
あ
る
。
ギ
ー
ス
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
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は
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
が
高
く
評
価
し
た
の
と
無
関
係

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

豊
子
榿

の
抄
訳
で
は
理
論
的
な
概
説

の
部
分
を
詳
細
に
訳
し
て
い
る
が
、
そ

の

一
方
画
家

の
個
別
紹
介

は
要
約
し
た
り
、

か
な
り
省
略
し
た
り
し
て
い
る
。

豊
子
榿

の
文
章
で
は
ド
ー
ミ

エ
と
ギ
ー
ス
に

つ
い
て
の
記
述
が
省
か
れ
、
逆

に

ル
ー
ベ
ン
ス
や
ゴ
ヤ
、

コ
ソ
ス
タ
ブ
ル
と

い

っ
た
、
ド
ラ
ク

ロ
ワ
に
影
響
を
与

え
た
画
家
を
付
け
加
え
て
い
る
。
原
著

の
目
次

に
連
な
る
画
家

は
ほ
と
ん
ど
省

か
れ
て
い
な

い
の
に
、
た
だ
ド
ー
ミ
エ
と

コ
ソ
ス
タ
ソ
タ
ン

・
ギ
ー
ス
の
名
は

抄
訳

に
は
な

い
。
そ
の

一
方
、
原
著
で
も
記
述
が
ミ
レ
ー
に
や
や
偏
重
し
て
お

り
、
豊
子
榿
が

ミ
レ
ー
の
み
を
選
ん
だ

の
は
、
そ
の
人
格
ゆ
え
か
と
も
思
わ
れ

る
。
ゴ
ッ
ホ
と
と
も
に
ミ
レ
ー
は
豊
子
榿
ま

た
は
そ
の
周
辺
の
人
々
が
好
む
画

　ね
　

家

で
あ

っ
た
。

(
2
)

反
伝
統

・
反
模
倣

・
「革
命
の
人
」
ク
ー
ル
ベ

第
三
章

「自
然
主
義
」
は
抄
訳
で
は
同
じ
く
第
三
章
、
し
か
し

「写
実
主
義

的
芸
術
」
と
改
題
さ
れ
た
。
訳
文

に
は

「自
然
主
義
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て

い
る
が
、
見
出
し
と
し
て
は
次
章
で
も
避
け

ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
中
井
は

ロ

マ
ソ
主
義
衰
退
後
、
近
代
的
実
証
精
神

の
も

と
で
、
自
然
科
学

の
発
達
や
物
質

文
明

の
繁
栄
と
と
も
に
美
術

・
文
学

に
自
然
主
義
が
現
れ
た
と
位
置
付
け
、
そ

の
代
表

に
画
家
ギ

ュ
ス
タ
ー
ヴ

・
ク
ー
ル
ベ

(O
磊
8
<
Φ
0
。
霞
び
①二

八
一
九
1

.一
八
七
七
)
を
取
り
上
げ
た
。

マ
マ

マ
マ

「
ク
ゥ
ル
ベ

エ
は
革
命

の
人

で
あ
る
。
鋭
ど

い
シ
ャ
ブ

ル
を
以
て
地
を
堀
る
よ

う
に
、
画
筆
を
以
て
新
し
い
天
地
を
開
拓
し
た
新
人

で
あ
る
。
芸
術

に
限
ら
な

マ
マ

　ほ
　

い
、
こ
の
人

の
全
人
格
は
征
伏
そ

の
も
の
で
あ
る
」
と
い
っ
た
賛
辞

は
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
豊
子
榿

の
抄
訳

に
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
個
別
の
画
家
と
し
て
は
ク
ー

ル
ベ
に

「柯
裴
的
生
涯
与
芸
術

(ク
ー
ル
ベ
の
生
涯
と
芸
術
)」
と
い
う

一
小
節

を
与
え
、
抄
訳
第
三
章

の
ほ
と
ん
ど
全
紙
幅
を
占

め
る
。

こ
こ
で
人
格

の
ほ
か
に
、
「写
実
」
の
問
題
が
語
ら
れ
る
。
ク
ー
ル
ベ
み
ず

か
ら

の
言
葉
と
し
て
中
井
が
以
下

の
よ
う

に
引
用
す
る

(傍
点
は
西
槇
に
よ

る
)。

吾
々
の
時
代

は
、
其
に
よ

っ
て
殺
さ
れ
て
い
た
あ

の
模
倣

の
熱
病

か
ら

恢
復
さ
れ
る
こ
と
は
無
か
ろ
う
。
近
代
人
が
せ
め
て
己
が
目
で
も
の
を
見

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

る
に
到
る
ま
で
、
こ
こ
二
十
年
ほ
ど
は
総
ゆ
る
美
術
館
を
閉
じ
て
し
ま
わ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
数
多
く

の
古
名
匠

は
果
し
て
何
を
吾
々
に
示
し
得

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

る

か
。

私

が

尊

敬

す

る

の

は
僅

か

に

リ

ベ

ラ
、

チ

ュ

ル
バ

ラ

ン
、

ベ

ラ

ス

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ケ

ー

ズ
、

オ

ス
タ

ー

ド

と

ク

ラ

エ
ス

ベ

ッ
ク

ぐ

ら

い

で

ホ

ル
バ

イ

ソ
も

尊

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

敬
に
価
す
る
。
ラ
フ
ァ
エ
ル
に
到

っ
て
は
、
勿
論
面
白

い
肖
像

は
画

い
た

が
、
私

は
彼
の
う
ち
に
何
等
創
意
を
発
見
し
得
な
い
、
更

に
彼
の
後
継
者
、

否
奴
隷
達

に
到

っ
て
は
最
も
低
劣
な
こ
と
を
教
え
る
師

で
あ

っ
て
、
彼
等

は
吾
々
に
何
を
教
え
る
だ
ろ
う
。
皆
無
と
云

っ
て
い
い
。

い
い
絵
と
い
う

も

の
は
滅
多
に
美
術
学
校
な
ど
か
ら
出
る
も
の
で
は
な
い
。
最
も
貴
重
な

も

の
は
独
創
、

一
個

の
芸
術
家
と
し
て
の
独
立
で
あ
る
。
学
校
は
存
在
す
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ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

る
価
が
無
い
、
其
処

に
は
た
だ
画
工
が

い
る
ば

か
り
だ
。
私
は
系
統

に
も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

煩
わ
さ
れ
ず
、
又
如
何
な
る
党
派
に
も
組
せ
ず
、

一
本
立
ち
で
古
代

の
名

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

匠

の
作
を
研
究
し
、
ま
た
近
代

の
も

の
を
も
学
ぶ
。
私
は
他
を
描
写
し
よ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

う

と

し

な

い

と
同

様

に
、

ま

た
模

写

し

よ

う

と

も

し

な

か

っ
た
。

し

か

し

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

伝
統
と
い
う
も

の
を
総
体
的
に
知
る
所
か
ら
、
確
固
た
る
自
分
自
身

の
独

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

立
し
た
官
能
を
画
こ
う
と
欲
し
た
。
私

の
目
的

は
知
識
を
得

つ
つ
画
く
才

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

能
を
把
持
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
単

に
画
家
と
な
る
こ
と
で
は
無
く
、
ま

た

一
個

の
人
間
と
し
て
、
自
分
独
自

の
評
価

に
よ
っ
て
時
代
の
思
想
様
式

光
景
を
表
白
す
る
力
を
得
よ
う
と
す

る
の
で
あ

っ
た
。

一
口
に
云
わ
ぽ
生

け
る
芸
術
を
習
得
す
る
と
い
う
こ
と
が
私

の
目
標

の
羅
針

で
あ
る
。
私
は

単
に
社
会
主
義
者
た
る
の
み
な
ら
ず
民
主
党

で
あ
り
共
和
主
義
者
で
あ
る
、

即
ち
ど
ん
な
革
命

の
支
持
者
で
も
あ

る
。
更

に
ま
こ
と
の
真
理
に
忠
実
な

　む
　

る
純
粋
な
写
実
主
義
者

で
あ
る
。

こ
の
長
文
は
ク
ー
ル
ベ
の
主
張
と
性
格

を
よ
く
表
す
も

の
と
し
て
、
中
井

に

先
立
ち

『白
樺
』
掲
載

の

「
キ

ュ
ス
タ
フ

・
ク
ル
ベ
ー
評
伝
」

に
も
引
か
れ
て

　あ
　

い
た
。
後
半
は

一
八
五
五
年

に
ク
ー
ル
ベ
が
展
覧
会
を
行
な

っ
た
お
り
に
掲
げ

た

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
一
部
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
美
術
に
お
け

る
そ
の
変
革
者
と
し
て
の
姿
勢
が
、
し
ま

い
に
は
政
治
的
主
張
、
生
き
方
そ
の

も
の

へ
と
オ
ー
バ
ー
ラ

ッ
プ
さ
れ
て
い
っ
た
。
あ
え
て
こ
こ
に
長
文
を
引

い
た

の
は
、
豊

に
よ
る
抄
訳

で
は
脱
落
し
て
い
る
内
容
が

か
な
り
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

傍
点
を
施
し
た
所
が
そ
う
で
あ
る
。
ク
ー
ル
ベ
が
尊
敬
す
る
画
家
た
ち
の
名
が

す

っ
ぽ
り
抜
け
て
、
過
去
か
ら
学
ぶ
と
い
う
姿
勢
が
読

み
取
れ
る
表
現
が
消
さ

れ
て
い
る
。
原
文
に
付
け
加
え
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
括
弧
で
括
り

強
調
し
て
い
る
の
は
冒
頭

の

「模
倣
」

で
あ
り
、
後
半

の

コ

個

の
人
間
と
し

て
」
の
な
か
の

「
人
」
で
あ
る
。
「模
倣
」
と
い
う
絵
画

の
習
得
方
法
に
た

い

す
る
批
判
を
、
豊
子
愃
は
ゴ

ッ
ホ
伝

の
な
か
で
も
石
膏
模
型
を
打
ち
砕
い
た
と

い
う
事
件

に
か
こ
つ
け
て
行
な

っ
て
い
る
。
中
井

の
原
著

で
も
し
ば
し
ば
画
家

の
伝
統
打
破
、
反
因
習
性
が
言
及
さ
れ
て
は
い
た
。
ほ
か
の
画
家

に
も
共
通
す

る
特
徴

だ
が
、
豊

の
中
国
語
訳

に
あ

っ
て
は
こ
と
さ
ら

に
伝
統
を
超
越
し
た

「革
命

の
人
」

ク
ー
ル
ベ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
色
濃
く
演
出
さ
れ
た
こ
と
は
看

過
し
得
な

い
。

(
3
)

「変
人
」
ド
ガ

世
間

に
理
解
さ
れ
ず
、
孤
独

に
修
行
す
る

「隠
者
」
、
豊
子
榿

は
黒
田
重
太

郎

の
ゴ
ッ
ホ
伝

に
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
見
出
し
た
が
、
中
井

の
本

で
は
ゴ
ッ

ホ
に
限
ら
ず
ポ
ー
ル

・
セ
ザ

ソ
ヌ

(勺
o
巳

O
曾
①弓
Φ
一
八
三
九
-

一
九
〇
六
)

や
ほ
か
の
画
家
も
隠
者
風

に
描
か
れ
て
い
る
。

中
井
は
第
三
章

「自
然
主
義
」
の
な
か
に
見
出
し
と
し
て

「写
実
主
義
ー
印

象
主
義
ー
新
印
象
主
義
」
を
置
い
て
い
る
が
、
豊

の
抄
訳

で
は
中

の

「印
象
主

義
」
を
独
立
し
た
形
で
第
四
章

「印
象
主
義
的
芸
術
」
と
し
て
い
る
。
中
井
は

印
象
派

の
画
家
と
し
て

エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
マ
ネ
(国
α
○轟
a

ζ
穹
Φ二

八
三
ニ
ー
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一
八

八
三
)
、

ク

ロ
ー

ド

・
モ
ネ

(Ω
9
⊆
α
Φ

竃
8

①
叶
一
八
四

〇
1

一
九

二
六

)、

オ

ー

ギ

ュ
ス

ト

・
ル

ノ

ワ

ー

ル
(〉
¢
ひq
偉
ω
8

菊
①
口
o
冒

一
八

四

一
ー

一
九

一
九

)、

エ

ド

ガ

ー

・
ド

ガ

(国
α
oq
母

U
①
oq
鋤
ω

一
八

三
四

-

一
九

一
七
)

を

順

に
紹

介

し
、

豊

の
抄

訳

で

は

マ
ネ

、

モ
ネ

、

カ

ミ

ー

ユ

・
ピ

サ

ロ

(O
曽
ヨ
旨
Φ

雷
ω
ω
鋤
昌
〇

一
八

一一一

〇

1

一
九

〇

三
)
、

ア

ル

フ

レ

ッ
ド

・
シ

ス

レ
ー

(≧

ヰ
o
α

餓
ω
δ
鴇

一
八
三
九

-

一

八
九
九

)
、

ド

ガ

、

ル

ノ

ワ

ー

ル
と

い
う

よ

う

に
順

序

が

変

わ

っ
て

い

る
。

ド

ガ
、

ル

ノ

ワ

ー

ル

の
順

位

が

後

退

し

た

こ

と

に

つ

い

て

は
後

述

す

る
。

画

家

た

ち

は

よ

く

嘲

笑

の
対

象

と

な

り
、

理
解

さ

れ

な

い

「
変

人

」

な

ど

と

し

て
紹

介

さ

れ

る

。

ド

ガ

に

つ

い

て
中

井

は
、

性
格
が
誇
張
さ
れ
、
「世
を
離
れ
た
人
間
」
「変
人
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
作
ら

　り
　

れ

た

よ

う

で
あ

る
。

し

か

し

、

そ

の
イ

メ

ー

ジ
が

つ
ぎ

つ
ぎ

と

反

復

さ

れ

て

い

　あ
　

っ
た
。
中
井

は
ま
た
次

の
よ
う
な
記
述

に
よ
っ
て
、
ド
ガ
の
人
間
像
を
補
完
し

た
。

重
厚
な
人
嫌

い
の
無
口
な
そ
し
て
品

の
い
い
ド
ガ
は
、
衆
愚
の
喜
を
外

に
し
て
専
念
に
自
己
の
芸
術

の
世
界
に
閉
じ
籠

っ
た
。
彼
は
殆
ん
ど
弟
子

マ
マ

を

養

成

し

な

か

っ
た

。

僅

か

に

ル

ー

ト

レ

ッ

ク
や

フ

ォ
ラ

ソ
、

カ

サ

ッ

ト

　ゆ
　

に
そ
の
余
影
を
止
め
た
だ
け

で
彼

は
生
涯
孤
独
で
終

っ
た
。
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一
八
七
〇
年
以
来
彼
は
サ

ロ
ン
と
も
縁
を
断
ち
、
サ

ロ
ン
に
反
抗
し
た

画
家
達
が
企
て
た
展
覧
会
に
も
、
其
が
印
象
派
の
名
を
以
て
呼
ぼ
れ
る
に

到

っ
て
、
直
ち
に
之
と
分
離
し
た
。
爾
来
彼

は
全
く
退
嬰
し
て
、
批
評
家

あ
ら

と
云
わ
ず
文
学
者
と
云
わ
ず
総
ゆ
る
訪
問
者

に
固
く
門
を
閉
じ
て
、
専
ら

　
め
　

 自
己
の
中
に
住
み
、
人
嫌

い
な
変
人
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

と
、
そ
の
人
間
像
を
描
い
て
い
る
。

一
八
七
〇
年
に
ド
ガ
は
サ
ロ
ン
に
出
品

し
た
が
、
そ
れ
以
降
出
品

し
な
く
な

っ
た

こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
し
か
し
、

「印
象
派

の
名
を
以
て
呼
ぼ
れ
る
」

一
八
七

四
年
以
降
印
象
派
を
離
れ
た
と
す

る
の
は
伝
記
的
事
実

に
符
合
し
な
い
。
彼
は
む
し
ろ
印
象
派
展
の
積
極
的
な
出

品
者

で
、
批
評
家
か
ら
も
し
ば
し
ば
賞
賛
さ
れ
た
。
彼

の
女
性
嫌

い
や
孤
独
な

と
、
ド
ガ
は
世
間
と
隔
絶
し
て
生
き
る
人
間
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
う

い
っ
た
と
こ
ろ
を
豊
子
愃
は
次

の
よ
う
に
ま
と
め
る
。

ド
ガ
は
女
性
を
描
く
専
門
家

で
あ
る
。
毎
晩
歌
劇
場
に
出
入
り
し
、
遊

蕩

に
耽

る
享
楽
者

の
よ
う
に
見
え
る
が
、
事
実

は
ま

っ
た
く
反
対
で
あ

る
。

も
と
は
厭
世
家
で
、
世
俗
的
な
歓
楽
を
な
ん
と
も
思

っ
て
い
な
い
。
そ
れ

が
画
家
と
し
て
不
思
議
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ゆ
え
に
彼

の
絵

に
も
独
特
な

色
彩
が
あ
る
。
彼

は
常
に
客
観
的
な
立
場
か
ら
冷
静
に
対
象
を
観
察
す
る
。

彼
が
観
察
し
て
い
る
の
は
対
象

の
静
止

の
形
で
は
な
く
、
激
し
く
動
く

一

　　
　

瞬

の
姿
で
あ
る
。
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豊

の
抄
訳
で
は
各
画
家

の
作
品
と
人
と
な
り
を
か
な
り
簡
略
的
に
記
し
て
い

る
。
中
井
が
記
す
ド
ガ
は

「生
涯
孤
独
」

な

「変
人
」
、
そ
れ
を
豊

子
榿

は

「厭
世
家
」
と
し
た
が
、
両
者

の
表
現
に
さ
ほ
ど
隔

た
り
は
な
か
ろ
う
。
し
か

も
、
豊
子
榿
が

一
九
二
九
年

に
翻
訳
出
版

し
た

『現
代
芸
術
十
二
講
』
(上
田

敏
著

『現
代
の
芸
術
』
、

一
九

一
七
年
)
で
も

ド
ガ
を

「極
く
内
気

な
澄
し
た
皮

肉
屋
厭
世
家

で
名
を
求
め
る
事
等
は
素
よ
り
な

い
」
と
し
て
、
そ
の
人
柄
を
紹

　れ
　

介
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
う
し
て
社

会
か
ら
離
脱
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る

こ
と
は
、
豊
子
榿
と
中
井

に
お
い
て
は
け

っ
し
て

マ
イ
ナ
ス
評
価

に
つ
な
が
る

も
の
で
は
な
い
の
だ
。
む
し
ろ

「孤
高
」

「脱
俗
」
に
結
び
つ
く
も

の
と
し
て
、

高
く
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ

ッ
ホ
に
お
い
て
も
同
じ

で
あ
る
。

(
4
)

隠
者
セ
ザ
ン
ヌ

印
象
派
の
第
四
章

に
つ
づ

い
て
、
抄
訳

の
第
五
章
は

「表
現
主
義
的
芸
術
」
、

そ

の

「三
大
家
」
と

し
て

セ
ザ

ン
ヌ
、

ゴ

ッ
ホ
、
ポ

ー

ル

・
ゴ
ー
ギ

ャ

ン

(勺
鋤
巳

O
き
ひq三
p
一
八
四
八
-

一
九
〇
三
)
が
位
置
付
け
ら
れ
る
。

こ
こ
で
の
評

価
は
原
著
を
踏
襲
し
た
も

の
で
あ
る
。
原
著

で
は
も

っ
と
も
力
の
こ
も

っ
た
部

分
で
あ
り
、
全
書

の
三
分

の
一
以
上
も
の
分
量
を
占
め
る
。
抄
訳
で
は
分
量
が

原
著

に
比
べ
て
著
し
く
減
少
し
て
い
る
も

の
の
、
近
代
西
洋
美
術
を
概
説
し
よ

う
と
す
る
両
者
に
お
け
る
位
置
付
け
は
変

わ
ら
な
い
。

中
井
原
著
で
は
こ
の
三
画
家

の
人
格

に

つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
に
描
写
さ
れ
、
セ

ザ
ン
ヌ
は
山
林

に
隠
棲
す
る
画
家

の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

絵
を
描
く
情
熱
を
持
ち
な
が
ら
、
目
に
映

る
形
も
色
も
常
套
的
な
た
め
に
、
苦

悩
す
る
セ
ザ
ソ
ヌ
は
、

少
年
時
代

に
歩

い
た
山
を
再
び
登

っ
た
り
小
道
を
走
り
廻

っ
て
夜
を
明

か
す
と
、
岩
や
樹
木
や
清
鮮
な
泉
に
よ

っ
て
再
び
希
望
が
湧

い
て
来
る
。

其
処
に
蟄
居
し
て
、
手
を
打
ち
震
わ
せ
な
が
ら
総
ゆ
る
も

の
の
前

に
礼
拝

し
て
、
謹
直

に
熱
心
に
敬
虔
に

一
心
不
乱
に
画

い
た
。
こ
れ
は
た
し
か
に

　お
　

一
の
宗

教

で
あ

っ
た
。

と
、
セ
ザ

ン
ヌ
を
自
然
崇
拝
者
と
し
て
描

い
て
い
る
。
ま
る
で
山
野
を
彷
徨

す
る
修
行
僧

の
よ
う
で
、
「蟄
居
」
隠
棲
し
自
然
を
信
仰
す
る
人
間
像

は
東
洋

的
な

「隠
者
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
色
彩
の
観
察

に
夢
中
な
あ
ま
り
に

消
火

に
来
た
人
に

「
待

っ
て
く
れ
」
と
言

っ
た
と
い
う
挿
話
を
ひ
き
、
中
井
は

「神

に
仕
え
る
僧
侶

の
よ
う

に
、
彼
は
絵
画

の
中

へ
融
け
て
蒸
発
し
て
し
ま

っ

マ

マ

た
其
処

に
彼

の
神
秘
主
義
が
あ
り
、
其
処
に
於
て
彼
は
偉
大
な
る
隠
者
で
あ

　お
　

っ
た
」
と
評
し
て
、

セ
ザ

ン
ヌ
を

「偉
大
な
る
隠
者
」
と
呼
ぶ
。

一
方
、
豊
子
榿

の
記
述
を
見
る
と
、
セ
ザ
ン
ヌ
は
パ
リ
の
芸
術
家
た
ち
の
傲

慢
な
気
質
が
い
や
に
な
り
、

鵬

一
八
七
九
年
、
彼

は
つ
い
に
静

か
に
故
郷
に
帰

っ
た
。
彼

の
芸
術
生
涯



が
こ
の
時
に
始
ま

っ
た
。
家

で
創
作
に
没
頭
し
、

一
八
八
二
年
作
品

「肖

像
」
を
サ
ロ
ソ
に
出
品
し
た
が
、
最
初

の
う
ち
は
当
然
誰
も
彼

の
芸
術
が

理
解

で
き
な
か

っ
た
。
彼
は
や
は
り
故
郷

に
帰
ら
ざ
る
を
得
ず
、

ア
ト
リ

エ
に
閉
じ
こ
も
り
、

モ
デ

ル
の
顔
を
眺

め
て
自
分

の
描
き
方
を
研
究
し
た
。

ま
た
、
野
を
徘
徊
し
樹
木
や
遠
く
の
山

を
眺
め
、
気
づ
く
こ
と
が
あ
る
と

す
ぐ
に
絵

の
道
具
を
取
り
出
し
て
描

い
た
。
彼

の
態
度

は
ま
る
で
気
が
狂

　
ぬ
　

っ
た

人

の
よ

う

だ

。

と
く
に

「隠
者
」
と
い
う
表
現
は
使

っ
て

い
な
く
て
も
、
都
会
か
ら
田
園
に

　お
　

帰
り
、
田
園
で
自
然
を
見

つ
め
、
芸
術
に
打

ち
こ
む
人
間
像
が
こ
こ
に
あ
る
。

中
井
が
評
す
る
と
こ
ろ
の

「偉
大
な
る
隠

者
」
、
ま
た
は
豊
子
榿
が
と
ら
・兄
た

「瘋
狂
的
人

(狂
人
)
」
も
、
前
述
の
ド
ガ
同
様
に
、
社
会
を
遠
ざ
け
た
こ
と
が
、

か
え

っ
て
精
神
性

の
高
さ
を
際
立
た
せ
る
も

の
と
し
て
、
高
い
評
価
が
な
さ
れ

て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
、
両
者

の
記
述
を
比

べ
て
み
る
と
、
違
い
も
見
ら
れ
る
。

一
八
八
二
年

の
サ
ロ
ソ
出
品
に
つ
い
て
中
井
原
著
に
は
記
述
が
な
い
。
ほ
か
に

も
豊
は
セ
ザ

ソ
ヌ
芸
術

の
特
徴
と
し
て

(
一
)
独
特
な
色
彩
、

(二
)

マ
ッ
ス

に
よ
る
表
現
方
法
、

(三
)
キ

ュ
ビ

ス
ム

へ
の
啓
発
、

(四
)
主
観
的
で
あ
る
こ

と
、
(五
)
ラ
テ
ン
的
情
緒
、
と
以
上

の
五
点

に
ま
と
め
て
示
し
て
い
る
の
だ

が
、
こ
う
し
た
列
挙
は
中
井
原
著
に
見
ら
れ
ず
、
豊
子
愃
の
セ
ザ
ソ
ヌ
認
識
が

中
井

の
著
作
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

(5
)

禅
僧
ゴ

ッ
ホ

中
井

の

『近
代
芸
術
概
論
』
で
も

っ
と
も
重
き
が
置
か
れ
た
の
は
セ
ザ

ソ
ヌ
、

ゴ
ッ
ホ
、
ゴ
ー
ギ

ャ
ソ
で
、
な
か
で
も
ゴ
ッ
ホ
に
つ
い
て
作
者
は
感
情
を
込
め

そ
の
人
格
を
称
賛
し
て
い
る
。
黒
田
重
太
郎
が
著
し
た
ゴ
ッ
ホ
伝
に
比
べ
て
も
、

い
っ
そ
う
概
念
化
し
、
神
話
化
さ
れ
た
ゴ
ッ
ホ
像
が
よ
り
鮮
明
に
打
ち
出
さ
れ

て
い
る
。
た
と
え
ぽ
、
中
井
は
次

の
よ
う
に
ゴ

ッ
ホ
を
た
た
え
る
。

フ
ァ
ン
・
ホ
ッ
ホ
は
遮
二
無

二
生
命

の
焔

の
中
に
驀
進
し
た
人
で
あ
る
。

(中
略
)
彼
自
身
こ
そ
は
頭

に
太
陽
を
、
胸
に
暴
風
を
蔵

し
た
狂
え
る
虎

で
あ
り
、
ま
た
聖
者
で
あ
る
。
激
情

の
焔

に
そ
の
身
を
焦
そ
う
と
す
る
、

苦
悶
の
殉
教
者

で
あ
る
。
併
し
人
は
苦
悩
を
怖
れ
て
は
な
ら
な
い
。
苦
悩

な
く
し
て
偉
大
な
る
生
命

に
生
き
る
こ
と
は
能
き
な
い
。
彼

の
生
涯
と
芸

　め
　

術
の
偉
大
は
、
こ
の
苦
悶

の
中
か
ら
咲
き
出
で
た
の
で
あ
る
。

「炎
」
「
太
陽
」
「
苦
悩
す
る
画
家
」
と
い
っ
た
ゴ
ッ
ホ

・
イ
メ
ー
ジ
は
当
時
す

で
に
流
布
し
て
い
た
も

の
で
あ
り
、
中
井
独
自

の
も

の
と
は
い
い
が

た
い
。

「胸
に
暴
風
を
蔵
し
た
狂
え
る
虎

で
あ
り
、
ま
た
聖
者
で
あ
る
」
と
い
う
表
現

も
斎
藤
茂
吉

(ω
巴
け〇二
竃
○
匹
〇三

一
八
八
ニ
ー

一
九
五
三
)
の
歌

「
く
れ
な
ゐ

の

あ
め

く
わ
い
て
ん
く
わ
う

獅
子
の
あ
た
ま
は
天
な
る
や
回
転
光

に
ぬ
れ
ゐ
た
り
け
り
」
(
一
九

=
二
年
)
に

　れ
　

通
底
す
る
も

の
で
あ
る
。
後
光
射
す
聖
者

の
イ
メ
ー
ジ
が
共
通
し
て
い
る
。
豊

子
榿

の
抄
訳
で
は

「火
焔
的
画
家

(炎
の
画
家
)」
の
生
涯
を
略
述

し
、
代
表
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作

に

「向
日
葵
」
を
あ
げ
て
解
説
し
、
ゴ

ッ
ホ
芸
術

の
評
価
を
試
み
て
い
る
。

こ
の
部
分
は
翻
訳
と
い
う
よ
り
豊
子
榿
自
身

の
こ
と
ば

で
ゴ
ッ
ホ
の
人
生
が
再

話
さ
れ
て
い
る
と
い

っ
て
い
い
。
そ
れ
も

そ

の
は
ず
、
黒
田
重
太
郎

の

『
プ

ン
・
ゴ
オ
グ
』
を
も
と
に
豊
子
榿
が
ゴ
ッ
ホ
の
伝
記

『谷
訶
生
活
』
を
著
す
こ

と
に
よ
り
、
ゴ

ッ
ホ
の
物
語
が
彼
の
な
か

で
す

っ
か
り
形
成
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

取
り
上
げ
る
作
品
そ
の
も

の
も
、
原
著
で
は

「馬
鈴
薯
を
食
す
人
」
だ

っ
た
の

を
豊
が
自
分
で
選
び
な
お
し
、
「向
日
葵
」

に
改
め
、
挿
絵
に
取
り

い
れ

て
い

る
。
「向
日
葵
」
と
と
も

に
ゴ

ッ
ホ
の

「自

画
像
」
も
当
時
人
々
の
想
像
力
を

刺
激
す
る
源
泉

で
あ

っ
た
。
中
井
の
目
に

「自
画
像
」
は
次
の
よ
う
に
映

っ
て

い
る
。

ゴ
オ
ガ
ン
に
贈

っ
た
ホ
ッ
ホ
の
自
画
像
を
見
る
と
、
光

っ
た
頭
と
広

い

額
と
そ
の
痩

せ
た
頬
は
い
か
に
も
厳
し

い
。
枯
淡
な
、
東
洋
的
と
い
う
よ

り
は
、
禅
僧
を
見
る
よ
う
な
熾
烈
な
る
意
力
を
示
し
て
い
る
。
窪

ん
だ
奥

に
光
る
眼
は
、
殊
に
深

い
思
索
と
洞
察

を
語
り
、
熱
痛
の
よ
う
な
創
造
力

を
湛
え
て
い
る
。
こ
れ
に
接
す
る
時
、

人
は
奇
し
き
慄
き
を
感
ぜ
ず
に
は

居
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
其
は

一
切
を
否
定
す
る

「無
」
か

「白
痴
か
」

或
は
永
劫

の
調
和
漣
…
…

ゴ

ッ
ホ
の
目

に
強
い
意
志
と
深
い
思
索
を
見
る
、
こ
の
見
方
も
同
時
代
の
詩

　　
　

歌

に
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
「東
洋
的
と
い
う
よ
り
は
」
と

い
う
表
現
に
は
た

め
ら
い
が
あ
る
も
の
の
、
「禅
僧
」
の
よ
う
に
強

い
意
志
を
も

つ
人
間
と
し
て

ゴ
ッ
ホ
を
認
識
し
て
い
る
。
深

い
思
想
を
内
面
に
秘
め
た
修
行
者
、
往
々
に
し

て

「痴
」
あ
る
い
は

「狂
」
と
見
ら
れ
、
そ
う
し
た
人
間
像

は
や
は
り
東
洋
的

で
あ

る
。
彼
ら

の
目
指
す
悟
り

の
境
地
は

「永
劫

の
調
和
」
、
仏
教

の
至
高

の

価
値
観

で
あ
る
。

一
方
豊
に
よ
る
抄
訳
で
は

「彼

に
と

っ
て
、
絵
画
は
殉
教
者
の
説
教
と
同
じ

も

の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
故
郷
を
後

に
し
各
地
を
放
浪
し
た
」
「彼

の
精

神
は
も
う
発
狂
し
そ
う
な
状
態

で
あ

っ
た
。
彼

は
よ
く
酒
を
あ
お
り
、
嘯
き
、

　　
　

情
熱
が
昂
じ
る
と
思
う
存
分
キ
ャ
ソ
バ

ス
に
塗
り
た
く

っ
た
」
な
ど

の
表
現
に
、

ゴ
ッ
ホ
の

「狂
」
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
か
な
り
簡
略
化
さ
れ
て
い

る
の
で
、
こ
こ
で
豊

の
ゴ
ッ
ホ
観
が
中
井
か
ら
感
化
を
受
け
た
こ
と
は
は

っ
き

り
と
窺
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
む
し
ろ
後
述
す
る
と
こ
ろ
の
、
ゴ
ッ
ホ
の
自
然

観
、
芸
術
観
が
東
洋
的
に
な

っ
た
と
い
う
、
豊

の

「中
国
美
術
在
現
代
芸
術
上

的
勝
利
」
に
お
け
る
記
述
に
中
井

の
影
響
が
よ
り
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
黒
田

重
太
郎
と
と
も
に
、
中
井
も
豊

の
ゴ
ッ
ホ
観

に
決
定
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

た
の
で
あ
る
。

(
6
)

商
業
主
義

へ
の
嫌
悪
感

「変
人
」
「隠
者
」
「禅
僧
」

に
共
通
す
る
の
は
そ
の
精
神
性

の
高
さ
だ
が
、
そ

れ
を
示
す
説
得
力

の
あ
る
証
拠
と
し
て
、
名
利
と
関
わ
ら
ず

「清
貧
」

に
甘
ん

じ
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
、
豊
子
憧
と
中
井

に
よ

っ
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。
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　れ
　

「貧
乏
的
大
画
家

(貧
し
い
画
伯
)」
ミ
レ
ー
を
西
洋
画
家

の
筆
・頭
に
挙
げ

る
豊

子
榿
に
お
い
て
、
と
く
に
そ
の
傾
向
が
顕
著

で
、
彼
は
画
家

の
貧
富

に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
触
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

画
祖
王
維
と
李
思
訓
も
官
僚
画
家
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
絵
を

も

っ
て
人
に
こ
び

へ
つ
ら
う
こ
と
は
せ
ず
、
富
貴
の
た
め
に
節
を
曲
げ
る

こ
と
も
し
な
か

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
私

た
ち
は
彼
ら

の
人
柄
を
尊
敬
し
、

彼
ら
の
作
品
を
尊
敬
す
る
。
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド

の
絵
も
尊
敬

に
値
す
る
が
、
人

と
し
て
節
操
が
な
い
の
は
惜
し
ま
れ
る
。
ほ
と
ん
ど

の
美
術
家
は
利
益
を

度
外
視
し
、
出
世
も
望
ま
な
い
。
ダ
ヴ

ィ
ッ
ド
の
よ
う

に
裕
福
に
な
る
よ

　お
　

り
、

ミ

レ
ー

の
よ

う

に
貧

乏

な
方

が

い

い
。

こ
の
文

は
豊
子
榿
が

『西
洋
名
画
巡
礼
』

の
第

四
講

で

「富
貴
的
大
画
家

(裕
福
な
画
伯
)」
ダ
ヴ

ィ
ッ
ド
を
評
す
る
く
だ
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
画
家

の
人

格
が
作
品
と
同
じ
よ
う
に
重
要
で
あ
り
、

「清
貧
」
を
画
家
の
理
想
と
し
て
い

る
。
豊
子
榿
ほ
ど
鮮
明
で
は
な
い
に
せ
よ
、
中
井
も

つ
と
め
て
画
家
の
商
業
主

義

に
対
す
る
嫌
悪
を
と
り
あ
げ
よ
う
と
し
て

い
る
。
と
は
い
え
、
両
者
は
ル
ノ

ワ
ー
ル
評
価
を
め
ぐ

っ
て
、
こ
の
点

で
大
き

な
食

い
違
い
を
見
せ
る
。

た
と
え
ぽ

ル
ノ
ワ
ー
ル
に
つ
い
て
、
中
井

は
こ
う
紹
介
す
る
。

ル
ノ
ア
ー
ル
の
生
涯

の
大
半

は
不
幸

と
貧
困
で
貫

い
て
居
る
。
殊

に
印

象
派

の
展
覧
会
に
参
加

し
て
か
ら
、
そ

の
作
品

に
集
ま
る
も
の
と
て
は
嘲

笑

の
み
で
あ

っ
た
。
生
活
の
た
め
に

一
ま
と
め
の
作
品
を
幾
度
も
競
売

に

マ

マ

附
し
た
甚
だ
し
い
の
に
到

っ
て
は
十
六
枚
か
ら
の
絵
で
二
千

フ
ラ
ン
位

に

し
か
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
競
売
も
や
め
て
策

に
窮

し
て
居
る
時
、

マ
マ

○
げ
o
ρo
簿

O
げ
穹
O
Φ昌
菖
臼

に
認
め
ら
れ
て
、
其
等
の
厚
意
か
ら
、
彼
は
肖

像
を
画

い
て
食
に
代
え
た
。
あ

の
沢
山

の
肖
像
画
や
富
豪

の
家
庭
を
画

い

た
典
雅
な
風
趣
は
殆

ん
ど
生
活

に
行
き
詰

っ
た
時

の
作
品
と
は
思
え
な
い
。

マ
マ

「
画
家
は
壁
画
を
飾
る
た
め
の
用
を
な
す
。
が
た
と
い
私
は
画
架

の
絵
を

画
か
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
時
で
も
、
其
は
実

に
好
き
な
喜
ぽ
し
い
又
楽
し

い
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
自
ら
云

っ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
楽

し
ま
ざ
る
絵

は
決
し
て
画
か
な
か

っ
た
。

(中
略
)
晩
年

リ

ユ
マ
チ

ス
に

苦
し
め
ら
れ
て
客
を
避
け
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
も
、

い
か
に
気
分

の
悪

　　
　

そ
う
な
時

に
も
、
彼

は
画
筆
を
握

っ
て
ひ
と
り
楽

し
ん
で
"
た
。

両
書

に
お
い
て
、
「貧
困
」
そ
し
て
画
家
た
ち
が
甘
受
す

る

「嘲
笑
」
は
む

し
ろ
彼
ら
の
人
格

の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
絵
を
売
る
の

は
生
活

の
た
め
に
や
む
を
得
な
い
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
商
業
的
成
功
よ
り

自
分
の
楽
し
み
の
た
め
に
絵
を
描

い
て
い
る
の
だ
、
と
読
者
に
印
象
づ
け
よ
う

と
し
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
「客
を
避
け
る
」
と
い
う
表
現
は
、

暗

に
世
俗
を
遠
ざ
け
商
業
嫌
い
な
と
こ
ろ
を
匂
わ
す
。
晩
年
、
み
ず
か
ら
楽
し

む
た
め
に
絵
を
描
く
そ
の
姿
に
は
、
も
は
や
商
業
主
義

に
は
全
く
関
わ
ら
な
い
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か
の
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
豊
に
よ
る
抄
訳
で
は
ル
ノ
ワ
ー

ル
に
対
す
る
評
価
が
低
く
な
る
。

そ
れ
に
は
二

つ
の
原
因
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
つ
は
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
商
業
行

為
で
あ
る
。
先
に
も
触
れ
た
と
お
り
、
豊
子
愃
は
ル
ノ
ワ
ー
ル
を
印
象
派
画
家

の
最
後

の
六
人
目
に
位
置
付
け
て
、
こ
う
記
す
。

貴
族

の
人
物
画
を
描
く
画
家
、
彼
の
肖
像
画

は
ブ

ル
ジ

ョ
ア
階
級

に
好

ま
れ
た
。
当
時
ド
イ
ッ
の
有
名
な
歌
劇

の
大
家

ワ
グ
ナ
ー
が
三
十
分
間
彼

の
モ
デ

ル
を

つ
と
め
、
彼

に
肖
像
を
描

い
て
も
ら

っ
た
こ
と
が
あ
る
。

(中
略
)
彼
が
ブ

ル
ジ

ョ
ア
階
級

の
…機
嫌
を
取

る
こ
と

に
い
た

っ
て
は
、

　あ
　

さ
ら
に
私
た
ち
と
し
て
は
賛
同
で
き
な

い
行
為

で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
豊
子
愃
は
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
姿
勢
を
非
難
し
て
い
る
が
、
何
が
非

難
さ
れ
る
べ
き
行
為
だ

っ
た
の
か
具
体
的

に
記
し
て
い
な
い
の
で
、
批
評
が
そ

の
ま
ま
人
格

に
関
わ
る
も
の
と
な
る
。
お
そ
ら
く
日
本

の
刊
行
物

に
書
か
れ
て

い
た

「貴
婦
人
の
肖
像
ゆ
え
に
サ
ロ
ン
に
入
選
し
た
」

の
類

の
挿
話

か
ら
判
断

　お
　

し

た

の
だ

ろ

う

。

な

お

、

リ

ヒ

ャ

ル
ト

・
ワ

グ

ナ

ー

(空

o
び
興

山

薯

p
σq
昌
臼

一
八

一
三

-

一
八
八

三
)

の
肖

像

を

ル

ノ

ワ

ー

ル
が

描

い

た

こ

と

に
中

井

は

言

及

し

て

い
な

い

の
で
、

豊

子

愃

の

ル

ノ

ワ

ー

ル
評

価

も

ま

た

、

中

井

の
著

書

だ

け

に

依

拠

し

た
も

の

で

は
な

い

こ

と

が

わ

か

る
。

だ

と

し

て

も

、

パ

ト

ロ
ン

の
庇

護

を

受

け

て
絵

を
描

く

こ

と

に

対

す

る
豊

子
榿

の
否

定

的

な

見

解

は

は

っ
き

り

と

し
て
い
る
。
そ
れ
は
豊
か
ら
見
れ
ば
、
媚
び

へ
つ
ら
い
で
あ
り
、
商
業
的
な
行

為
で
あ
る
。

ル
ノ
ワ
ー
ル
評
価
を
下
げ

る
も
う
ひ
と

つ
の
原
因

に
つ
い
て
は
後

述
す
る
。

商
業
嫌

い
な
と
こ
ろ
と
い
え
ば
、
中
井

の
筆

の
下

で
は

「変
人
」
ま
た
は

「厭
世
家
」
ド
ガ
も
同
様
で
あ
り
、

セ
ザ

ン
ヌ
も
世
評
に
冷
淡
で
商
人
に
無
関

心
だ

っ
た
。
ド
ガ
に
つ
い
て
中
井
は
こ
ん
な
挿
話
を
披
露
し
て
い
る
。

マ
マ

絵

の
商
人
と
同
じ
程
度
に
彼
は
ア
マ
ラ
ウ
ル

冨
3
讐
Φ霞

の
音
訳
ア

マ

テ
ウ
ル
の
誤
記
か
、
西
槇
注
]
を
も
嫌

っ
た
。
極
く
晩
年

の
こ
と
、
友
達

の
紹
介

で
、
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
富
豪
が
直
接
に
作
品
を
需
め
に
来
た
こ
と

が
あ

っ
た
。
彼
は
小
さ
い
油
絵
を
持

っ
て
来
て
サ
ン

・
ミ
ル
・
フ
ラ
ン
を

要
求
し
た
。
次
に
は
パ

ス
テ
ル
を
、
次
ぎ
に
は
デ

ッ
サ
ソ
を
持

っ
て
来
て
、

何
れ
も
同
じ
く
サ
ン
:
・・
ル
・
フ
ラ
ン
を
繰
り
返
し
た
。
そ
し
て
し
ま

い

に
口
の
中

で

「私
に
は

一
つ
の
価
し
か
無
い
」
と

つ
ぶ
や
い
た
。
云
う
ま

で
も
な
く

ア
メ
リ
ヵ
人
は
退
却
し
、
幸
い
に
ド
ガ
の
作
品
は
前

の
場
所
に

　　
　

残

っ
て

い
た

。

ド
ガ
の
商
業
嫌

い
を
際
立
た
せ
る
実
に
格
好

の

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
ど
の

よ
う
な
情
報
源
を
も
と
に
中
井
が
抽
出
し
た
の
か
、
そ
れ
を
探
る
必
要
も
あ
る

が
、
限
ら
れ
た
情
報
し
か
入
手

で
き
な
か

っ
た
当
時
、
こ
の
よ
う
な
挿
話
が
受

け
入
れ
ら
れ
や
す
く
、
深
読
み
さ
れ
、
そ
れ
で
画
家

の
人
間
像
が
作
ら
れ
た
と
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思
わ
れ
る
。

セ
ザ
ン
ヌ
に
つ
い
て
も
、
サ

ロ
ン
落
選

の
繰
り
返
し
は
、
画
家
が
地
位
と
名

声
を
求
め
続
け

て
い
た
証
拠
と
は
受
け
取
ら

れ
ず
、
「傑
作
が
俗
衆

に
理
解
さ

れ
な
か

っ
た
の
だ
」
と
中
井
は
解
釈
す
る
。
晩
年
、
世
に
迎
え
ら
れ
た
セ
ザ
ン

ヌ
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
が
、
「極

め
て
些
少
な
栄
光
が
彼

に
到
来
し
た
。
と
い
う
の
は
絵
画
商
人
が
彼

の
作
品
を
競

っ
て
蒐
め
囃
し
立
て

る
よ
う
に
な

っ
た
。
併
し
彼
は
平
然
と
、
無

用
な
衆
評
に
対
し
て
は
更

に
無
関

　　
　

心

で
あ

っ
た
」
と
中
井
は
書

い
て
い
る
。

セ
ザ
ソ
ヌ
は
成
功
し
て
も
名
利
を
意

に
介
さ
な
か

っ
た
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
画
家
が
世
評
や
経
済
的

な
成
功

に
無
関
心
で
い
ら
れ
る
わ
け
は
な
く
、
ま
し
て
職
業
画
家
に
は
死
活
に

か
か
わ
る
問
題

で
あ
ろ
う
。
中
井
が
作
り
上
げ

た
西
洋
近
代
画
家
像
が
実
態
と

か
け
離
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
の
は
容
易

い
こ
と
だ
が
、
む
し
ろ
彼
が
な
ぜ

そ

う
し
た
画
家
像
を
作
ろ
う
と
し
た
か
を
明
ら

か
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
日
本

の
西
洋
美
術
受
容

の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と

が

で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

「
士
農
工
商
」
と
い
う
日
本
の
か

つ
て
の
身
分
社
会

で
、
「
商
」
の
地
位
は
け

っ
し
て
高
く
は
な
い
。
中
国
で
も
官
僚

「士
大
夫
」

に
比
べ

「商
人
」
は
階
層

と
し
て
地
位
が
低
か
っ
た
。
科
挙
試
験
を
通
過
す
れ
ば
官
位
が
与
え
ら
れ
、
知

識
人
と
し
て
見
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
人
格
評
価
も
高

い
の
で
あ
る
。
「人

格
」
評
価
は

「知
識
」
と
は
結
び

つ
い
て
も
、
容
易

に

「商
業
」
と
結
び

つ
く

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
商
業
、
営
利
行
為
を
軽
視
す
る
こ
と
が
、

か
え

っ
て
人
格
的
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
人
格
を
評
価

基
準
と
す
る
中
井
と
し
て
も
、
画
家
た
ち
の
商
業
的
成
功
に
は
あ
ま
り
触
れ
ず
、

反
商
業
的
態
度
に
し
ば
し
ば
言
及
す
る
の
は
当
然
と
も
い
え
る
。

以
上
、
中
井
宗
太
郎
と
豊
子
榿
両
者

の
描
く
西
洋
画
家

の
人
格
を
対
照
さ
せ

な
が
ら
見

て
き
た
。
中
井
は
ド
ラ
ク
ロ
ワ
、
ク
ー
ル
ベ
、
ド
ガ
、
セ
ザ

ソ
ヌ
や

ゴ
ッ
ホ
と
い
っ
た
画
家

に
力
点
を
置
き
、
彼
ら
の
人
格
的
特
徴
を
捉
え
よ
う
と

し
た
。
中
井
が
捉
え
た
人
格
的
特
徴

に
は
、
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
商
業
行
為
に
は

一
様
に
嫌
悪
感
を
示
し
、
そ
れ
が
人
格

の
高
さ
の
証
明

と
み
な
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述

べ
た
。
加
え
て
、
「変
革
者
」
で
あ
る
こ
と
、

「隠
者
」
や

「禅
僧
」

の
よ
う

に
地
位
や
名
誉
と
は
無
縁

で
あ
る
こ
と
が
美
徳

と
さ
れ
た
の
も
明
ら
か
だ
。

一
時
代
を
画
す
よ
う
な
芸
術
家
と
し
て
新
た
な
表
現
方
法
を
模
索
し
、
そ
れ

ゆ
え

に
性
格
に
は
革
命
的
な
要
素
が
見
ら
れ
る
の
は
い
わ
ば
当
然
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
積
極
的
な
変
革
者
と

「隠
者
」
と
は
相
容
れ
な
い
も

の
の
よ
う
に

見
え
て
、
実
は
表
裏

の
関
係

に
あ
る
。
変
革
者

は
世
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
憤

っ
て

「隠
者
」
と
な
る
。
こ
う
し
た
性
格
は
東
洋
的
文
人
に
見
ら
れ
る
特
徴
で

あ
る
。
強
い
政
治
変
革
意
識
を
持
ち
な
が
ら
も
、
用

い
ら
れ
な
い
場
合

は
退
隠

す
る
。
そ
し
て
満
た
さ
れ
な
い
胸
中
を
筆

に
託
し
て
絵
を
描
く
、
そ
れ
が
文
人

画
家

の
姿
で
あ
る
。
中
井
や
豊
子
愃
が
拠

っ
て
立

つ
日
本
と
中
国

の
文
化
背
景

に
は
、
も
ち
ろ
ん
市
井

の
画
家
が
数
多
く
い
た
。
彼
ら
に
よ
っ
て
、
た
と
え
ば

日
本

で
は
庶
民
の
芸
術
と
し
て
浮
世
絵
、
中
国
で
も
蘇
州
版
画
な
ど
が
作
ら
れ
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た
り
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ま
り
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

彼
ら
よ
り
も
山
林

に
隠
棲
す
る
文
人
画
家
、
自
然
を
遍
歴
し
た
り
、
寺
院

で
修おう

行
す
る
高
徳

の
画
僧
が
よ
り
重
ん
じ
ら
れ
た
歴
史
が
あ
る
。
古
く
中
国

で
は
王

い

は
ち
だ
い
さ
ん

維

(鬢
曾
σq
鬢
皿
六
九
九
/
七
〇

一
-
七
六

一
)
の
よ
う
な
文
人
画
家
、
八
大
山

じ
ん

せ
き
と
う

人

(じd
鋤
&

o。
冨
霞
g

一
六
二
六
-

一
七
〇
五
)
、
石
濤
(ω
ま
↓
鋤
。
一
六
四
二
i

一
七

〇
七
)
の
よ
う
な
画
僧
、
日
本

で
は
与
謝
蕪
村

(図
。霽

bd
⊆
ω。
コ
一
七

一
六
-

一
七

八
四
)
の
よ
う
な
文
人
画
家
、
画
僧
雪
舟
(ω
Φ
ωω冨

一
四
二
〇
ー

一
五
〇
六
)
が

つ
と
に
有
名
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
画
家
、
芸
術
家

の
系
譜
が
続

い
て
き
た
。

彼
ら
は
画
業
と
と
も
に
学
問
、
道
徳
に
も
す
ぐ
れ
、
職
業
画
家
で
は
な
い
こ
と

も
あ
り
、
絵
を
売
る
こ
と
な
ど
に
は
執
着
せ
ず
、
世
と
争
わ
な
い

「隠
者
」
で

あ
り
人
格
者
で
あ

っ
た
。
中
井
が

『近
代
芸
術
概
論
』
を
著
し
、
豊
子
榿
が
そ

れ
を
翻
訳
し
た
ち
ょ
う
ど

一
九
二
〇
年
代
か
ら

一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
日

　お
　

本
や
中
国
で
そ
う
し
た
伝
統
美
術
を
再
発
見

す
る
時
期
で
も
あ

っ
た
。

こ
う
し
て
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
東

ア
ジ
ア
文
化
圏

に
画
家

の
人
格
を

重
ん
じ
る
伝
統
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
中
井

は
芸
術
に
お
け
る
人
格

の
意
義
を

力
説
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
自
由
主
義
、
個
性
や
人
格
尊
重
の
風
潮
も
同
時

代

の
背
景
と
し
て
あ
る
こ
と
は
見
過
ご
せ
な

い
だ
ろ
う
。

二

仏
教
的
、
東
洋
的
価
値
観

西
洋
近
代
画
家
の
人
格
価
値
が
強
調
さ
れ
、
彼
ら
の
人
間
像
が
東
洋
的
文
人

画
家
に
近
づ
い
た
、
と
す
る
の
が
中
井
の
主
張
で
あ
り
、
豊
子
榿
は
基
本
的
に

そ
れ
に
同
調
を
表
し
た
。
そ
れ
で
は
、
芸
術
観
、
美
学
や
作
品
制
作
と
い
う
行

為
は
ど
う
か
。
前
述
し
た
と
こ
ろ
で
も
中
井
は
セ
ザ

ン
ヌ
を
自
然
信
仰
者
と
見

な
し
、

ゴ
ッ
ホ
の

「自
画
像
」

に

「永
劫

の
調
和
」
を
見
出
し
て
い
た
。
彼
ら

の
自
然
観
、
芸
術
観
も
ま
た
東
洋

の
そ
れ
に
近
寄
り
到
達
し
よ
う
と
し
て
い
た

の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
に
、

セ
ザ
ソ
ヌ
や
ゴ

ッ
ホ
と
い
っ
た
西
洋
画
家

の
芸
術
観
が
仏
教

的
、
東
洋
的
な
も

の
と
親
和
性
を
持

つ
こ
と
を

「発
見
」
し
た
中
井
、
あ
る
い

は
豊
子
愃

で
あ
る
が
、
実
は
ほ
か
な
ら
ぬ
彼
ら
の
ほ
う
が
、
伝
統
回
帰
を
果
た

し
て
い
た
の
だ

っ
た
。

こ
こ
で
は
、
「表
現
主
義

の
三
大
画
家
」
と
さ
れ
る
セ
ザ

ン
ヌ
、
ゴ

ッ
ホ
、

ゴ
ー
ギ
ャ
ン
に
向
け
ら
れ
た
中
井
と
豊
子
榿

の
視
線
を
検
証
し
、
そ
う
し
た
見

方
に
至
る
所
以
を
彼
ら
自
身
に
即
し
て
考
え
て
み
た
い
。

(1
)

セ
ザ
ン
ヌ
と
ゴ

ッ
ホ
の

「
物
心

コ
如
」

セ
ザ
ン
ヌ
は
近
代
芸
術
の
分
水
嶺
だ
と

い
う
評
価
は
中
井
か
ら
豊
子
愃

に
継

承
さ
れ
た
。
な
ぜ
転
換
点
と
な
り
得
た
か
に
つ
い
て
、
中
井
は
以
下

の
よ
う
に

記
す
。

セ
ザ
ン
ヌ
以
前

の
芸
術
は
、
自
然
の
蔭

に
自
我
を
滅
し
て
客
観
と
感
覚

に
終
始

し
よ
う
と
し
た
。

所
謂
自
然
主
義

の
名
に
よ

っ
て
概
括
せ
ら

れ
る

も
の
で
あ
り
、
彼
以
後

の
芸
術
は
反
之
、
自
然

の
圧
虐

か
ら
自
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図5李 叔 同 「自画像」、1910年 頃 、油彩、画布、

東京藝 術大学 大学 美術 館 蔵(カ タ ログ 「東 アジ

ア/絵 画 の近代 油画 の誕生 とその 展開』静 岡

県立美術 館編集 ・発行、1999年 刊 よ り)1905年 秋

に来 日、翌年東京美術学校 に入 学、洋画 を専攻 。

図s豊 子榿 「李叔 同像」制作 年 未詳(『 弘一大

師遺墨』華夏 出版社 、1987年6月 刊 よ り)李 叔 同

は1918年 に出家、人格 者 としての誉れ は今 なお高

い。

我
を
救
い
出
し
て
、
逆
に
自
然
を
征
服

し
よ
う
と
し
、
主
観

の
高
揚
を
強

　お
　

 調
す
る
表
現
主
義
と
な

っ
て
現
れ
た
。

セ
ザ

ソ
ヌ
に
よ
っ
て
表
現
主
義

へ
の
移
行
が
始
ま
り
、
自
然
模
倣
に
と
っ
て

代
わ
り
自
然
を
超
越
し
よ
う
と
す
る
芸
術
が

「現
代
芸
術
」

の
地
位
を
占
め
て

い
っ
た
。
こ
の
認
識
は
日
本
の
セ
ザ
ン
ヌ
受
容
に
お
い
て
当
時
先
見
性
が
あ

っ

　れ
　

た
と
さ
れ
る
。

そ

の
芸
術

の
形
成
過
程

の

「出
発
点

は
こ
の
自
然
を
土
台
と
し
て
こ
れ
を
如

実

に
描
く
こ
と
で
あ

っ
た
。
併
し
印
象
派
の
純
粋
な
眼
に
な
ろ
う
と
す
る
感
覚

主
義
と
官
能
的
な
分
解

に
は
飽
き
足
ら
」
ず
、
「
そ
の
底

に
流
れ
る
生
命
を
描

　む
　

き
出
す
こ
と
に
よ

っ
て
彼
は
意
を
安
ず
る
こ
と
が
能
き
た
」。
こ
の
よ
う

に
、

中
井
は
セ
ザ
ン
ヌ
芸
術

の
達
成
を
自
然

の
奥
底
に
流
れ
る
生
命

の
描
出
と
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
制
作
方
法

に
つ
い
て
、
中
井
は
こ
う
書
く
。

セ
ザ
ン
ヌ
は
逡
ろ
ぐ
こ
と
な
く
客
観
を
凝
視
し
、
そ
れ
を

つ
き

つ
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
や
が
て
そ
れ
か
ら
遠
ざ
か
り
、
限
り
な
き
自
己

の
創
造

に
生
き
よ
う
と
し
た
。
物
心

一
如

の
境
地

に
あ

っ
て
彼
は
全

一
渾
融

の
生

　
れ
　

命
を
掴
も
う
と
し
た
。

こ
こ
で
い
う

「物
心

一
如

の
境
地
」
と
は
な
に
か
。

い
う
ま
で
も
な
く

「物

心

一
如
」

は
仏
教
的
世
界
観
に
裏
打
ち
さ
れ
た
こ
と
ぽ
で
あ
り
、
物
と
心
つ
ま

り
対
象
と
自
我
は
隔
た
り
な
く

一
致
し
た
も

の
で
あ

っ
て
、
異
な
る
も

の
で
は

な

い
こ
と
を
い
う
。
東
洋

の
芸
術
家

は
よ
く
そ
う
し
た
彼
我
不
分
明
な
状
態
、

い
わ
ゆ
る
宇
宙
自
然

の
精
神
そ
の
も
の
に
自
ら
を
近
づ
け
、
芸
術
創
作
を
す
る
。
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東アジアから見た西洋近代美術

セ
ザ
ソ
ヌ
の
芸
術
観
も
ま
た
そ
れ
と
同
じ
も
の
だ
、
と
中
井
は
断
言
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。

セ
ザ

ン
ヌ
芸
術

の
本
質
を
、
「内
な
る
自
然
を
凝
視
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
こ
れ
を
徹
底
し
、
自
然
そ

の
も
の
に
な
り
き
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

小
さ
い
自
我
を
滅
ぼ
し
、
恒
久

と

一
層
高

い
主
観

絶
対
精
神

に
到
達

し

　ゐ
　

よ
う
」
と
す
る
も

の
だ
、
と

の
解
釈
を
繰

り
返
す
。

こ
れ
は
東
洋
的
な
表
現
主
義
精
神
と
も

い
え
る
も
の
だ
。
と
は
い
え
、
中
井

も
書
い
て
い
た
よ
う

に
西
洋

の
表
現
主
義
が

「自
然
」
を
超
越
し
よ
う
と
す
る

も
の
な
ら
ば
、
中
井
自
身

の
セ
ザ
ン
ヌ
論

で
は
東
西
美
学

の
間
の
差
異
が
無
視

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
東
洋
側
は
あ
く
ま
で
も

「自
然
」
と

の
一
体
化
を

目
指
し
た
も
の
で
、
西
洋

の
よ
う
に

「自
然
」
を
超
え
よ
う
と
す
る
も

の
で
は

な
い
。
だ
が
両
者

の
同

一
視

は
さ
ら
な
る
論
理

の
飛
躍
を
繰
り
広
げ
て
い
く
。

西
洋
が
到
達
し
た
表
現
主
義
が
東
洋

に
は
か
つ
て
あ

っ
た
の
だ
か
ら
、
東
洋
精　ぬ

　

神

は
西
洋
よ
り
優
れ
て
い
る
の
だ
、
と
の
主
張
を
豊
子
榿
は
明
確

に
打
ち
出
す
。

一
方
、
中
井

は
ま
た

「
セ
ザ

ン
ヌ
と
共

に
近
代

の
芸
術

に

一
転
化
を
齎
し

た
」
ゴ
ッ
ホ
に
も
同
じ
傾
向
を
看
取
し
て
い
た
。
た
と
え
ぽ
、
ゴ

ッ
ホ
の
作
品

に

つ
い
て
、
「
そ
の
色
と
線
条

の
リ
ズ
ム
は
、
万
象

の
中
に
強

い
力
を
感
ず
る

詩
人
の
リ
ズ
ム
で
あ
り
、
胸

に
湛
え
ら
れ
た
情
感

の
焔

は
、
総

て
を
融
か
し
て
、

　
あ
　

大
き
な
調
和
し
た
永
遠

の
リ
ズ
ム
と
調
和

し
よ
う
と
.し
た
」
と
、
中
井
は
書
く
。

豊
子
榿
の
次

の
文
は
中
井

の
ゴ

ッ
ホ
評
を
ま
と
め
直
し
、
そ
の
意
図
を
道
破
し

た
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

彼

[ゴ

ッ
ホ
を
指
す
、
西
槇
注
]

は
想
像
力

で
天
地
間

の
あ
ら
ゆ
る
も

の
を
焼
き

つ
く
し
、
彼
が
描
く
す
べ
て
の
有
情
無
情
は
み
な
力

の
表
現
で

あ
り
、
象
徴

で
あ
る
。
万
物

は
流
転
す
る
も

の
、
と
彼
は
考
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
生
命

の
流
れ
に
彼

は
永
遠
を
見
、
か
ぎ
り
の
な

い
創
造

に
彼
は

調
和
を
発
見
す
る
。
そ
の
熱

の
こ
も

っ
た
奔
放
な
線
、
色
彩
は
、

み
な
彼

　　
　

の
芸
術
観

の
表
れ
で
あ
る
。

ゴ
ッ
ホ
を
含
め
、
後
期
印
象
派

の
芸
術
が
東
洋
風
に
な

っ
た
こ
と
を
論
じ
る

文
脈
で
の
こ
の
文
は
豊
子
榿
の
ゴ

ッ
ホ
観
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
ゴ

ッ
ホ
の

感
性
や
表
現
方
法
が
東
洋
的
だ
と
い
う
こ
と
が
、
豊
に
よ

っ
て
確
信
を
持

っ
て

語
ら
れ
て
い
る
。
時

に
た
め
ら
い
も
あ
り
、
暗
示
的
な
中
井

の
表
現
が
こ
こ
で

明
瞭
な
も

の
と
な

っ
た
。

中
井
と
豊
が
と
も
に
注
目
す
る
線

の
表
現
は
、
日
本
や
中
国
の
伝
統
絵
画

に

見
ら
れ
る
大
き
な
特
徴

で
あ
り
、
線
が
響
き
合

い
調
和
し
作
品
世
界
を
作
る
。

中
井
は
ド
ガ
の
絵
に

「線

の
リ
ズ

ム
」
を
発
見
し
、

ゴ
ッ
ホ
に
も
そ
う
し
た
特

徴
を
認
め
て
い
る
。

「
リ
ズ

ム
」
は

「気
韻
」
と
同
義
に
使
わ
れ
、
「気
韻
生
動
」

こ
そ
東
洋
絵
画

の
も

っ
と
も
大
切
な
評
価
基
準
で
あ
り
、

こ
こ
で
中
井

は
そ
う
し
た
価
値
観

に

も
と
つ
い
て
評
価

し
て
い
る
。
大
自
然

の
生
き
生
き
と
し
た
リ
ズ
ム
と
調
和
し
、

そ
れ
を
表
現
し
得

て
い
る
と
い
う
の
は
、
最
大
の
賛
辞

で
あ
る
。
ま
た
、
ゴ
ッ

ホ
芸
術
の
達
し
た
境
地
が

「気
韻
生
動
」

で
あ
る
な
ら
ば
、

つ
ま
り
西
洋
美
学
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が
東
洋

の
そ
れ
に
近
づ

い
た
こ
と
に
も
な
る
。
中
井
は
そ
こ
ま
で
論
を
進
め
て

い
な
い
が
、
同
じ
頃
美
学
者

の
園
頼
三
(0り
o
ぎ

殉
9。冒
。
⊆
一
八
九

一
-

一
九
七
三
)

が

「気
韻
生
動
」
と
西
洋
美
学
の

「感
情
移
入
」
学
説
と
の
共
通
性
を
論
じ
て

　ゲ
　

い
た
。
こ
れ
ら
も
含
め
て
、
セ
ザ

ン
ヌ
や
ゴ

ッ
ホ
の
芸
術
観
が
仏
教
的
、
東
洋

的
に
な

っ
た
こ
と
が
や
が

て
豊
子
榿

の

「中
国
美
術
優
位
論
」

の
根
拠
と
さ
れ

て
い
く
。

(2
)

「秀
で
た
る
原
始
人
」
、
自
然
に
帰
依
す
る
ゴ
ー
ギ

ャ
ン

一
時
期

ゴ
ッ
ホ
の
盟
友
で
も
あ

っ
た
ゴ
ー
ギ
ャ
ソ
も
、
中
井

に
よ
れ
ぽ

「芸

術
革
命

の
使
者
」
で
あ

っ
た
。
そ
の
革
命
的
行
為
と
い
う

の
は
、
ま
ず
銀
行
員

を
辞
め
て
芸
術

の
道

に
身
を
投
じ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
近
代
文
明
社
会

に
は
批
判
的
で
、
自
然

へ
の
逃
亡
を
敢
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
革
命
児
と
い
う

性
格
、
起
伏
に
富

む
生
き
方
、
未
開

の
島

で
客
死
し
た
と
い
う
数
奇
な
運
命

…
…
ゴ
ー
ギ

ャ
ン
の
物
語
は
ゴ

ッ
ホ
に
比
べ

て
遜
色
が
な
い
も

の
で
あ

っ
た
。

ゴ
ー
ギ

ャ
ソ
は
、
純
朴
な
自
然

に
憧
れ
、
そ

の
自
然
に
帰
依
し
よ
う
と
す
る
。

文
明
社
会

に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
や
は
り

「脱
俗
」
「孤
高
」

の
色

.

彩
を
帯
び
る
。

こ
う
し
た
ゴ
ー
ギ

ャ
ソ
像
も
ま
た
さ
き
の
セ
ザ

ン
ヌ
や
ゴ
ッ
ホ

と
同
じ
よ
う
に
、
東
洋
的
芸
術
家

の
類
型

に
属
し
て
い
よ
う
。

な
ぜ
自
然

に
向
か
お
う
と
す
る
の
か
、

ゴ
ー
ギ
ャ
ソ
の
動
機
を
中
井
は
こ
う

述

べ
る
。

ゴ
オ
ガ
ソ
は
しd
馨
冨
曙

に
い
い
景
色
を
求
め
た
の
で
は
な

い
。
陰
気
な

惰
性
と
単
調
な
風
車
と
、
花
崗
石

の
海
岸

の
国
が
彼
を
惹
き

つ
け
た
。
彼

は
此
処

に
海
を
見
、
汚
れ
な

い
人
々
を
見
た
。
息
苦
し
さ
を
感
ぜ
し
め
た

　が
　

十
九
世
紀
文
明

の
懐
疑
主
義
か
ら
、
辛
う
じ
て
遁
れ
る
こ
と
が
能
き
た
の

で
あ
る
。

単
に
美
し
い
風
景
を
求
め
る
と
い
う
よ
り
、
息
苦
し
い
文
明
か
ら
逃
れ
る
た

め
に
、
ゴ
ー
ギ

ャ
ン
は
自
然
と

「汚
れ
な

い
人
々
」
の
な
か

へ
行
く
。
十
九
世

紀
西
洋

の
物
質
文
明
に
反
抗
す
る
性
格
が
ゴ
ー
ギ

ャ
ン
の
特
徴
と
さ
れ

る
。

「文
明
」
よ
り
も
ゴ
ー
ギ

ャ
ン
は

「野
蛮
」
「自
然
」
を
選
ぶ
。
こ
の
背
後

に
は

「
西
洋
」
と

「東
洋
」
、
「物
質
」
と

「精
神
」
な
ど
と

い
っ
た
対
立
概
念
も
あ

り
、
ゴ
ー
ギ

ャ
ソ
の
選
択
が
ど
ち
ら
を
指
向
し
た
も

の
か
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
永
井
隆
則
氏
が
中
井

の
セ
ザ

ソ
ヌ
評
価
に
は

「
一
九
二
〇
年
代
当
時

の
日
本
社
会

の
都
市
化
や
工
業
化
、
生
活
様
式

の
近
代
化

に
対
抗
す
る
梃

子

(反
物
質
主
義
、
精
神
主
義
)
と
し
て
の
セ
ザ
ソ
ヌ
の
イ

メ
ー
ジ
」
が
あ

っ
た

と
す
る
が
、

セ
ザ
ン
ヌ
に
限
ら
ず
、
ゴ
ー
ギ

ャ
ソ
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が

い

　ハ
　

え
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
西
洋
文
明
を
離
れ
、
自
然
と
純
朴

の
世
界

へ
赴

い

た
ゴ
ー
ギ

ャ
ソ
が
見

つ
け
た
の
は
何
だ
ろ
う
か
。

こ
の
西
印
度

の
マ
ル
チ

ニ
ッ
ク
に
、
半
ば
欧
洲
で
は
あ
る
が
、
未
だ
自

然
と
の
接
触
を
失
わ
な
い
世
界
が
、
ゴ
オ
ガ
ン
に
何
を
啓
示
し
た
で
あ
ろ
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う
か
。
粗
暴
な
詩
人
の
態
度
を
以
て
、

ゴ
オ
ガ
ン
は
、
人
間
も
植
物
も
土

も
海
も
、
総
て
が
同
じ
神
性

の
現
わ
れ

か
ら
、
完
全
に
調
和
さ
れ
た
全
体

の
生
命
を
見
た
。

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
の
混
血
児

で
あ
る
ゴ
オ
ガ
ン
は
こ
こ

　　
　

に
深

い
同
感
と
暗
示
を
与
え
ら
れ
て
制
作
に
励
ん
だ
。

神
性
を
帯
び
た
自
然
を
発
見
し
、
そ
こ

に
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
は

「完
全

に
調
和
さ

れ
た
全
体

の
生
命
」
を
見
出
し
た
。
彼
は
そ
う
し
た
理
想
郷
と
し
て
の
タ
ヒ
チ

の

「純

一
な
生
れ
な
が
ら

の
人
間
生
活
、
即
ち
黄
金
時
代
」
を
作
品

に
再
現
し

よ
う
と
し
た
が
、

パ
リ
で
開

い
た
展
覧
会
で
は
理
解
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
。
そ

の
う
え
タ
ヒ
チ
か
ら
連
れ
て
帰

っ
た

モ
デ

ル
が
逃
走
し
た
こ
と
で
、
彼

は
い
よ

い
よ
文
明
を
嫌
悪
し
、
ま
た
タ
ヒ
チ
へ
と
旅
立

っ
て
い
く
。
「旧
い
文
明
と
巴

里
と
印
象
主
義

と
を
共
に
弊
履

の
如
く

に
放
棄
し
て
」
、
ゴ
ー
ギ

ャ
ン
は

「ま

こ
と

の
人
間
を
、
美
と
芸
術
を
、
再
生
の
悦
び
を
」
見

つ
け
た
。
文
明

に
侵
さ

れ
な

い
と
こ
ろ
、
自
然

の
な
か
に
こ
そ
本
当

の
美
と
芸
術
が
あ
る
と
い
う

の
で

あ
る
。

「
タ
ヒ
チ
の
二
少
女
」
と
い
う
作
品
を
通
し

て
、
中
井

は
ゴ
ー
ギ

ャ
ン
の
描
く

「ま
こ
と
の
人
間
」
「美
」
と

「芸
術
」
と
を
解
説
す
る
。

マ
マ小
女
は
荘
厳
な
肉
体
を
半
ば
現
し
な
が
ら
立
並

ん
で
、
心
持
互
に
顔
を

傾
け
て
静
か
に
立

っ
て
居
る
。
太
い
眉

と
厚
い
唇
と
純
潔
な
眼
は
、
健
康

る
い
じ
や
く

そ
の
も

の
の
如
く
、
神
経

の
徒
ら
に
羸

弱
な
都
会
人
に
は
、
見

る
こ
と

の
能
き
な

い
自
然

に
、
深
く
根
差
し
て
轟
然
と
立

っ
て
い
る
。
(中
略
)

そ
の
う
ち
に
は
静
寂

に
し
て
恒
久
な
感
情
が
響
き
渡

っ
て
、
心
霊

の
荘
厳

な
情
味
を
湛
え
て
い
る
。
形
式
と
組
立
か
ら
は
、
海
と
森
と
自
然

の
静
か

に
し
て
香
ぽ
し
い
気
息
が
聞
え
て
来
る
し
、
静
謐
に
力
強
く
充
溢
し
た
生

命
は
、
脈
々
と
し
て
観

る
も

の
に
伝
わ

っ
て
来
る
。
実
に
其
は
聖
な
る
人

　れ
　

問
の
生
命

で
は
な
か
ろ
う
か
。

作
品
の
な
か
で
、
人
間
は
生
き
生
き
と
し
た
自
然
に
抱
か
れ
、
人
も
自
然
も

強

い
生
命
力
に
溢
れ
て
い
る
。
中
井
が
見
た
の
は

「自
然
と
人
問

の

一
体
感
」

で
あ

っ
た
。
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
作
品
が
そ
れ
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
見
方
は
か
な

マ
マ

り
共
有
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
絵
に

「大
自
然

の
元
に
生

　ぴ
　

存

し

て
い
る
人
間
」
(斎
藤
与
里
)
や
、
「自
然

と

人
と

を
繋

ぐ
愛

の
サ

ム

　お
　

ボ

ル
」

(黒
田
重
太
郎
)
が
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
人
と
自
然

の
調

和
ば
か
り
か
、
中
井
は

「心
霊

の
荘
厳
な
情
味
」
「
聖
な
る
人
間

の
生
命
」
さ

え
感
じ
取
り
、
い
わ
ぽ
信
仰
の
対
象
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

宗
教
的
な
感
情
を
喚
起
さ
れ
た
の
は
黒
田
重
太
郎

の
場
合
も
同
様
で
あ

っ
た
。

彼
は

フ
ラ
ン
ス
滞
在
中
に
ゴ
ー
ギ

ャ
ン
作
品
に
接
し
、
こ
ん
な
感
想
を
洩
ら
し

て
い
る
。緑

青
を
置

い
た
か
と
疑
わ
れ
そ
う
な
榕
樹

の
葉
は
も
と
よ
り
、
金
碧
燦

爛
た
る
不
可
思
議
な
効
果
を
示
す
此
作
品
は
、
其
効
果
に
於
て
西
欧
作
家
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図8李 叔 同の題字、豊子憧 の絵 によ る 『護生画

集』表 紙(『 護 生画 集』台北 純文学 出版 社、1981

年8月 刊 よ り)第 一集 は1929年 初版 、仏教説話 の

絵解 き画集。

図7豊 子榿:「南 無釈迦 牟尼 仏」1937年(『 豊 子

榿漫画全集』第15巻 、1999年 刊 よ り)

の
筆
に
成

る
如
何
な
る
作
品
に
索

め
て
も
、
其
れ
と
似
た
も
の
を
見
出
す

事
は
出
来
ま

い
。
そ
れ
は
寧
ろ
我
朝
の
藤
原
時
代
の
仏
画
か
、
降

っ
て
は

マ
マ

 宗
達
あ
た
り

の
屏

に
パ
ラ
ン
テ
エ
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
か
の
如
く

　
が
　

見

え

た

。

こ
の
よ
う
に
、
黒
田
は
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
作
品

に
仏
教
美
術
、
日
本
美
術
と
の
類

縁
性
を
見
出

し
て
い
た
。
し
か
し
、
「仏
教

の
輪
廻

の
思
想
と
ポ
リ
ネ

シ
ア
の

　お
　

神
話
世
界
と
が
、
キ
リ
ス
ト
教

の
図
像

に
複
合
し
」
て
い
る
ゴ
ー
ギ
ャ
ソ
作
品

に
仏
教
的
世
界
観
を
感
じ
る
の
は
、
あ
な
が
ち
見
当
は
ず
れ
と
も

い
、兄
な
い
。

作
品
が
ど
の
よ
う
に
描

か
れ
た
か
と
い
え
ば
、
「
ゴ
オ
ガ
ソ
は
自
然
を
限
り

な
く
尊
重
し
な
が
ら
、
自
然
を
生
か
し
た
所
の
も

の
は
彼

の
内
な
る
光
で
あ
る
。

こ
の
光
に
照
ら
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
永
久

の
神
秘
は
直
截
な
顫
動
と
な

っ
て
響

い
て
来
る
、
自
然
は
、
彼

の
思
索
に
入

っ
て
自
分

の
も
の
に
置
き
換
、兄
ら
れ
て

　　
　

い
る
」
と
い
う
中
井

の
文
章
を
見
る
と
、
こ
れ
も
ま
た

「優
れ
た
人
格
を
も
ち
、

宇
宙
自
然

の
精
神
を
み
ず

か
ら

の
う
ち
に
取
り
入
れ
、
そ
れ
を
表
現
す
る
」
と

い
う
東
洋
的
表
現
主
義
手
法
を
言

い
直

し
た
も
の
で
あ
り
、

ゴ
ー
ギ

ャ
ソ
は
セ

ザ

ソ
ヌ
と
ゴ
ッ
ホ
と
同

一
系
譜
上

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

(
3
)

東
洋
と
西
洋
の
間
で

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
中
井

の
原
著

に
は
、
仏
教
的
世
界
観
、
自
然
観
に

ひ
き

つ
け
て
西
洋
近
代
絵
画
を
論
じ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
著
者
中
井
は
浮

世
絵
を
中
心

に
、
仏
教
美
術
、
西
洋
美
術

に
も
研
究
が
及
ぶ
。

一
方
、
訳
者
豊

子
愃
は
西
洋
美
術
の
研
究
紹
介
を
精
力
的
に
行
な

っ
て
き
た
。
両
者
の
立
場
は

か
な
り
異
な
る
。
著
者
中
井
に
お
け
る
東
洋
と
西
洋

の
葛
藤
を
解
き
ほ
ぐ
す
必
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要
が
あ
る
と
と
も
に
、
西
洋
美
術
研
究
者
と
し
て
の
豊
子
愃
が
こ
の
テ
キ
ス
ト

を
選
ん
だ
理
由
も
問
題
に
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

中
井

は

一
九

一
九
年

『制
作
』
に

「神

と
人

の
芸
術

仏
教
美
術

の
本

質
」
を
発
表
す
る
お
り
、
前
書
き
に
東
西
美
術

に
対
す
る
心
情
を
吐
露
し
て
い

る
。

日
本
美
術

の
本
質
及
将
来
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
色
々
の

疑
問
が
私
の
胸
裏

に
往
来
す
る
。
特
に
西
欧
芸
術
と
対
比
す
る
時
、

一
層

こ
の
感
が
深

い
。
飽
迄
も
現
実

の
自
然

と
人
生

に
沈
潜
し
て
、
神
と
官
能

図9豊 子榿 画、李叔 同書 「親 与子」[親 子](『 護 生画集』第 一集

よ り)、日本の風俗 を題材 にしている。

と
を
結
び

つ
け
、

肉

の
中
に
生
命
と

聖
な
る
も

の
を
観

よ
う
と
す
る
西
欧

の
芸
術
、
ま
た
そ

の
背
景
を
な
す
客

観
的
実
証
主
義

の

文
化
を
、
世
界
文

化

の
主
潮
と
し
て

考
え
、
自
分
等
は

そ
の
前

に
膝
を
屈

せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
か
。
翻

っ
て
東
洋
芸
術

の
伝
統
を
顧
み
る
と
、
そ
こ
に
は
西

マ
マ

欧

の
そ
れ
と
根
抵

に
於

い
て
全
然

の
相
異
が
あ
る
。

一
つ
の
も

の
に
対
し

て
二

つ
の
反
対
を
同
時
に
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
れ
ぽ
、
自
分

　げ
　

等
は
日
本
美
術
と
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

「東
洋
」
対

「西
洋
」
、
「主
観
」
対

「客
観
」
と
い
っ
た
二
元
論
的
思
考

に
陥

っ
て
い
る
中
井
は
、

い
ず
れ
を
選
ぶ
べ
き
か
に
悩

み
、
東
西
を
超
越
し
た
共
通

の
価
値
観
を
模
索
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
彼
は
こ
の
文
の
な
か
で
、
ビ

ン
フ
ィ

　お
　

ー
ル
ド

・
ハ
ヴ

ェ
ル
(しd
言
岳
Φ箆

鵠
鋤
く
Φ目
一
八
六
四
-

一
九
三
七
)
の
イ
ン
ド
芸

術
論
を
参
照
し
、
西
洋
と
の
対
比
を
通
し
て
イ
ン
ド
の
優
越

に
傾
く
そ
の
論
を

ふ
ま
え
て
、
仏
教
の
人
生
観
を
も
視
野
に
入
れ

つ
つ
、
「
現
実
を
超
え

て
理
想

を
欣
求
し
、
象
徴
の
う
ち
に
神
秘
と
超
絶
的
な
神
性
を
顕
現
し
よ
う
と
す
る
所

　お
　

に
そ

の
核
心
が
あ
る
」
、
と
仏
教
美
術

の
本
質
を
説
く
。
そ
れ
が

一
般
芸
術

に

　　
　

共
通
す
る
も

の
だ
、
と
後

に
中
井
は
別

の
論
文
で
明
言
す
る
。

こ
の
よ
う
に
中
井

の
西
洋
美
術
論

の
根
底

に
は
仏
教
美
術

の
価
値
基
準
が
潜

ん
で
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
少
年
時
代
に
座
禅
を
体
験
し
、
仏
教
思
想

に
触
れ
、
後

に
大
学
で
は
仏
教
美
術

の
東
漸
過
程
に
お
け
る
変
遷
を
卒
業
論
文

の
テ
ー
マ
と
し
た
。

一
九
二
〇
年
彼
は
中
国

へ
仏
教
美
術
調
査
に
赴
き
、
帰
国

後
龍
門
石
窟
や
南
京
柳
霞
寺
石
塔
に
つ
い
て
の
論
考
を
発
表
し
た
。
そ
う
し
て

仏
教
美
術
研
究
を
通
し
て
得
ら
れ
た
美

の
理
念
を
西
洋
絵
画
に
応
用
し
た
の
が

こ
の

『近
代
芸
術
概
論
』
な
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
西
洋
美
術
研
究
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の
門
外
漢
の
投
じ
た

一
石
と
し
て
、
簡
単
に
片
付
け
て
済
ま
す
わ
け
に
は
い
く

ま
い
。

東
洋
と
西
洋

の
差
異
が

つ
よ
く
意
識
さ
れ

て
い
た
当
時
、
西
洋
と
伝
統
の
問

で
価
値
観
の
選
択

に
戸
惑

っ
て
い
た
の
は
中
井
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
む
し

ろ
西
洋
美
術

の
衝
撃

に
対
し
て
、
中
井
が
示
し
た
反
応
は
き
わ
め
て
曲
ハ型
的
な

も

の
で
あ

っ
た
。
伝
統
美
術

の
価
値
を
再
発
見
し
、
そ
の
価
値
観
で
西
洋
美
術

を
理
解

し
よ
う
と
す
る
と
い
う
反
応

の
仕
方

で
あ
る
。
そ
れ
に
ち
ょ
う
ど
印
象

派
以
降
、
東
洋
美
術
の
影
響
を
受
け

つ
つ
表

現
主
義
芸
術
が
生
ま
れ
た
こ
と
が

注
目
さ
れ
、
そ
れ
が
東
洋

の
表
現
主
義
精
神

と
同
じ
も
の
だ
と
見
な
さ
れ
た
。

中
井
の
同
調
者

に
は

『制
作
』
の
同
人

で
彼

と
親
し
く
し
て
い
た
黒
田
重
太
郎

　れ
　

の
ほ
か
に
、
園
頼
三
な
ど
が

い
た
。

書
物
を
通
じ
て
、
彼
ら
の
論
に
触
れ
た
豊

子
榿
は
、
西
洋
に
対
す
る
中
国
美

術
優
位

の
主
張
に
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
こ
こ
で
さ
て
お
く
と
し
て
、

中
井
テ
キ
ス
ト
を
選
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
日
本
を
介
し
て
西

洋
美
術
を
研
究

し
て
い
た
豊
子
榿
は
、
日
本

に
お
け
る
西
洋
美
術
研
究
の
状
況

を
視
野
に
入
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
彼

は

『西
洋
美
術
史
』
と
い
っ
た
概
説

　ほ
レ

を
ま
と
め
、
西
洋
美
術

の
紹
介
を
行
な
う
と

と
も
に
、
日
本
語
か
ら
数
冊
西
洋

美
学
、
画
家
論
、
概
論
を
翻
訳
し
た
。
そ
れ

は
黒
田
重
太
郎

の

『プ

ン
・
ゴ
オ

グ
』
、
本
論
で
扱

っ
た
中
井

の

『近
代
芸
術
概
論
』
、
上
田
敏

(d
①α
p。
bd
冒

一
八

七
四
1

一
九

一
六
)
の

『現
代

の
芸
術
』
、
そ
れ
か
ら
黒
田
鵬
心

(内
霞
○
量

出
q

ωぼ
昌
一
八
八
五
-

一
九
六
七
)
の

『芸
術
概

論
』
な
ど
で
あ
る
。
黒
田
重
太
郎

と
中
井

の
著
書
を
選

ん
だ
の
は
偶
然
と
は
思
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
両
書

は
ゴ

ッ
ホ
の
伝
記
と
近
代
西
洋
絵
画
概
論
と

い
う
内
容
の
違

い
が
あ
る
に
せ
よ
、
そ

の
も
と
つ
く
理
念
は
か
な
り
共
通
し
た
も

の
だ
か
ら
で
あ
る
。
訳
者

の
選
択
は

そ
こ
に
着
目
し
て
行
な
わ
れ
た
と
考
え
て
間
違

い
な

い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
黒

田
重
太
郎
と
中
井
は
と
も
に
ゴ

ッ
ホ
を
東
洋
風
な
画
家
と
と
ら
え
、
そ
の
表
現

が
東
洋
絵
画

の
極
致

に
通
じ
る
と
し
た
。
西
洋
絵
画
が
た
ど
り

つ
い
た
先
が
ほ

か
で
も
な
く
東
洋

に
も
と
か
ら
あ

っ
た
表
現
主
義
思
想
だ
、
と

い
う
考
え
方
に

豊
子
榿
が
共
鳴
し
た
の
で
あ
る
。

同
じ
よ
う
に
豊
子
榿
も

「
西
洋
」
と

「東
洋
」

の
間

で
揺
れ
て
い
た
。
彼
は

り
し
ゆ
く
ど
う

東
京
美
術
学
校

で
洋
画
を
習

っ
た
李
叔
同
(醍

ω
ま
よ
9
σq
一
八
八
O
l

一
九
四

二
)
に
西
洋
美
術

の
啓
蒙
を
施
さ
れ
、
後
に

一
九
二

一
年
十

ヶ
月
ほ
ど
日
本

へ

留
学
も
し
て
い
た
。
西
洋
美
術
を
中
国

に
紹
介
す
る
仕
事
を
し
な
が
ら
、
伝
統

文
化

に
つ
い
て
の
再
認
識
も
強
ま

っ
て
い
っ
た
。
豊
子
榿
の
生
涯

に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
李
叔
同
は

一
九

一
八
年

に
出
家
し
、
仏
教
に
帰
依
し
て
い
る
。
豊

子
愃
も

つ
よ
く
仏
教
思
想

に
ひ
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一
九
二
八
年
秋
李
叔
同

の
も
と
で
仏
教

に
帰
依
す
る
儀
式
を
行
な

っ
た
。
李
叔
同
に
よ

っ
て

「嬰
行
」

と
い
う
法
名
が
付
け
ら
れ
、
彼
が

「中
国
美
術
在
現
代
芸
術
上
的
勝
利
」
を
発

表
し
た
時

に
は
こ
の
名
前
を
使

っ
て
い
る
。
彼
も
仏
教

の
価
値
観

へ
の
傾
斜
を

示
し
て
い
た
。

そ
こ
に
、
黒
田
や
中
井
か
ら

「超
越

し
た
普
遍

の
価
値
観
」
を
与
え
ら
れ
た

こ
と
に
な
る
。
日
本

の
西
洋
美
術
研
究
が
示
し
た
ひ
と

つ
の
方
向

に
豊
子
榿
も
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合
流
し
て
い

っ
た
。
こ
の
流
れ
が
日
本
と
中

国
で
そ
れ
ぞ
れ
ど

の
よ
う
な
展
開

を
見
せ
た
か
、
な
お
調
査

の
必
要
が
あ
る
。

三

テ
キ

ス
ト

の
改
変

豊
子
榿
の
抄
訳
は
彼

の
西
洋
美
術
受
容
を
考
え
る
う
え
で
格
好

の
材
料
と
い

え
る
。
忠
実
な
翻
訳

で
は
な

い
も
の
の
、
ほ
ぼ
原
著
に
沿

っ
て
い
る
の
で
、
テ

キ
ス
ト
の
取
捨
選
択
、
ま
た
は
改
変

の
有
無

を
容
易
に
見

て
取
る
こ
と
が

で
き

る
。
彼

の
取
捨
選
択
や
改
変
に
は
そ
れ
ぞ
れ
意
図
が
こ
め
ら
れ
、
そ
れ
を
探
れ

ば
西
洋
美
術
に
対
す
る
彼

の
態
度
が
わ
か
ろ
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
両
者

の
ル
ノ
ワ
ー
ル
評
価
の
違

い
と
豊
子
愃

の

「日
本
画
」
概

念

の
と
ら
え
方
を
問
題

に
し
た
い
。

　お
　

が
描
く
肖
像
画
は
ブ
ル
ジ

ョ
ア
に
好
ま
れ
た
」
と
捉
え
、
そ
の
画
業

の
特
徴
を

「と
く
に
女
性

の
肉
体
を
描
く
こ
と
を
好
み
、
女
性
を
描
く
画
家
と
し
て
知
ら

　　
　

れ
る
」
と
し
て
紹
介
し
、
最
後

に
ブ

ル
ジ

ョ
ア
に
取
り
入
ろ
う
と
す
る
そ
の
態

度
を
非
難
し
て
文
を
結

ん
で
い
る
。

抄
訳
と
原
著

の
ル
ノ
ワ
ー
ル
評

に
は
明
ら
か
に
差
異
が
あ
り
、
そ
の
違

い
は

二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
前

に
触
れ
た
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
商
業
行
為
に
対
す
る
豊
子

榿
の
嫌
悪
感
。
も
う
ひ
と

つ
は
女
性
を
描
く
こ
と
に
つ
い
て
も
、
抄
訳
で
は

マ

イ
ナ
ス
の
評
価
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
二
つ
目

の
違

い
、
す
な
わ
ち
豊
子
榿

に
お
け
る
裸
体
画
受
容

に
関

わ
る
問
題

に
注
目
し
た
い
。

ル
ノ
ワ
ー
ル
に
つ
い
て
彼
は
、
以
下
の
よ
う
に
評

し
て
い
る
。

東アジアから見た西洋近代美術

(1
)

ル
ノ
ワ
ー
ル
評
価

す
で
に
触
れ
た
よ
う

に
、

ル
ノ
ワ
ー
ル
評
価
に
お
い
て
豊
子
榿

は
原
著
者

の

中
井
と
か
な
り
意
見
が
異
な
る
。
中
井
は
目
次

の
な
か
で
ル
ノ
ワ
ー
ル
を

マ
ネ
、

モ
ネ
、
ド
ガ
の
後
に
置

い
て
い
る
が
、
本
文

で
は
ル
ノ
ワ
ー
ル
を
ド
ガ
の
前

に

移

し
て
い
る
。

セ
ザ

ン
ヌ
以
前

の
印
象
派

画
家
、
「人
物
描
写

に

(中
略
)
独

自

の
天
地
を
拓

い
た
」

ル
ノ
ワ
ー

ル
の

「
芸
術

の
中
心

は
殆

ん
ど
女

で
あ

っ

た
」
と
紹
介

し
、
「華
や
か
な
色
彩

の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
ト
」
と
評
し
て
、
中
井

は
そ
の

「芸
術
は
愉
悦
に
輝

い
て
永
久
に
存

在
す
る
」
と
結
論
付
け
る
。

こ
れ
に
対
し
て
豊
子
愃
は
ル
ノ
ワ
ー
ル
を

「ブ

ル
ジ

ョ
ア
の
人
物
画
家
。
彼

中
年
以
降
と
く

に
女
性
の
肉
体
を
描
く
こ
と
を
好
み
、
女
性
を
描
く
画

家
と
し
て
世
に
知
ら
れ
る
に
至
る
。

あ
る
批
評
家
は

「
ド
ガ
は
華
や
か
な
踊
り
子
を
描
く
が
、
し
か
し
彼
自

身
は
い
つ
も
厭
世

の
表
情
を
し
て
い
る
。

ル
ノ
ワ
ー
ル
は
女
性
の
肉
体

の

讃
美
者

で
あ
り
、
自
分
が
描
く
柔
ら
か
な
肉
感

の
誘
惑
に
溺
れ
る
楽
天
家

で
あ
る
」
と
言

っ
て
い
る
。

ル
ノ
ワ
ー
ル
は
印
象
派
画
家

の
な
か
で
、
対

は
ん
ち
ゆ
う

象

に
近
づ
き
す
ぎ
て
陶
酔
的
な

ロ
マ
ン
派

の
範
疇
を
脱
し
て
い
な
い
。
ド

ガ
は
肉
体

の
動
く
瞬
間
を
描
き
、

ル
ノ
ワ
ー
ル
は
肉
体
の
静
止
を
吟
味
し
、

そ
れ
に
心
酔
し
て
い
る
。
彼

の
表
現
は
軽
快
で
淡
白
な
美
で
は
な
く
、
粘
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り
の
あ
る
、
弾
力
的
な
も
の
で
あ
る
。
彼
が
ブ

ル
ジ

ョ
ア
の
機
嫌
を
取
る

こ
と
に
い
た

っ
て
は
、
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
と
し
て
賛
同
で
き
な
い
も

の
で

　あ
　

あ

る
。

ほ
う

へ
ん

こ
こ
で
豊
子
榿
は
褒
貶
を
明
ら
か
に
し
て

い
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
最

後

の
文
か
ら
は
商
業
行
為

へ
の
嫌
悪
と
と
も

に
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
女
性
を
描

い
た

絵
画
に
つ
い
て
も

「賛
同

で
き
な

い
」
様
子
が
読

め
る
。
中
井
は
ル
ノ
ワ
ー
ル

と
ド
ガ
を
対
比
さ
せ
、
女
性
に
心
酔
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
問
題
に
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
豊
子
愃

の
引
く

「あ

る
批
評
家
」
は
中
井
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
中
井

の
ル
ノ
ワ
ー

ル
、
ド
ガ
批
評
を
豊
子
榿
が
以
上

の
よ
う
に
読
み
替
え
た
可
能
性
も
あ
る
。

女
性
を
描
く

ル
ノ
ワ
ー
ル
に
つ
い
て
の
中
井

の
批
評
を
見
る
必
要
が
あ
る
。

　お
　

左
は

「
ア
ル
ゼ
リ
の
衣
装
を
着
た
巴
里
女
」

を
評
し
た
と
こ
ろ
か
ら

の
引
用
で

あ
る
。

彼
の
芸
術

の
中
心
は
殆
ん
ど
女
で
あ

っ
た
。
し
か
も
何
の
意
味
も
芝
居

気
も
無

い
純
粋
な
女

の
姿
だ
け
を
描

い
た
。
こ
の
絵

に
際
立

っ
て
見
、兄
る

斜
に
人
物
を
並
べ
た
豪
胆
な
構
図
、
重

々
し
い
混
乱
し
た
色

の
塊
ま
り
は
、

明
ら
か
に
絵
全
体
、
及
び
作
者

の
仮
装

ま
で
も
露
出
し
て
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
。
併

し
じ

っ
と
見
て
居
る
と
、
周
囲
を
忘
れ
て
、
矢
張
り
こ
の
上

な
く
豊
満
華
麗
な
サ
ン
ボ
ー
ル
に
変
形

さ
れ
た
女
が
い
つ
ま
で
も
眼
に
残

　げ
　

る
。

こ

れ

ル

ノ

ア

ー

ル

の

タ

イ

プ

だ

と

見

ら

れ

る

。

こ
こ
で
問
題

に
さ
れ
て
い
る
の
は
モ
チ
ー
フ
と
し
て
の
女
性
と
い
っ
て
い
い

だ
ろ
う
。

ル
ノ
ワ
ー
ル
の

「芸
術

の
中
心
は
殆
ん
ど
女
で
あ

っ
た
」
と

い
う
中

井

の
見
方
に
豊
子
榿
は
同
意

し
、
そ
の
絵
を
見
る
と

「周
囲
を
忘
れ
て
」
心
酔

し
て
し
ま
う
、
と
い
う
。
そ
こ
ま
で
は
両
者

の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ

が
豊
子
榿
は

「あ

る
批
評
家
」

の
こ
と
ば
を
借
り
て
、
「肉
感
」

に
心
酔
す

る

と
し
、
中
井
は

「豊
満
華
麗
な
サ
ン
ボ
ー
ル
に
変
形
さ
れ
た
女
」
に
心
酔
す
る

と
す
る
。
こ
こ
に
両
者

の
裸
体
画
解
釈
の
違

い
が
見
ら
れ
る
。
裸
体
を

サ
ン
ボ

ー
ル

(象
徴
)
と
し
て
見
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
、

の
差
異
が
あ
る
。

豊
子
榿
は
西
洋
美
術
を
理
論
的

に
せ
よ
、
中
国

へ
紹
介
す
る
立
場
に
あ
り
、

け

っ
し
て
裸
体
画
に
拒
絶

の
態
度
を
示
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
し
ば
し
ぼ
な

ぜ
裸
体
画
を
描
く

の
か
を
中
国
人
読
者
に
解
説
す
る
文
章
を
書

い
て
き
た
。
彼

は

「裸
体
美
」
と
い
う
項
目
を
設
け
、
裸
体
画
解
説
を
試
み
た

「西
洋
画
的
看

法

(西
洋
画
の
見
方
)」
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
国
で
官
憲
が

美
術
学
校

で
の
モ
デ

ル
雇
用
を
禁
止
す
る
騒
ぎ

(
一
九
二
六
年
)
が
お
さ
ま

っ

て
間
も
な
い

一
九
二
七
年

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
彼

は
裸
体
を
描
く

「根

本
的
な
理
由
」
と
し
て
、
以
下
の
二
点
を
あ
げ

て
い
る
。

一
、
森
羅
万
象

の
な
か
で
、
人
体
が
も

っ
と
も
美
し
い
。
そ
の
た
め
画

家
は
描
く
の
で
あ
る
。

二
、
も

っ
と
も
美
し
い
と
同
時
に
、
も

っ
と
も
描
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東アジアから見た西洋近代美術

図10豊 子榿 「菲君 弥月」[生 後一か月の菲君]1942年(『 豊子榿 漫

画全集』第14巻 よ り)、彼 には この よ うな洋画 の技法で描 いた絵 は

多 くな い。

図11豊:子 榿 「驚 呼」[悲 鳴]、1938-1946年 、紙

に墨、淡彩(『 豊子榿漫画全集』第15巻 よ り)、 ヌ
ー ドを モチーフとす る絵 はほかにもあ る、彼 は中

国絵 画の題材 を広 げよ うと努 めた。

き
に
く
い
。
そ

の
た
め
美
術
学
校

の
学
生
は
基
礎
訓
練
に
人
体
を

モ
デ

ル

　　
　

に
用

い
る

。

つ
づ
い
て
、
人
体

の
美
し
さ
は
そ
の
無
限
に
あ
る
S
字
型
力
i
ブ
に
よ
る
も

の
と
し
、
そ
れ
を
修
得
す
る
の
が
難
し
い
、
と
豊
子
榿
は
解
説
す
る
。
彼
は
西

洋
美
術
に
お
け
る
人
体
表
現
の
根
源

に
あ
る
ギ
リ
シ
ャ
古
典
と
キ
リ
ス
ト
教
文

化

に
は
触
れ
ず
、
彼
に
よ
れ
ぽ
羞
恥
心
を
の
り
こ
え
人
体
美
を
理
解
す
る
た
め

に
は
、
芸
術
創
作
と
鑑
賞

に
従
事
す
る
人
が
心
を

「無
我
」

の
状
態
に
し
、
対

象

の
美
に

「感
情
移
入
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
。
豊
子
榿
は
後

に

裸
体
画
は
鑑
賞
者
を
限
定
し
、
非
公
開
と
す
べ
き
だ
と
い
う
態
度
を
取
る
よ
う

　お
　

に
な
る
。

啓
蒙
者
た
る
豊
子
愃
が

ル
ノ
ワ
ー
ル
を
高
く
評
価
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
彼

の
解
説
文
と
ル
ノ
ワ
ー
ル
評
か
ら
推
論
す
れ
ば
、

ル
ノ
ワ
ー
ル
は

「無
我
」

の

境
地
か
ら
で
は
な
く
、
「女
性

の
肉
体

の
讃
美
者
」
「肉
感

の
誘
惑
に
溺
れ
る
楽

天
家
」
と
し
て
描
い
て
い
た
か
ら
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
禁
欲
的
な
ド
ガ

に
比
べ
て

「楽
天
家
」

ル
ノ
ワ
ー
ル
の
評
価
は
低
く
、

つ
ま
り
豊
子
榿

の
評
価

基
準
は
多
分

に
道
徳
的
な
色
彩
を
帯
び
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て

豊
子
榿
と
中
井

の
ル
ノ
ワ
ー
ル
評

の
差
異
か
ら
、
裸
体
画
受
容
を
め
ぐ
る
両
者

の
態
度

の
違

い
が
ほ
の
み
え
る
の
で
あ
る
。

豊
子
愃
が

マ
ネ
、

モ
ネ
に
次
い
で
挙
げ

る
の
は
ル
ノ
ワ
ー
ル
で
は
な
く
、
ピ

サ
ロ
と

シ
ス
レ
ー
で
あ
る
。
先
駆
け

マ
ネ
と

モ
ネ
に
続
き
、
印
象
派
を
完
成
、
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発
展
さ
せ
た

「
四
大
画
家
」
の
ピ
サ
ロ
、

シ
ス
レ
ー
は
、
と
も
に

「印
象
派

の

な
か
の
田
園
風
景
画
家
」
と
さ
れ
、
前
者
は

「緑
色

の
牧
場
や
丘
の
麓

の
上

の

空
を
描
く

の
が
好
き

で
、
自
然
に
近

い
清
新

な
風
趣
を
作
り
だ
し
」、
後
者
は

「
よ
く
穏
や
か
な
自
然
を
モ
チ
ー
フ
に
と
り
、
川
辺

の
深
緑

の
森
、
百
花
繚
乱

　　
　

の
春

の
田
園
も
彼
が
得
意
と
す
る
題
材
で
あ

る
」
。
自
然
を
描
く
画
家

は
、
女

性
を
描
く
ド
ガ
や

ル
ノ
ワ
ー
ル
よ
り
も
、
豊

子
愃

に
よ
る
評
価
が
高
い
。

中
井
原
著

に
図
版
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
た
何
枚

か
の
裸
体
画

の
再
録
状
況

も
見
て
み
よ
う
。

ア
ソ
グ

ル
の

「泉
」
、
ク
ー
ル
ベ

の

「波

際

の
女
」、

マ
ネ

の

「
オ
ラ
ソ
ピ

ア
」
の
三
枚
が
省
略
さ
れ
、

ル
ノ
ワ
ー
ル
の

「浴
女
」、

セ
ザ

ン
ヌ
の

「
水
浴
」

が
再
録
さ
れ
た
。
ク
ー
ル
ベ
の
代
表
作
と
し
て
代
わ
り
に

「石
割
り
人
夫
」
が

使
わ
れ
て
い
る
。
中
井
原
著

に
な
か

っ
た
も

の
で
、

モ
ネ
の

「
テ
ー
ム
ズ
河
」
、

シ
ニ
ャ
ッ
ク

「
入
り
江

の
風
景
」、
ゴ

ッ
ホ

の

「向
日
葵
」

の
三
枚
が
新

た
に

加
え
ら
れ
た
。
挿
絵

の
取
捨
選
択
に
も
、
裸

体
画
よ
り
風
景
画
と
い
う
傾
向
が

認
め
ら
れ
る
。

(2
)

西
洋
絵
画
に
影
響
を
与
え
る
東
洋

豊
子
榿

に
よ
る
抄
訳
と
中
井

の
原
著

の
違

い
と
し
て
、
も
う
ひ
と

つ
問
題
と

す
べ
き
は
豊

の

「日
本
画
」
概
念

の
解
釈
で
あ
る
。

中
井
は
し
ば

し
ぼ
西
洋
画
家

へ
の
日
本

の
影
響

に
触
れ
て
い
る
。
彼
は
早
く

も

一
九

一
四
年

『京
都
美
術
』
に

「
日
本
画

の
線
と
其
の
欧
州
美
術
に
与
え
し

影
響
」
と
題
す
る
文

を
発
表

し
、

セ
ザ

ン
ヌ
や

ゴ

ッ
ホ
作
品

に
見

ら
れ
る

リ
ト
ウ
ム
ス

「
律

」

や

「線

条

」

が

日

本

画

の
感

化

に

よ

る

と
、

ヴ

ェ
ル

ナ

ー

・
ヴ

ァ
イ

ス

　　
　

バ

ッ
ハ
(芝
Φ『器
『
煢
Φ
暮

鋤9

一
八
七
三
-

一
九
五
三
)
を
引
用
し
て
論
じ
た
。

後

に

一
九

一
六
年
か
ら
翌
年

に
か
け

て
雑
誌

『浮
世
絵
』
に

「
浮
世
絵

の
西
洋

画
に
与
え
た
影
響
」
を
連
載
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
豊
子
榿

の
抄
訳
で
は
日
本

の
影
響
に
関
す
る
記
述
を
省
略
し
た
り
、
あ
る
い
は
中
国
を
付
け
加
え
た
り
し

て
い
る
。
両
者

に
と

っ
て
、
影
響
関
係
が
あ
る
こ
と
は
重
要
で
、
と
く
に
豊
子

榿

に
と

っ
て
は
日
本
だ
け
で
な
く
中
国
か
ら
も
影
響
が
及
ん
で
い
る
こ
と
が
大

切

で
あ

っ
た
。
と
い
う

の
は
、
西
洋
近
代
絵
画
が
東
洋
に
近
づ
く
こ
と
を
立
証

す
る
た
め
に
、
制
作
態
度
、
芸
術
観
念
だ
け
で
な
く
手
法
そ
の
も
の
も
東
洋
風

に
な
る
こ
と
が
根
拠
と
さ
れ
た
か
ら

で
あ
る
。

マ
ネ

の

「
オ
ラ
ン
ピ
ア
」
を
解
説
し
て
、
中
井
は
次
の
よ
う

に
日
本
画

の
影

響
を
述
べ
る
。

斯
様
な
印
象
的
な
装
飾
効
果
を
あ
げ

る
た
め
に
は
、
日
本
芸
術
、
特

に

浮
世
絵

の
影
響
が
あ

っ
た
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
。
ム
ー
テ
ル
な
ど
は
可
な

り
こ
の
点
を
力
説
し
て
い
る
が
、
そ
の
要
点
を
と
る
と
、
実
際
の
方
面

で

は
、
布
局
が
大
胆
で
平
面
的
に
統

一
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
描
写
が
簡
潔

で

マ
マ

印
象
的
な
こ
と
、
色
彩
が
単
純
な
う
ち
に
調
和
し
て
い
る
。

こ
と
な
ど
を

そ

の
影
響
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

マ
ネ
ー
が
立
体
的

の
効
果
を
斥
け
て
平

面
的
な
装
飾
風
に
描
写
し
た
所
や
、
印
象
的

に
も
の
を
掴
ん
で
装
飾
的

に

170



東アジアから見た西洋近代美術

描

い
た
点
か
ら
、
ま
た
日
本
画
を
愛
好

し
て
、
例
え
ば
ゾ
ラ
の
肖
像

の
中

な
ど

に
其
を
幾

つ
も
自
ら
画

い
た
所

か
ら
、
幾
分
東
洋
画

に
感
銘
を
受

　ほ
　

け

た

。

文
中
、
『十
九
世
紀
仏
国
絵
画
史
』
(木
下
杢
太
郎
訳
、

一
九

一
九
年
版
)
の
原

作
者
リ
ヒ
ャ
ル
ト

・
ム
ー
タ
ー
(空
oび
霞
α
]≦
ロ
夢
Φ「
一
八
六
〇
1

一
九
〇
九
)
が

引
き
合

い
に
出
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
は
そ
の
著
書

で
印
象
派
に
及
ぼ
し
た
日
本

美
術

の
影
響

に
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
当
該
書

「印
象
派
」
の
章
で
、

マ

ネ
ー
と
日
本
美
術

の
関
係

は
む
し
ろ
否
定

的

に
書

か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
マ
ネ

エ
の
如
き
は
歌
麿
や
北
斎
が
な
く

て
も
彼

の
為
し
た
だ
け
の
こ
と
は
仕

遂
げ
た
筈
で
あ
る
」
、
と
木
下
杢
太
郎
(屡
ぎ
曁
冨

竃
。
ざ
け霞
。
一
八
八
五
-

一

　お
　

九
四
五
)
は
訳
し
て
い
る
。
中
井
が
要
約

し
た
の
は
、
原
著

の
ド
ガ
ま
た
は
印

象
派
の
風
景
画
と
の
関
係
を
記
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
原
著
に
散
見
さ
れ
る
そ

う
し
た
記
述
を
中
井
だ
け
で
な
く
、
豊
子
榿
も
の
ち
に
援
用
す
る
こ
と
に
な

　　
　

っ
た
。
日
本
画
か
ら

の
影
響
が
あ

っ
た
と
い
う
以
上

に
、
そ
れ
が

マ
ネ

の
芸
術

の
方
向
を
決
定
付
け
た
の
だ
、
と
中
井
は
後
続

の
文

で
書
い
て
い
る
。

左
は
中
井
原
著
を
豊
子
榿
が
要
約
し
た
箇
所
で
あ
る
。

モ
ネ
に

つ
い
て
の
両

者

の
文
を
順

に
並
べ
、
問
題
の
語
句
に
傍
点
を
施
し
て
お
く
。

〔中
井
〕
普
仏
戦
争
が
起

っ
た
時
彼

は
和
蘭

へ
遁
れ

て
、
運
河
を
沢
山

描
い
た
。

こ
の
時
分
か
ら
彼
は
日
本
画
、
殊
に
広
重
の
版
画
を
愛
好
し
尊

重
し
た
。
(中
略
)
ま
た
彼
が
七
十
年
以
来
全
力
を
傾
け
た
光
力
を
現
す

研
究
は
、
そ
の
組
立
に
つ
い
て
は
日
本
画

に
負
う
所
が
少
く
な
か

っ
た
。

併
し
印
象
に
装
飾
的
な
効
果
を
与
え
る
こ
と
を
暗
示
し
た
日
本
人

の
方
法

と
全
然
異

っ
て
、

モ
ネ
ー
は
印
象
を
直
接
自
然
か
ら
色
彩

に
発
展
し

て

い
.馳
・

〔豊
〕

モ
ネ
ー
は
普
仏
戦
争
を
逃
れ
、

オ
ラ
ン
ダ

に
滞
在

し
、
そ
こ
で

た
く
さ
ん
の
日
本
画
と
中
国
画
を
見
た
。
彼
は
東
洋
画

の
強
烈
な
明
暗
法

　お
　

と
単
純
な
表
現
方
法
か
ら
多
く
の
教
訓
を
得
た
。

豊
子
愃

の
中
国
語
訳
に
は
中
井

の
原
著

に
な
か

っ
た

「中
国
画
」
が
付
け
加

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「日
本
」
を

「東
洋
」
に
入
れ
替
え
て
も

い

る
。
豊
子
榿

の

「東
洋
」
は
中
井
宗
太
郎
と
同
じ
く
、
日
本
や
中
国
を
含
め
た

概
念

で
あ
る
。

こ
う
す
る
こ
と
の
意
図
は
、
彼
が
発
表
し
た

「中
国
美
術
在
現

代
芸
術
上
的
勝
利
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
豊
子
愃
は
印
象
派
が
東

洋

の
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
東
洋

の
優
位
、
中
国

の
優
位
の
証
拠
と
す
る
た
め
、

西
洋
人
も
認
め
る
日
本

か
ら
の
影
響
を
、
「東
洋
」
と
す
り
換
え
る
必
要
が
あ

っ
た
。
日
本
美
術

は
中
国
美
術
か
ら
派
生
し
た
も

の
、
そ
の

一
分
脈
だ
と
彼
は

　り
　

「証
明
」
し
て
み
せ
た
。

中
国
↓
日
本
↓
西
洋
と
い
う
影
響
波
及

の
図
式
が

「優
位
論
」

の
有
力
な
根

拠
と
さ
れ
る

一
方
、
文
化
は
双
方
的
に
流
通
す
る
と
い
う
見
方
が
欠
如
し
て
い

る
。
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東
洋
優
位
意
識
は
豊
子
榿
に
お
い
て
顕
著

に
表
れ
た
が
、
意
識
そ

の
も

の
は

黒
田
重
太
郎
や
中
井
宗
太
郎
な
ど
日
本
美
術
評
論

の
間
で
形
成
さ
れ
て
い
た
。

中
井
は
し
き
り
に
日
本
美
術

の
西
洋

へ
の
影
響

に
触
れ
る
だ
け
で
な
く
、
西
洋

絵
画

の

「線
」

の
表
現
に
注
目
し
、
形
態

の
う
え
で
も
東
洋

に
近
づ

い
た
の
だ

と

い
う
こ
と
を
印
象
付
け
て
い
る
。
ド
ガ
に
関
し
て
、
そ
の
芸
術
に
日
本
画
が

決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
、
そ

の
作
品
に

は

「生
動
な
味
」
「線

の
リ
ズ

ム
」

　ゆ
　

と

い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
と
し
た
。
ゴ
ッ
ホ

に
つ
い
て
も
、
と
く
に
線

の
表
現

に
は

「
万
象
の
中

に
強
い
力
を
感
じ
る
詩
人

の
リ
ズ
ム
」
、
「
大
き
な
調
和
し
た

　　
　

永
遠

の
リ
ズ
ム
」
が
あ
る
と
、
褒

め
上
げ
た
。

さ
ら
に
、
中
井

は
線

の
表
現
が
特
色

で
あ

る
ア

ン
リ

・
マ
チ
ス

(口
Φ巳

髯
9。蔚
ω〇
一
八
六
九
i

一
九
五
四
)を
「後
期
表
現
派
の
代
表
」
と
し
て
、
そ
の
東

洋

へ
の
接
近
を
ほ
の
め
か
す
。

マ
テ
ィ
ス
は
色
々
の
角
と
曲
線
を
誇

張
し
て
、
線
と
色
調

の
弾
奏
法
を

マ
マ

探
求
し
た
。
そ
の
線
は
彼
独
得
な
平
衝

か
ら
生
れ
て
、

一
種
戯
画
的
の
表

現
主
義
に
陥

る
く
ら

い
豪
胆
な
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
色
調
は
い
か
に
も

純

一
な
、
よ
く

一
種

の
錯
覚

に
触
れ
る

ほ
ど
で
あ
り
、
そ

の
手
法
は
東
洋

的
な
陶
器
や
織
物
に
似
通

っ
て
い
る
。

こ
の
危
険
な
、
し
か
も
必
然
な
遊

　　
　

戯
は

一
の
豊
饒
な
道
程

で
あ

っ
た
。

マ
チ
ス
の
線

に
は
や
は
り
東
洋
的
な
手
法
を
見
る
中
井
の
見
方
は
、
豊
子
愃

に
お
い
て
さ
ら
に
深
化
を
見
せ
る
。

評
論
家
は

マ
チ
ス
の
絵
を
、
書

に
た
と
え
た
ら
草
書
だ
と
い
う
が
、
そ

の
と
お
り
で
あ
る
。
セ
ザ

ン
ヌ
の
絵
は
顔
真
卿
の
書
体
、

マ
チ
ス
の
絵

は

董
其
昌
の
書
体
、
後
述
す
る
キ

ュ
ビ
ズ
ム
の
ピ
カ
ソ
の
絵

は
張
旭

の
正
楷

　　
　

書

と

な

る
だ

ろ

う

。

「評
論
家
」
と
は
誰
な
の
か
、
そ
の
名
は
明
か
さ
れ
て
い
な
い
。
中
井

の
い
う

「誇
張
さ
れ
た
曲
線
」
「戯
画
的
、
豪
胆
な
線
」
を
豊
子
榿
が
草
書
と
受
け
取

っ

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
類
似
し
た
比
較
は
豊
子
榿

に
影
響
を
与
え

た
橋
本
関
雪
(=
蝉ω匡
目
o什o
国
鋤昌
ω簿
ω二
一
八
八
三
-

一
九
四
五
)
に
も
見
ら
れ
る
。

お
う
せ

つ
こ
く

関

雪

は

セ
ザ

ン

ヌ
を

王

石

谷

(芝

曽

αq

ω
竅
-
σq
畝

一
六

三

ニ
ー

一
七

一
七
)
、

ル

ノ

う
ん
な
ん
で
ん

ワ

ー

ル
を

憚

南

田

(く
言

Z
い
『

口
ぎ

一
六

三
三

-

一
六

九
〇

)
、

ゴ

ー
ギ

ャ

ン
を

ち
ん
ろ
う
れ
ん

八

大

山

人

、

ゴ

ヅ

ホ

を

陳

老

蓮

(○
げ
9

い
似
o
亠
猷
昌

一
五

九

九

-

一
六

五

二
)

　お
　

…
…
な
ど
と
対
照
さ
せ
て
い
る
。

豊

の
批
評
は
書
を
見
な
れ
た
目
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
で
あ
り
、
西
洋
美
術
を

見
る

一
つ
の
見
方
を
象
徴
し
て
い
る
。
そ
れ
は
色
彩
よ
り
も
線

の
表
現
に
美
や

「気
韻
」
を
感
じ
る

「書
」
芸
術
文
化
圏

の
見
方
で
あ
る
。
中
井
、
豊
子
榿
、

関
雪

の
三
者
は
そ
れ
ぞ
れ
表
現
は
異
な
る
が
、
「西
洋
画
」
と
い
う
他
者
を
自

文
化

の
伝
統
に
同
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
思
考
方
法
は
共
通
し
て
い
る
。

172



東アジアから見た西洋近代美術

む
す
び
に

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
中
井
は
そ

の

『近
代
芸
術
概
論
』
に
お
い
て
、

西
洋
近
代
絵
画
の
変
遷
を
た
ど
る
に
あ
た
り
、
東
洋
の
価
値
観
、
芸
術
観

に
ひ

き

つ
け
て
い
る
。
画
家

の
人
間
像
で
い
え
ぽ
、
西
洋
芸
術
に
も
人
格
の
力
が
強

く
働
く
よ
う
に
な
り
、
画
家

は
伝
統
を
打
破
す
る
革
命
家
、
変
革
者
で
あ
り
、

と
き
に
世
間
を
離
れ
て
世
と
争
わ
な
い
隠
者

に
な
り
、
よ
く
商
業
主
義

へ
の
嫌

悪
を
あ
ら
わ
に
す
る
。
芸
術
理
念
で
い
え
ぼ
、
自
然
観
、
制
作
方
法
に
お
い
て

「宇
宙
自
然

の
リ
ズ
ム
」

へ
の
調
和
や

「主
体
と
対
象
と

の
合

一
」
を
目
指
す

よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ
は
つ
ま
り
儒
教
と
仏
教
的
価
値
観
に
近

い
も
の
だ
と
彼

ら
は
認
識
す
る
に
至

っ
た
。
豊
子
愃
は
中
井

の
西
洋
美
術
論
に
み
え
る
そ
う
し

た
考
え
方
に
同
調
し
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
発
展
さ
せ
た
。

豊
子
榿

は
ど

の
よ
う

に
中
井

の
論
を
利

用
し
、
「優
位
論
」
を
構
築
す

る
根

拠
と
し
た
の
か
。
彼
は

「優
位
論
」

の
前
半
、
「後
期
印
象
派
」

の
芸
術
理
念

が
東
洋
風
に
な

っ
た
こ
と
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
豊
は
中
井
か
ら
の
引
用
、
要

約
を
お
り
ま
ぜ
、
み
ず
か
ら
の
論
を
補
強
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
、

セ
ザ

ン
ヌ

の
こ
と
ぽ
、
ま
た
は
芸
術
上

の
テ
ー
ゼ
と
し

て
豊
が
引
用
し
た
の
は
、
中
井

の

次

の
文
で
あ
る
。

我
の
誕
生

に
よ

っ
て
万
物

は
生
れ
る
。
我
は
自
分

で
あ
る
と
同
時

に
万

物

の
本
元
で
あ
る
。
自
己
は
万
物
で
あ

り
、
我
が
存
在
し
な
け
れ
ば
神
も

　　
　

ま
た
存
在
し
な
い
。

こ
の
こ
と
ば
は
先
述

の
よ
う
に
東
洋
美
学

に
あ
る

「対
象
と
自
我

の

一
体

化
」
に
通
じ
る
も

の
で
、
豊
子
榿
は
そ
の
ゴ
ッ
ホ
伝

の
序
文

に
も
引
き
、

セ
ザ

ン
ヌ
の
画
家
像
が
東
洋
的

に
な

っ
た
象
徴
的
な
証
言
と
し
て
い
る
。

つ
づ

い
て
、

ゴ

ッ
ホ
、
ゴ
ー
ギ

ャ
ソ
の
主
観
性
、
東
洋
美
学
と
の
共
通
性
を
論
じ
る
に
あ
た

っ
て
も
、
豊
子
愃
が
引
く
の
は
中
井

の
記
述
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
西
洋
近

代
美
術
は
東
洋
的
に
な

っ
た
、
と

い
う
豊
子
愃

の
主
張
が
中
井

に
あ

っ
た
と
い

っ
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
中
井
は
優
劣
論
に
は
踏
み
込
ま
な
か

っ
た
。
こ
の

点

に
お
い
て
、
彼
ら

の
差
異
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
豊
子
愃

の

「優
位
論
」

の
土
台
を
含

ん
で
い
る
こ
と
は
疑

い
な
い
が
、
中
井

に
は
ま
だ

「東
洋

の
優
位
」
と

い
う
理
念
が
形
成
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
と
は
い
え
彼

の

達
し
た
結
論
は
、
西
洋
近
代
絵
画
に
も
東
洋
の
価
値
観
が
適
合
す
る
の
だ
、
と

い
う
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
優
劣
論
ま
で
の
距
離
は
あ
ま
り
な

い
。
中
井

の
論

を
進

め
、
豊
子
榿

に
さ
ら
な
る
理
論
的
根
拠
を
提
供
し
た
の
は
、
「優
位
論
」

で
も
名
前
が
挙
げ

ら
れ

て
い
る
橋
本
関
雪
、
園
頼
三
、
伊
勢
専

一
郎

(HωΦ

ω
①巳
。三
δ

一
八
九

一
-

一
九
四
八
)
な
ど

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
橋
本
関
雪

の

「印
象
派
以
後
表
現
派
に
至
る
ま

で
、
あ
ら
ゆ
る
苦
悶
と
経
験
を
以
て
企
画
し

す
で

来

っ
た
幻
影

の
世
界
が
、
古
き
東
洋
人

の
間

に
已
に
何
等
苦
悶

の
言
葉
や
行
動

を
誇
張
す
る
こ
と
な
く
、
(中
略
)
す
な
お
に
心

の
ま
ま
に
地
に
根
を
下
し
た

　　
　

も

の
」
「表
現
主
義
が
東
洋
人

の
主
観
描
写
か
ら
胚
胎

し
た
」
な
ど

の
こ
と
ぽ
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を
踏
ま
え
、
豊
子
榿
は

「
西
洋
表
現
主
義

は
中
国
上
代
画
論

の
亜
流
」
と
い
う

優
劣
論
を
打
ち
出
し
た
の
は
明
白
で
あ
る
。

だ
が
両
者
は
何

の
疑
い
も
な
く
、
「西
洋

絵
画

の
東
洋
化
」
(中
井
に
は
な
い

豊
子
榿
の
用
語
)
を
讃
美
し
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
な
か

っ
た
こ
と
を

付
け
加
え
て
お
く
。
中
井
は
未
来
派
や
ヴ

ァ
シ
リ
イ

・
カ
ソ
デ

ィ
ン
ス
キ
ー

(煢
9ωωξ

内
譬
αぽ
ωξ

一
八
六
六
1

一
九
四
四
)
を
代
表
と
す

る

「絶
対
派
」

に
つ
い
て
の
懐
疑
を
表
明
し
て
い
る
。

絶
対
派
は
、
表
現
主
義
を
そ
の
至
極

に
徹
底
し
た
の
で
あ

っ
て
、
近
代

芸
術

の

一
面
は
こ
こ
に
行
き
尽
し
た
、

と
い
う
こ
と
が
能
き
る
。
併
し
飽

く
ま
で
主
観

に
膠
着

し
、
そ
の
表
現
に
終
始
し
て
、
絵
画

の
上
か
ら
、
自

然
的
な
観
念
形
象
を
排
除
し
よ
う
と
す

る
こ
と
は
、
理
論

の
上
か
ら
は
暫

く
こ
れ
を
措
く
と
し
て
も
、
実
際
に
於

て
、
果
し
て
芸
術
と
し
て
成
立
す

る
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
彼
等

の
作
品
を
見
る
毎
に
、
絵
画
か
ら
全
然

「観

照
」
を
取
り
去

る
時
、
吾
々
は
何
を
頼

り
に
、
其
処

に
妥
当
性
を
求
め
る

　お
　

こ
と
が
能
き
る
で
あ
ろ
う
か
と
、

一
層

疑
い
を
深
く
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の

「疑

い
」
を
豊
子
榿
も
抄
訳
に
収
め

て
い
る
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
彼
も

中
井

の
懐
疑
に
同
調
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

近
代
西
洋
美
術
の
表
現
主
義

へ
の

進
化
と
い
う
べ
き
発
展
を
必
然
と
す
る
両
者

の
理
論

の
帰
結
に
、
両
者
と
も
疑

い
を
抱

い
て
い
る
の
で
あ
る
。
「自
然
」
を
排
除
す
れ
ば
、
芸
術
と
し
て
成
り

立

つ
の
か
と
い
う
疑
問
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
疑
問
は
東
西
表
現
主
義

の

同

一
視
に
起
因
す
る
問
題

で
あ
ろ
う
。
中
井
も
疑
う
よ
う
に
、
西
洋
近
代
表
現

主
義

は
自
然
を
離
れ
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
東
洋
と
は
異
な
る
の
だ
。
こ
の
差

異
の
存
在
は
、
同

一
視
と
い
う
彼
ら
が
得
た
結
論
を
根
底
か
ら
揺

る
が
し
か
ね

な
い
。
彼
ら
の
理
論
は
性
急
に
す
ぎ
る
。
そ

の
背
景

に
は
西
洋
に
対
抗
す
る
と

い
う
時
代

の
要
請
も
あ
る
だ
ろ
う
。

も

っ
と
も
後
年
に
な

っ
て
、
こ
の

「本
質

の
相
異
」
に
注
意
を
喚
起
し
、

一

九
二
〇
年
代
初
頭

の
主
張
を
反
省
す
る
向
き

の
弁
が
中
井
に
は
あ
る
。
中
井

は

著
書

『浮
世
絵
』
(
一
九
五
三
年
)
に

「近
代
欧
州
絵
画
に
与
え
た
影
響
」
と
い

う

一
文
を
収

め
、
次

の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。

浮
世
絵
が
、
欧
州
近
代
芸
術
の
発
展

に
寄
与
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
フ
ラ
ソ
ス
近
代
美
術
の
発
展
に
は
種
々
の
原
因

が
あ
り
、
浮
世
絵

は
そ
の
う
ち
の
た
だ

一
つ
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。
従

っ
て
そ
の
刺
戟
と
か
影
響
と
か
は
、
変
革
を
う
な
が
し

た
契
…機
で
は
あ

っ
た
が
、
決
し
て
本
質
を
変
化
せ
し
め
た
も

の
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実

は
、
両
者
を
比
較
す
れ
ぽ
明
か
で
あ

っ
て
、

浮
世
絵
と
印
象
派
或
は
表
現
派
と
は
、
ま

っ
た
く
そ
の
本
質
を
こ
と
に
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
は
近
代

の
合
理
的
精
神
や
感
覚
を
表
現
し
、
変
革
に
さ

い
し
て
も
自
主
性
を
失
わ
ず
、
自
己

の
道
を
歩
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
し

た
が

っ
て
浮
世
絵
を
そ
の
ま
ま
に
、
或

は
そ
の
伝
統
を
継
承
し
発
展
せ
し
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め
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
こ
の
事

は
わ
か
り
き

っ
た
こ
と
で
あ
り
な
が

ら
、
影
響
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
本

質
の
相
違
を
見
失
う
お
そ
れ
が
あ
る

　　
　

か
ら

一
言

つ
け
加
え
た
に
過
ぎ
な
い
。

こ
こ
で
、
彼
は
み
ず
か
ら
の

『近
代
芸
術
概
論
』
に
触
れ
て
い
な
い
が
、
同

書

の
こ
と
が
念
頭

に
は
あ

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
彼
自
身
そ
こ

で
西
洋
近
代
美
術

に
対
す
る
日
本
美
術

の
影
響
を
重
視
し
、
表
現
主
義
な
ど
の

点
で
双
方
を
同

一
視
す
る
傾
向
を
示
し
た
か
ら
で
あ
る
。
右

の
発
言
は
戦
後
日

本
社
会

の
状
況
の
変
化
、

つ
ま
り
ふ
た
た
び
西
洋

に
門
戸
を
開
き
、
西
洋
美
術

研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
も
反
映
し
て
い
よ
う
。

一
方
、

一
九

五
〇
年
以
降
大
陸
に
留
ま

っ
た
豊
子
榿
は
、
文
革

の
中
で
不
遇

の
晩
年
を
過
ご

し
、
過
去

の
美
術
研
究
を
振
り
返
る
こ
と
な
く
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

本
論
で
は
豊
子
榿
と
中
井
宗
太
郎

の
思
想
の
合
流

に
注
目
し
て
き
た
が
、
彼

ら
が
そ
れ
ぞ
れ
日
本
と
中
国

の
近
代
美
術
史

に
お
い
て
同
じ
よ
う
な
役
割
を
果

た
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
さ
い
ご
に
両
者
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
西

洋
美
術
受
容
に
お
い
て
の
日
本
と
中
国

の
位

相
差
を
考
え
て
み
た
い
。

豊
子
榿
は
李
叔
同
か
ら
西
洋
美
術
受
容

の
仕
事
を
受
け
継

い
で
、
お
も
に
理

論
や
知
識
の
紹
介
に

つ
と
め
た
。
李
叔
同

は
洋
画
移
入

の
先
駆
者
で
あ
り
、
日

本
で
い
え
ば
高
橋
由

一
(↓
更
魯
霧
三

団
巳
9
二

八
二
八
-

一
八
九
四
)
と
ま
で

溯
ら
な
く
て
も
、
黒
田
清
輝
や
中
村
不
折

(Z
鋤
ざ
ヨ
⊆
蠢

「
昜
9
ω二
一
八
六
六
-

一
九
四
三
)
の
世
代

の
役
割
を
果
た
す
立
場

に
あ

っ
た
。
し
か
し
、
中
国
で
洋

画
移
入

の
機
が
熟
せ
ず
、
李
叔
同
が
方
向
転
換
を
し
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
役

り
ゆ
う
か

い
そ
く

割

は
豊
子
榿

の
世
代
が
担
う
こ
と
に
な

っ
た
。
豊
と
同
世
代

の
劉
海
粟

(ご
口

じ
よ
ひ

こ
う

=
怒
φ
口
一
八
九
六
ー

一
九
九
四
)、
徐
悲
鴻
(×
口
しd
α
7
ま
昌
αq
一
八
九
五
-

一
九
五

三
)
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
が

一
九

一
〇
年
代
末
よ
り
五
四
新
文
化
運
動

の
潮
流

に
乗
り
、
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
。
豊
が
西
洋
美
術

の
紹
介
と
研
究
を
行
な

っ

た
の
は
お
も
に

一
九
二
〇
年
代
か
ら

一
九
三
〇
年
代
前
半

に
か
け

て
で
あ
る
。

そ
れ
は
ゴ
ッ
ホ
の
伝
記
や
中
井

の
翻
訳
を
出
版
し
た
時
期

に
最
高
潮
を
迎
え
、

そ

の
後

の
豊
は
中
国
美
術
を
多
く
語
る
よ
う

に
な
り
、
だ
ん
だ
ん
西
洋
美
術
研

究
か
ら
離
れ
て
い

っ
た
。
戦
争
な
ど
で
情
報
が
途
絶
え
、
環
境
が
許
さ
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
豊
自
身

の
西
洋
美
術
に
対
す
る
見
方
が
大
き
く
変
わ

っ

た
こ
と
も
無
視
で
き
ま
い
。
豊
子
榿
は

一
九
三
〇
年
前
後
に
中
井
宗
太
郎
や
黒

田
重
太
郎
ら
の
思
想
に
合
流
し
て
い
っ
た
結
果
、
伝
統

へ
回
帰
し
た
の
で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
、
西
洋
美
術
を
中
国

へ
伝
播
す
る
役
割
を
、
豊
子
愃

は
十
年
ほ
ど

で
放
棄
し
た
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
中
井
は
明
治
末
よ
り
西
洋
美
術

の
研
究
と
紹
介
を
行
な
い
、
そ

の
成

果
を

『近
代
芸
術
概
論
』
に
結
実
さ
せ
た
。
し
か
し
彼

は
日
本

の
西
洋
美
術
受

容
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
う
存
在

で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
も
、
東
洋
美

術
研
究

に
も
と
づ
き
、
西
洋
美
術
を
咀
嚼
し
、
内
在
化
さ
せ
、
新
た
な
日
本
美

術
創
出

に
生
か
そ
う
と

つ
と
め
た
。
豊
と
の
間

に
は
役
割

の
差
異
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
中
井

の
西
洋
美
術
論
は
今
日
か
ら
み
れ
ぽ
、
豊
子
榿
同
様

「
西
洋
美

学

の
達
成

に
依
存
す
る
こ
と
で
自

ら

の
優
位

を
主
張
す
る
」
「鬱
屈

し
た
劣
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図12筆 線 の勢 いを生か しなが ら、彫 刻刀の鋭 い

彫 り味 を添 えた 現 代 「文 人 画」、 題 詩 は 「床 頭

剰 りて有 り 宣和紙 、われ 当時 看 て過 ぐる山

を写す」、制作 は1942年 以前(『 豊子榿 漫画全集』

第8巻 より。初 出は 『客窓漫画』1942年 刊)。

図13豊 子榿 「遠望 を もって 帰 る とす べ し」

(『豊子燈 漫画全 集』第8巻 よ り。初 出は 『客窓漫

画』1942年 刊)、 制作 は1942年 以 前、欄干 や人 物
の装束 はいずれ も古風 なものではない。現代の風

物 を古典 のモチ ーフ(岩 、柳)と 融合 させ よ うと
してい る。

　れ
　

 等
感
」
が
背
後

に
あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ

に
寄
り
そ

っ
て
い
っ
た
豊
子
榿
は
、

日
本
で
の
西
洋
美
術
受
容

の
歴
史
を
わ
ず

か
十
年
ほ
ど
で
乗
り
越
え
た
の
で
あ

る
。
こ
の
事
実

の
重
み
は
、
な
お
こ
れ
か
ら
測
定
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
豊
子
榿
は
洋
画
家
を
志
し
な
が
ら
も
、
文
筆
家
ま
た
は
文
人
画
風

の
漫
画
家
と
な

っ
た
人
で
あ
る
。
そ
の
西
洋
美
術
理
解
が
理
論
に
偏
重
し
た
の

は
、
こ
の
よ
う
な
彼
自
身
の
文
人
気
質
に
も
よ
る
。
本
論

で
見
て
き
た
よ
う
に
、

彼
が
情
報
源
と
し
た
日
本
に
も
理
論

・
言
説
先
行
の
傾
向
が
め
だ

つ
が
、
豊
子

愃

の
場
合
は
そ
れ
が
さ
ら
に
顕
著

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

豊
子
榿
と
中
井
が
そ
の
後

に
た
ど

っ
た
思
想
の
経
緯
も
視
野
に
入
れ
れ
ぽ
、

さ
ら
に
有
益
な
視
点
が
得
ら
れ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後

の
課
題
と
し
た

い
。注(

1
)

豊

子
愃

の
ゴ

ッ

ホ
受
容

に

つ

い

て

は
、

拙

論

「
ゴ

ッ
ホ

は
文

人

画

家

か

1

豊
子
榿
の
ゴ
ッ
ホ
観
」
(東
大
比
較
文
学
会
編

『比
較
文
学
研
究
』
第
七
〇

号
、

一
九
九
七
年
八
月
)
(以
下
拙
論
①
と
す
る
)、
中
国
美
術
優
位
論
に
つ
い

て
は
拙
論

「豊
子
愃

の
中
国
美
術
優
位
論
と
日
本
i

民
国
期
の
西
洋
美
術
受

容
」

(日

本

比
較

文

学

会

編

『
比

較

文
学

』
第

三
九

巻
、

一
九

九

七

年

三

月

)

(以

下
拙
論

②

と
す

る
)
参

照
。

(2
)

田
中

日
佐

夫

「
中

井
宗

太

郎

先
生

"
京

都

美
術

界

の

ヒ

ュ
ー

マ

ニ
ス
ト
"
」

『日

本
美

の
心

象
風

景
』

吉
川

弘
文

館
、

一
九

九
五

年

六
月
。

(3
)

中
井

宗

太

郎

『
近
代

芸

術
概

論

』

二
松
堂

書

店
、

一
九

二

二
年

十

月
、

一

一
-

一
二
頁

。
日
本

語

引

用
文

の
旧
漢

字
、

旧

仮
名

遣

い
を
現

行

の
も

の

に
改

め
、
適

宜
振

り
仮

名

を
付

し
た
。

以
下

、
本

書

を

『概

論
』

と
略

記
す

る
。
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東アジアから見た西洋近代美術

(
4
)

豊

子
愃

『
谷
訶

生
活
』

上
海

世
界

書

局
、

一
九

二
九
年

十

一
月

、
序

文
。

(
5
)

日
本

の
洋
画

受
容

と

「
人

格
」

の
問
題

に
関

し

て
、

原

田
平

作

氏

は

「
日

本

と

ミ

レ
ー
、

そ

の
序

論

的
考

察

」

(
『
日
本

の
近
代

美

術
-

欧

米

と
比

較

し

て
』
晃

洋

書
房

、

一
九

九

七
年

五
月

)

に

お

い

て
、

ミ

レ
ー
作
品

の

「
勤

労
尊

重

」

「仏

教

的
無

常

観
」

「
細

や

か

な
愛

情
表

現
」

が

注
目

さ

れ
、

ミ

レ
ー
芸
術

に

は

「
東

洋

的

性
格

」
が

あ

っ
た
と

し

て

い
る
。

ま

た
、

「作

家

の
態

度

に
対

す

る
共

感
」

が
見

ら

れ

た
と
も
言

及
。

永
井
隆
則
氏
の

コ

九

一
〇
年
代
前
後
の
日
本
に
お
け
る
セ
ザ

ニ
ス
ム
ー

セ
ザ

ン
ヌ
芸

術

の
受
容

と
紹

介

○
曾

き

巳
ω
日

ぎ

宣

冨

P

H
㊤
O
b。
亠
㊤
卜。
H
」
(平

成
元

年

度
科

学

研
究

費
補

助

金

(奨

励
研

究

A
)

研
究

成

果
報

告

書
、

著
者

編

集

・

発

行
、

一
九

九

〇
年

三
月

)

(
以
下

永

井

論

文
①

と

す

る
)

は
丹

念

に
ま

と

め

ら
れ

た

「
日
本

に

お
け

る

セ
ザ

ン

ヌ
受
容

文

献

一
覧

」

に
、
解

題

を
加

え

た
も

の

で
あ

る
。
文

献
分

類

項

目

の

「
個

性

主
義

、
個

人

主
義

」

に

「
人

格

の
現

れ
、

生

き
方

の
現

れ
と

し

て

の
芸

術

、

こ
れ

ら

を
評
価

の
基

準

と
す

る
美

術

批

評

の

テ
キ

ス
ト
」

と

い
う
細

目

を
設

け
、

中
井

宗

太

郎

を

は
じ

め

と
し

て
多

数

の
論

文

を
網

羅
。

解
題

で
、
中

井
宗

太

郎

及
び

『制

作
』

掲

載

の
ヴ

ォ

ラ
ー

ル
に

よ

る

セ
ザ

ン

ヌ
伝

の
日
本

語

訳

に
言

及

し
、

「
〈
ひ
と

り

の
人
間

と

し

て

の

セ
ザ

ン

ヌ
像

〉
が

形
成

さ

れ

て
行

く
過

程

で
、

こ

の
テ
キ

ス
ト

の
果

た
し

た
役
割

は
大

き

い
だ

ろ
う
」
、

と
評

し

て
い
る
。

永

井
氏

の
も

う

ひ
と

つ

の
論

文

コ

九

二
〇
年

代

初
頭

の
日
本

と

フ
ラ

ン

ス

の
セ
ザ

ニ
ス
ム
ー

知
覚
主
義
か
ら
フ
ォ
ル
マ
リ
ス
ム
へ
/
知
覚
主
義
か
ら
人

格
主
義

へ
ー

」
(『鹿
島
美
術
研
究
』
年
報
別
冊

=
二
号
、
鹿
島
美
術
財
団
発

行
、

一
九
九

六
年

十

一
月
十

五

日
)

(
以
下

永

井

論

文
②

と

す

る
)

は
、

一
九

二
〇
年

代
初

頭

の

フ
ラ

ン

ス
と

日
本

に
お
け

る

セ
ザ

ン

ヌ
批

評

の
特

徴

を
明

ら

か

に
し

よ
う

と
し

た
も

の
で
あ

る
。
氏

は
日
本

の
セ
ザ

ン

ヌ
受
容

の
初

期

特
色

た

る

「
個

性
主
義

的

人

格
主

義

的

セ
ザ

ニ
ス
ム
」

を
踏

ま
え

、
当

時
美

術

批

評

で
広

く

使

わ

れ

て

い
た

「
人

格
」

概

念

を

整

理

し
、

一
九

二
〇

年

代

以

降

、

「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
美

学

を
東

洋
思

想

に
包

摂

す

る
高

次

の
思

想
、

"
人
格

主

義

"

へ
と
展

開

さ

れ

て

い

っ
た
」

様

子

を
西

田
幾

多

郎
、

阿
部

次

郎
、

中
井

宗

太
郎

に
沿

っ
て
考
察

し

て

い
る
。

『人

格

主
義

』

(
一
九

二

二
)

の
著

者

阿
部

次

郎

は
、

そ

の
外

遊

帰

国

(
一
九

二

三
)
後

、

「
人
格

主

義

に
基

づ

く
徳

川

時

代

の
社
会

と
芸

術

と

の
検

討

」

を
始

め
、

『徳

川

時

代

の
芸

術

と
社

会

』
を

一
九

三

一
年

に
出
版

。

稲
賀

繁

美

氏

は

「
『白

樺

』

と
造

形

美

術

"
再
考

ー

セ
ザ

ン

ヌ

"
理

解
"

を
中
心
に
」
(日
本
比
較
文
学
会
編

『比
較
文
学
』
第
三
八
巻
、

一
九
九
六
年

三
月
)
で
、
有
島
生
馬
が
デ

ュ
レ
の
テ
キ
ス
ト
を

「歪
曲
」
し
、
セ
ザ
ン
ヌ
を

「革
命
の
画
家
」
と
認
識
す
る
に
至

っ
た
過
程
を
検
証
し
、
「藝
術
家

の
人
生
に

対
す
る
倫
理
的
な
姿
勢
に
感
激
す
る
、
『白
樺
』
同
人
の
一
途
な
姿
勢
の
基
本

的
な
図
式
」
を
有
島
の
セ
ザ
ン
ヌ
受
容
に
確
認
し
た
。

フ
イ

セ

ン

ト

プ
ア

ン

ホ

ツ

ホ

(6
)

中

井

は
早

く

も

一
九

一
四
年

に
訳

文

「<
ぎ
o
Φ
暮

く
穹

O
o
σq
げ
論

」

(
『
み

つ

ゑ
』

一

一
四
-

二

五
号
、

一
九

一
四

年

八
月

-
九

月

)
を

発
表

し

て

い
る
。

そ

れ

は
ゴ

ッ
ホ
芸
術

の
特
色

を

論

じ

た
も

の
で
あ

る
。

ゴ

ッ
ホ
は

や

は
り

人
格

者

で
あ

り
、

独

学

に

よ

り
絵

画

を

修

得

し
、
作

品

に

は

「
活

々

し

た
生

命

」

「
生

の
力

」
が

感

じ

ら

れ

る
。

「
素

描
」

や

「
賦

彩
」

に

「
筆
触

」

を
特

徴

と

し
、

「
生

命

の
力

が

顫

動

す

る
色

線

に
よ

っ
て
脈

動

す

る
」

な

ど

と
評

さ
れ

た
。

ま

た
、

「
浮

世
画

を
模
写

」

し
、

「
欧
州

の
絵
画

に
新

し

い
道

を
展

い

た
」

と
、

日

本

の
影
響

を
強

調
。

こ

の
訳

文
が

中

井

の
ゴ

ッ
ホ
認

識

を
方
向

付

け

た

と

い

っ

て
も

い

い
。
原

作

者

は

ヴ

ェ
ル
ナ

ー

・
ヴ

ァ
イ

ス
バ

ッ

ハ
、

原
典

は
§

ミ
甲
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の
昔
ミ
の
ミ
§

、
ト
ミ
画ぎ

q
討
駄

さ

ミ
恕
謙

§
§

ミ
側
§

ミ

ミ
瓢
客
§
壁

く
○
ζ
尸

しd
Φ
島

員

O
.
O
H
o
け
①
・ω
o
げ
Φ
<
Φ
二
①
ぴq
ω
び
β
o
げ
げ
①
ロ
亀
⊆
づ
ひq
"
H
㊤
H
H
●
ヴ

ァ
イ

ス
バ

ッ

ハ

に

つ
い
て
、

桑
原
節

子

氏

よ

り
ご
教

示

を

頂
き

、
中

井

の
訳

文
典

拠

の
確

認

を

志

田
敦

子
氏

に
手

伝

っ
て
頂

い
た
。

(
7
)

『概

論
』
、

三

六
頁
。

(
8
)

『制

作

』
第

二
巻

一
号

(
一
九

一
八
年

十

二
月

一
日
発

行

)

に

は
ボ

ー
ド

レ
ー

ル
原
著

、
中

井

愛

子

訳

「
ド

ラ

ク

ロ
ア
の
作

品

と
生

涯

」
、

第

二
巻

六
号

(
一
九

一
九

年

五

月

一
日
発

行

)

に

は

「
ド

ラ

ク

ロ
ア

の
生

活

と
芸

術

」
が

掲

載

さ

れ
、
中

井

の
引
用

は

ほ
ぼ

こ

の
訳

文

に
よ

っ
て
い
る
。

(
9
)

『概

論

』
、

四
〇
頁

。

(
10
)

『概

論

』
、

四

一
頁

。

(
11
)

『概

論

』
、

四
五
頁

。

(
12
)

豊

子
榿

が
も

っ
と
も
重

き

を
置

い

て
中

国

に
紹

介

し
た
西

洋

画
家

は
ゴ

ッ

ホ
と

ミ

レ
ー

の
二
人
。

ミ

レ
ー

に

つ
い

て
も
彼

は
多

く

の
文
章

を
残

し

て

い
る
。

「
画

聖

米

葉

的

人

格

及

其

芸

術

(画

聖

ミ

レ

ー

の
人

格

と

芸

術

)
」

(初

出

は

『
東
方

雑

誌

』
第

二

一
巻

二

号
、

一
九

二

四
年

一
月

二
十

五

日
、
後

に

『芸

術

叢

話
』

上
海

良

友

図

書

印

刷

公

司
、

一
九

三

五

年

四

月
、

ま

た

『
豊

子

榿

文

集
』

芸
術

巻

三
、
浙

江

文
芸

出

版
社

・
浙

江

教
育

出

版
社

、

一
九

九
〇

年

九

月

に
も
収

録

)

で
は
、

ミ

レ
ー

の
人

生

と
作

品

を
紹

介

し

そ

の
芸
術

に
お
け

る
道

徳
的

特
質

を
説

い
た
。

ミ

レ
ー
作

品

を
物

語

風

に
解

説

し

た
も

の
に

「
貧

乏

的

大

画
家

(貧

し

い
画

伯
)
」

(初

出

は

『
教
育

雑

誌
』
第

二
十

二
巻

一
号
、

後

に

『西

洋

名

画
巡

礼

』
上

海

開

明

書

店
、

一
九

三

一
年

六

月
、

ま

た
前

出

『
豊

子

榿

文
集

』
芸

術
巻

二
、
出

版

社
出

版
年

同

前

に
も

収

録
)
、

「
初

歩

(歩

き

は
じ

め
)
」

(初

出

『新

少
年

』
第

一
巻

五
号

、

一
九

三
六

年

三
月

十

日

、
後

に

『
少

年
美

術

故
事

』
上

海

開
明

書

店
、

一
九

三

七
年

三

月
、

ま

た
前

出

『
豊

子
磑

文

集
』

芸
術

巻

三

に
収

録
)
、

「隈

食

(子

供

に
食

べ
さ

せ

る
親
)
」

(初

出

『
新

少

年
』

第

一
巻

六
号

、

一
九

三

六
年

三
月

二
十

五

日
、
後

に
前

出

『少

年
美

術

故

事
』
、

ま

た

前

出

『豊

子

愃

文

集
』

芸

術

巻

三

に

収

録
)
、

「落

葉

(落

ち

葉

P
)
」

(初
出

は

『新

少

年
』

第

二
巻

八
号

、

一
九

三

六
年

十
月

二
十

五

日
、

後

に
前

出

『少

年

美

術

故

事
』
、
ま

た
前

出

『豊

子
榿

文

集
』

芸

術

巻

四

に
収

録

)

の
四
篇
が

あ

る
。

(13
)

『概

論
』
、

五

〇
頁

。
豊

の
抄

訳

で
は

「
柯
裴

(O
昜

8
<
Φ

O
o
霞

び
簿

目
。。
一
り

亠

。。
ミ

)
是

革

命

的

人
。

他
是

用

了

畫

筆

而

開
拓

新

境

地

的

人
。

不
但

他

的

藝

術

爲

革

命
的

,

他

的

全

人

格
也

是

革

命

的
。
」

と
な

っ
て

い
る
。
豊

子
榿

『近

代

芸
術

綱

要
』

上
海

中

華
書

局

、

一
九

三

四
年

九
月

、

四

一
頁
。

以
下

、
本

書

を

「抄

訳
」

と

す

る
。
引

用

の
中

国

語
原

文

を

「
原
文

」

と

し
、

注

釈

に
掲

げ

る
。

(
14
)

『概

論

』
、

五

一
ー

五

三
頁
。

引

用

の
後
半

「私

は
系

統

に
…

…
私

の
目
標

の
羅
針

で
あ

る
」

は

ク
ー

ル
ベ
が

一
八

五
五
年

に
公
表

し

た

「
レ

ア
リ

ス
ム
宣

言

」

の
後
半

部
分

に
あ

た
る
。
℃
一臼
お

O
o
霞

けぼ
o
戸

空

興
『
Φ
O
鋤
一一一Φ
お

O
◎
ミ
ー

ぴ
§

§
ら
§

融

博
ミ

Nミ
ー
ミ
嚇
ミ
Q

鳴
味
、
ミ

怨
的
匙
ミ
貸

出
窪

o
αq
同
巷

げ
冨

QQ
・
〉
・

H
㊤
㎝
ρ

薯

・①
O
よ

一
参

照

。
な

お
、

中
井

が
依

拠

し
た

原
典

は
未

見
。

抄

訳

原
文

:
我
們

這
時

代

的
人

,

必
須

從

以
前

的

「
模

彷
」

的
熱

病

中
恢

復

健
康

,

而

用

自

己
的

眼

晴
來
觀

看

事
物

。
過

去

多
數

的

古
代

名

匠
,

究

竟

教
示

了
我

們

一
些

甚
麼

2
拉

費

爾

(肉
巷

冨

9

只
是

描

了
幾

幅

美
觀

的

肖

像
,

但

我

在

他

的
藝

術
中
並
未
發
現
甚
麼
東
西
。
至
于
他
的
後
繼
者
,
i

他
的
奴
隷
,
1

所
作

的
更
是
低
劣
的
東
西
,
全
然
没
有
教
我
們
甚
麼
意
義
。
故
過
去
的
所
謂
名
匠
的

事
業
,
可
説
全
等
于
零
。
良
好
的
藝
術
,
決
不
是

一
般
美
術
學
校
所
能
産
生
的
。
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東アジアから見た西洋近代美術

藝
術
上
最
貴
重
的
是
獨
創
,
即
藝
術
自
身
的
獨
立
。
學
校
的
存
在
,
其
實
不
過

養
成
幾
個
畫
匠
而
已
。
我
不
要
模
彷
過
去
的
人
的
畫
法
,
但
欲
描
寫
自
己
獨
立

的
固
確
的
官
能
,
我
的
目
的
,
不
僅
是
要
做

一
個
畫
家
,
又
要
做

一
個

「人
」

由
自
己
獨
自
的
評
價
而
表
現
時
代
的
思
想
的
様
式
。
簡
言
之
,
我
的
目
的
是
要

學
習
有
生
命
的
藝
術
。
我
不
但
是
社
會
主
義
者
,
又
是
民
主
主
義
者
,
共
和
主

義
者
,
革
命
的
支
持
者
;
或
確
實
的
真
理
的
忠
實
而
純
粹
的
寫
實
主
義
者
。
抄

訳
四
三
ー
四
四
頁
。

(15
)

長
与
善
郎
著
、
『白
樺
』
第
四
巻

一
〇
号
、

一
九

=
二
年
十
月
。

(16
)

『概
論
』、

一
二
四
頁
。

(17
)

高
階
秀
爾

「作
家
論
ー

ド
ガ
の
生
涯
と
作
品
」
『現
代
世
界
美
術
全
集

六

ド

ガ
』

(集

英

社

、

一
九

七

一
年

五
月

)

や

ロ
ナ

ル
ド

・
ピ

ッ
ク

ヴ

ァ

ン

ス

「
ド

ガ
年

譜

」

『
ド

ガ
展

カ

タ

ロ
グ
』

(三

重
県

美
術

館

・
東

京
新

聞

編

、
東

京

新
聞

発
行

、

一
九

八
八
年

)
を
参

照
。

(18
)

ド

ガ
を

日
本

に
伝

え

る
早
期

の
文
献

と

し

て
、
山

下

新

太
郎

「
エ
ド

ガ

ル
、

ド

ガ
」

(
『美

術

新

報
』
第

一
〇
巻

三

号
、

通

巻

一
九

六

号
、

一
九

一

一
年

一

月
)

で
は
ド

ガ
を

一
人

も
弟

子

を
持

た

な

い

「
不

思
議

」

な
画

家

と

し
、

マ
ネ

ら

か
ら
離

れ

て
か
ら

コ
肩
書

、

賞
牌

に
冷

淡
」

で
世

評

も
意

に
介

さ
な

い
と
す

る
。

大
隅

為

三

「
エ
ヅ
ガ

ー

ル

・
ヅ

ガ
」

(
『
美
術

新

報
』

第

一
五
巻

八
号
、

通

巻

二
六

一
号
、

一
九

一
六
年

六
月

十

一
日

)

は
ド

ガ
を

「
西

欧

に
於

け

る
南

画

風

の
心

持

と

描

写

を
試

み

た
第

一
人
者

」
、

作

品

に
は

「気

韻

」
が

あ

る
と

し

て

い
る
。
和

田
三

造

も

評
伝

『
ド

ガ
』

(日
本

美

術

学

院
、

一
九

二

二
年

四

月

五

日
)

の

「緒

言
」

で
、

大

隅

の
批

評

を

ふ

ま

え

、
ド

ガ

作

品

に

「気

韻
」

「
俳
味

」
が

あ

る
と

し
、

「
俗

界

か
ら
超

然

と

其
身

を

持

し

て
、
自

画
自

讃

し

た

事

が

な

い
」

と
評

し

て

い
る
。

(19
)

『概
論
』、

=
二
四
頁
。

(20
)

抄
訳
、
七

一
1
七
二
頁
。
訳
文
は
い
ず
れ
も
引
用
者
に
よ
る
。
原
文
・
・特

格
是
女
性
描
寫
的
專
家
。
他
毎
夜
出
入
于
歌
劇
場
,
跳
舞
廳
,
表
面
似
是

一
個

游
蕩
而
耽
樂
的
人
。
其
實
確
相
反
,
他
本
性
是

一
個
厭
世
家
,
對
于
人
間
的
歡

樂
看
得
非
常
淡
漠
。
這
是
畫
家
的
不
可
思
議
的
生
活
。
故
他
的
繪
畫
,
也
有
奇

特
的
色
彩
。
他
自
己
常
立
在
客
觀
的
地
位
,
而
冷
静
地
觀
察
對
象
;
他
所
觀
察

的
不
是
對
象
的
静
止
的
形
象
,
而
是
運
動
的
,
激
烈
的
,

一
瞬
間
的
姿
態
。

(21
)

上
田
敏

『現
代

の
芸
術
』
実
業
之
日
本
社
、

一
九

一
七
年
五
月
。
こ
こ
で

は

『上
田
敏
全
集
』
第
四
巻
、
改
造
社
、

一
九
二
八
年
十
二
月
、
八
九
二
頁
に

よ
る
。
豊
子
憧
訳

『現
代
芸
術
十
二
講
』
上
海
開
明
書
店
、

一
九
二
九
年
五
月
、

一
九
二
頁
参
照
。

(22
)

『概
論
』
、

一
七
四
頁
。

(23
)

『概
論
』
、

一
八
三
頁
。

(24
)

抄
訳
、
八
ニ
ー
八
三
頁
。
引
用
原
文
:
到
了
千
八
百
七
十
九
年
,
他
終
于

默
默
地
歸
到
故
郷
,
他
自
己
的
藝
術
生
活
,
就
從
這
時
候
開
始
。
他
在
家
中
埋

頭
研
究
,
到
了
千
八
百
八
十
二
年
,
始
將
其
所
作
的

「肖
像
」
出
品
于
Qっ
巴
o
O口
。

起
初
當
然
没
有
人
理
解
他
的
藝
術
。
他
只
得
仍
歸
故
郷
,
籠
閉
在
自
己
的
小
畫

室
里
、
眺
望
模
特
爾
的
顏
面
,
研
究
他
自
己
的
畫
法
;
或
徘
徊
于
郊
野
中
,
凝

視
樹
木
及
遠
山
的
光
景
。
觀
察
有
所
發
現
,
立
刻
拿
出
他
的
油
畫
具
来
描
寫
,

他
的
態
度
猶
如

一
個
瘋
狂
的
人
。

(25
)

呂
澂

『西
洋
美
術
史
』
(上
海
商
務
印
書
館
、

一
九
二
二
年
初
版
)
は
教

科
書
的
な
概
説
書
だ
が
、
セ
ザ
ン
ヌ
な
ど
に
つ
い
て

「隠
居
之
塞
尚
奴
、
自
裁

之
谷
訶
、
遯
荒
之
哥
更
…
…

(隠
者
セ
ザ
ン
ヌ
、
自
殺
し
た
ゴ
ッ
ホ
、
未
開
地

に
逃
れ
た
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
…
)
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
三
画
家
の
イ
メ
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i
ジ

を
窺

い
知

る
こ

と
が

で
き

よ
う
。

(
26
)

『概

論
』
、

二

一
〇

頁
。

(
27
)

斎

藤

茂
吉

『赤

光
』

初

版

(東
雲

堂
書

店

、

一
九

=
二
年

十
月

十

五

日
)

所

収

、

こ

こ
で

は

『
斎

藤
茂

吉

全
集

』
第

一
巻

(岩
波

書

店
、

一
九
七

三
年

一

月

十

三
日
)

一
四

二
頁

に
よ

る
。

茂

吉

は

ゴ

ッ
ホ

に
ひ

か
れ
、

多

く

の
歌
作

が

あ

る
。
片

野
達

郎

『斎

藤

茂
吉

の
ヴ

ァ
ン

・
ゴ

ッ
ホ
ー

歌

人

と
西

洋
絵

画

と

の
邂

逅
』

(講
談

社
、

一
九

八

六
年

二
月
)

二
四
四
頁

参
照

。

(
28
)

『
概
論

』
、

二
三

八
頁

。

(29
)

木
下
長
宏

『思
想
史
と
し
て
の
ゴ
ッ
ホ
ー

複
製
受
容
と
想
像
力
』
学
芸

書
林
、

一
九
九
二
年
七
月
。
当
該
書
は
ゴ

ッ
ホ
に
関
す
る
多
く
の
詩
文
資
料
を

収
め
、
ゴ
ッ
ホ
の
自
画
像
を
詠
ん
だ
詩
と
し
て
百
田
宗
治

「
ゾ
ン
・
ゴ
ホ
の
肖

像
」
(
一
九

一
八
年
十

一
月
)
や
廣
瀬
操
吉

「ゴ
ツ
ホ
」
(
一
九
二

一
年

一
月
)

な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

(30
)

抄
訳
、
八
六
頁
。
原
文
:
「在
他
看
來
,
繪
畫
的
表
現
与
殉
教
者
的
説
教

同
様
性
質
。
此
後
他
走
出
故
郷
,
漫
游
各
地
,
度
放
浪
的
生
活
。」
「他
的
精
神

已
成
為
發
狂
的
状
態
了
。
他
常
常
縦
酒
,
嘯
嗷
;
熱
情
發
作
的
時
候
,
任
情
地

在
畫
布
上
塗
抹
。」

(31
)

豊
子
榿

『西
洋
名
画
巡
礼
』
上
海
開
明
書
店
、

一
九
三

一
年
六
月
。
後
に

『豊
子
愃
文
集
』
(芸
術
巻
二
、
浙
江
文
芸
出
版
社

・
浙
江
教
育
出
版
社
、

一
九

九
〇
年
九
月
)
に
収
録
。

(32
)

『豊
子
愃
文
集
』
芸
術
巻
二
、
三
二
〇
頁
。
原
文
:
「中
國
的
両
位
畫
祖
王

維
与
李
思
訓
也
是
做
官
的
畫
家
;
但
他
們
併
不
拿
畫
来
湊
別
人
的
趣
,
併
不
貪

富
貴
而
失
節
操
。
所
以
後
世
的
人
,
敬
重
他
們
的
為
人
,
又
敬
重
他
們
的
畫
。

大
衛
的
畫
也
很
可
敬
重
;
但
他
的
為
人
没
有
節
操
,
是
很
可
惜
的
事
。
美
術
家

大
都

不
貪

富
貴

,

不
想

做

官
。

与
其

像

大
衛

的

富
貴

,

寧

願
像

米
勒

的

貧

乏
。
」

(
33
)

『概

論
』
、

一
一
八
-

一
一
九
頁

。

マ

マ

マ
マ

(
34

)

抄

訳

、

七

ニ

ー

七

三

頁

。

原

文

:

羅

諾

亜

(諺
二
σq
⊆
ω梓

幻
Φ
昌
o
貯

一
。。
=

ー

マ
マ

H㊤
卜。O)
爲
貴
族
的
人
物
畫
家
。
他
的
肖
像
畫
爲
貴
族
階
級
的
人
們
所
愛
好
。
當

時
徳
國
有
名
的
歌
劇
大
家
華
葛
納
爾

(煢
鋤αq器
H)
曾
經
爲
他
做
半
小
時
的
模

特
爾
,
請
他
描

一
幅
肖
像
畫
。
他
是
長
于
女
性
的
肉
體
描
寫
的
畫
家
,
其
作
品

甘
美
而
有
力
。
(中
略
)
至
于
他
的
討
好
貴
族
階
級
,
更
是
不
能
獲
得
我
們
的

同
意
的
行
爲
了
。

(35
)

ル
ノ
ワ
ー
ル
が
ブ
ル
ジ

ョ
ア
に
媚
び

へ
つ
ら
う
挿
話
と
し
て
読
め
る
も
の

に
、
森
田
亀
之
助

「印
象
派
の
老
画
伯

ル
ノ
ア
ー
ル
ー

泰
西
現
代
巨
匠
伝
叢

[七
]
」

(
『
美
術

新

報
』

第

一
〇

巻

二
号

、
通

巻

一
九

五

号
、

一
九

一
〇
年

十

二

月
)

に
は

シ

ョ
ケ
氏

や

シ

ャ

ル
パ

ン
テ

ィ

ェ
夫

人

の
助

力
が

詳

述

さ
れ

、
後

藤

福

次
郎

『
洋
画

及

洋

画

家
』

(文

教

書

院
、

一
九

二
七

年

五

月
)

に
も

名

流

婦

人

の
肖
像

ゆ

え

に

サ

ロ
ン
入
選

を

果

た
し

た
挿

話
が

紹
介

さ

れ

て

い
る
。

(36
)

『概

論
』
、

=
二
五
頁

。

(37
)

『概

論
』
、

一
九

一
頁
。

(
38
)

佐

藤

道

信

は

「
「
近

代

日
本

美

術

史

」

の
形
成

と

そ

の
研

究

動
向

」

(
『美

術

史

論

壇

毎
ミ

§

き
建

凄

ミ

ミ

』

0
Φ
耳

9

国
o
『

》
『
け

Qo
9

臼

Φ
ω
.
oっ
Φ
o
巳

}

丙
o
お
鋤
.
N
O
O
P
)

で
、

大

正
期

(
一
九

一
ニ
ー

一
九

二

六
)

の
特

徴

と

し

て
、

「
日
本

美

術

の

"
固

有

性
"

を
強

調

す

る
動

き

が

強

ま

る

こ
と

だ
」

と

し

て

い

る
。
近

現
代

日

本

に

お
け

る
中

国
美

術

研
究

に

つ
い
て

は
、

小

川
裕

充

「
日
本

に
お
け

る
中

国
絵

画
史

研

究

の
動

向

と

そ

の
展
望

宋

元

時
代

を
中

心

に
」

(同
前

書
)

に
詳

し

い
。

(39
)

『
概
論

』
、

一
五
四
頁

。
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東アジアから見た西洋近代美術

(
40
)

永
井

論
文
①

参

照
。

(
41
)

『
概
論

』
、

一
六

三
-

一
六

四
頁

。

(
42
)

『
概
論

』
、

一
六
五

頁
。

な

お
、
注

(
5
)

に
掲

げ

た
原

田
平

作

氏

の
著
書

に
は

「
日

本

と

セ
ザ

ン

ヌ
、

そ

の
序

論

的
考

察

」

と

い
う

一
章
が

あ

り
、

多

く

の
画
家

や
批

評
家

が

セ
ザ

ン

ヌ
に
主
観

客

観
合

一
の
意

識

を
認

め

た
こ

と
を
論

じ

て

い
る
。

(
43
)

『概

論

』
、

一
六

六
頁
。

(
44
)

拙

論
②

参
照

。

(
45
)

『概

論

』
、

二
三
七

頁
。

(
46
)

嬰

行

(豊

子
愃

)

「
中
国

美

術
在

現

代
芸

術

上
的

勝

利
」

『
東

方
雑

誌

』
第

二
七
巻

、
第

一
号

、

一
九

三

〇
年

一
月
、

六
頁

。
原

文

:
「
他
要

用
如

火

一
般
的

想

像
力

來
焼

尽
天

地

一
切
。

他

所
描

的

一
切
有

情
非

有

情
,

都

是

力
的

表

現
,

都

是
象

徴
。

他
認

定
萬

物

是
流

転

的
。

他
能

在

這
生

命

的

流
中

看

見
永

遠

的
姿

態
,

在

無
限

的
創

造
中

看

見
十

全

的
風

景

。
他

的
奔

放

熱

烈
的

線

條
,

色

彩
,

都

是
這

等
藝

術
觀

的
表

現
。
」

(
47
)

園

頼

三

『
芸

術
創

作

の
心

理
』

(警

醒

社

、

一
九

二

二
年

)

や
、
拙

論

②

参

照
。

(
48
)

『概

論
』
、

二
四

四
-

二
四
五

頁
。

(49
)

永

井
論
文

②
参

照
。

(
50
)

『概

論
』
、

二
四
五
-

二
四
六

頁
。

(51
)

『概

論
』
、

二
六
三
-

二
六
四
頁

。

(52
)

斎

藤
与

里

「
℃
>
d
い

O
》
d
O
O
HZ

の
芸
術

」

『白

樺

』
第

三
巻

七
号

、

一

九

一
二
年

七
月

、

七

二
頁

。

(53
)

黒

田

重

太
郎

「
ゴ

オ
ギ

ャ
ン

の
跡

を
訪

ね

て
」

『中

央

美

術
』

第

六

巻

九

号
、

一
九

二
〇
年

九

月
。

四

二
頁

。

(
54
)

注

(53
)
論

文

、
同

頁
。

(
55
)

稲

賀

繁
美

『絵

画

の
東

方

ー

オ

リ

エ
ン
タ

リ
ズ

ム
か
ら

ジ

ャ
ポ

ニ
ス
ム

へ
』
名

古

屋
大
学

出
版

会

、

一
九
九

九
年
十

月

、

二
五

八
頁

。

(
56
)

『概

論

』
、

二
六

四
頁

。

(57
)

中
井
宗
太
郎

「神
と
人
の
芸
術
-

仏
教
美
術
の
本
質
」
『制
作
』
第

一

巻

三

号

、

一
九

一
九

年

二

月

、

七

五

頁

。

(
58

)

ア

ー

ネ

ス

ト

・
ビ

ン

フ

ィ

ー

ル

ド

・

ハ

ヴ

ェ

ル

(国
『
昌
①
ω
け

ゆ
言
山
①
缸

国
9
〈
Φ
　

一
。。
2

宀

㊤
。。
刈
)

は

カ

ル

カ

ッ

タ

の
美

術

学

校

の
指

導

者

、

ア

ビ

ン
ド

ラ

ナ

ー

ト

・
タ

ゴ

ー

ル

の

支

援

者

で

も

あ

っ
た

。

『
イ

ン
ド

の
彫

刻

と

絵

画

』

(
一

九

〇

八

)
、

『
イ

ン

ド

美

術

の

理

想

』

(
一
九

一

一
)

な

ど

の
著

作

で

、

イ

ン

ド

美
術
の
独
自
性

・
優
秀
性
を
説
く
。
稲
賀
繁
美

「理
念
と
し
て
の
ア
ジ
ア
ー

岡
倉

天

心

と
東

洋
美

術

史

の
構

想

、

そ
し

て
そ

の
顛

末

」

(
『
国
文

学

解

釈

と

教
材

の
研
究

』
第

四

五
巻

八
、

一
〇
号

、

二
〇
〇

〇
年

七
ー

八
月

)

を
参
照

。

(
59
)

注

(
57
)
所

掲
論

文
、

九

三
頁
。

(
60
)

中

井

宗

太

郎

「伎

楽

面

に
就

い

て
」

『
制

作
』

第

三

巻

一
号

、

一
九

二
〇

年

十

一
月

一
日
、

五

一
頁
。

(61
)

拙
論

②
参

照

。

(62
)

豊

子

榿

『
西

洋

画
派

十

二
講
』

(
上
海

開

明
書

店

、

一
九

三

〇
年

)

は
、

森

口
多

里

『近

代
美

術

十

二
講

』
、

一
氏

義
良

『近

代

芸
術

十

六

講
』
、

中
井

宗

太

郎

『
近
代

芸

術
概

論

』
、
板

垣
鷹

穂

『表

現

と
背

景
』
、

リ

ヒ

ャ

ル
ド

・
ム

ウ

テ

ル
著

、
太

田

正
雄

訳

『
十

九
世

紀
仏

国

絵

画
史

』

に
依

拠

す

る
、

と

豊

子
榿

は
当

該
書

の
前

書

で
明

ら

か

に
し

て

い
る
。

な

お
豊

子
榿

著

『
西
洋

美

術
史

』

(上
海

開

明
書

店
、

一
九

二
八
年

Y

は
出

典
未

詳
。
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(63
)

抄
訳
、
七
二
頁
。

(64
)

抄
訳
、
七
二
頁
。

(65
)

抄
訳
、
七
二
ー
七
三
頁
。
原
文
:
中
年
以
後
,
特
別
歡
喜
描
寫
女
性
的
肉

體
,
竟
以
女
性
畫
家
知
名
于
世
。
某
評
家
説
:
『特
格
描
寫
華
麗
的
舞
女
,
而

自
己
常
板
着
厭
世
的
臉
孔
;
羅
諾
亞
是
女
性
的
肉
體
的
贊
美
者
,
又
是
受
自
己

所
描
寫
的
温
軟
的
肉
感
的
誘
惑
的
樂
天
家
。』
羅
諾
亞
在
印
象
派
畫
家
中
,
實

在
過
于
接
近
對
象
,
而
不
脱
陶
醉
的
,
浪
漫
派
的
範
圍
的
人
。
特
格
表
現
肉
體

的
運
動
的
瞬
間
;
羅
諾
亞
則
對
于
肉
體
的
静
止
低
徊
吟
味
,
而
心
醉
于
其
中
。

他
的
表
現
不
是
輕
快
恬
淡
的
美
,
而
是
粘
性
與
彈
力
。
至
于
他
的
討
好
貴
族
階

級
,
更
是
不
能
獲
得
我
們
的
同
意
的
行
爲
了
。
ル
ノ
ワ
ー
ル
に
関
す
る
同
様
の

記
述
は
前
掲

『西
洋
画
派
十
二
講
』
に
も
見
ら
れ
る
。

(66
)

一
八
七
二
年
作
の
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
作
品

「
ア
ル
ジ

ェ
リ
ア
風
の
パ
リ
の
女

た
ち
」、
国
立
西
洋
美
術
館
蔵
、
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

(67
)

『概
論
』
、

一
一
五
頁
。

(68
)

豊
子
榿

「西
洋
画
的
看
法
」、
初
出
は

『
一
般
』
(第
三
巻
第
四
号
、

一
九

二
七
年
十
二
月
)、
こ
こ
で
は

『豊
子
愃
文
集
』
(芸
術
巻

一
、
浙
江
文
芸
出
版

社

・
浙
江
教
育
出
版
社
、

一
九
九
〇
年

九
月
、
九
四
頁
)
に
よ
る
。
原
文
:

一
,
森
羅
萬
象
中
人
體
爲
最
美
,
所
以
畫
家
要
描
寫
人
體
;
二
,
人
體
最
美
,

同
時
描
寫
亦
最
難
,
所
以
美
術
學
校
里
的
學
生
要
以
人
體
模
特
兒
爲
基
本
練
習
。

(69
)

豊
子
榿

「姆
媽
洗
浴

(母

の
入
浴
)
」、
初
出
は

『新
少
年
』
(第
二
巻
二

号
、

一
九
三
六
年
七
月
)、
こ
こ
で
は

『
豊
子
愃
文
集
』
(芸
術
巻
三
、
浙
江
文

芸
出
版
社

・
浙
江
教
育
出
版
社
、

一
九
九
〇
年
九
月
、
五
八
三
頁
)
に
よ
る
。

(70
)

抄
訳
、
六
九
、
七
〇
頁
。
原
文
:
「
歓
喜
描
写
投
於
緑
色
的
牧
場
上
及
小

山
的
麓
上
的
透
明
的
白
日
,
而
創
造

一
種
迫
近
於
自
然
的
清
新
的
趣
味
。
」
「題

材

多

取
温

和
的
自

然
,

而

緑
水

旁

邊
的

深

密
的

森

林
,

百

花

爛
漫

的

春

日
的

田

園
,

尤
為

他
的

得

意
的

題

材
。
」

「
四
大

画
家

」

の
ほ
か

の
二
人

は
ド

ガ

と

ル

ノ

ワ
ー

ル
。

フ
イ
ン
セ
ン
ト

プ
ア
ン

ボ
ツ
ホ

(
71
)

原
典

は
前

掲
中

井

訳

「
<
ぼ
o
Φ
耳

く
譽

O
o
ひq
げ
論
」

と

同

じ
く
§

蕊

-

⑦ご
ミ
。。ミ
婁

に
よ
る
。

(
72
)

『
概
論

』
、

八
九

頁
。

(
73
)

リ

ヒ

ヤ

ル
ド

・
ム

ウ

テ

ル
著

、
木

下

杢

太

郎

訳

『十

九

世

紀

仏

国
絵

画

史
』

(日

本
美

術

学
院

発

行
、

一
九

一
九
年

六

月
初

版

)
、

こ

こ

で
は

『木

下

杢

太

郎
全

集

』

(第

二
〇

巻

、
岩

波

書

店
、

一
九

八

二
年

五

月
、

一
五

四

頁
)

に

よ
る
。

(74
)

豊

子
榿

が

木

下
訳

か
ら

引

用

し

た

の
は
、

「
日
本

の
美

術

が

深

く
欧

洲

美

術

に
影
響

し
た

と

い
ふ
事

は
疑

を
容

れ

ぬ
。

欧
洲

の
板

画

は
日
本

の
色

刷

か
ら

少

か
ら
ず

得

る
と

こ
ろ

が

あ

つ
た
。

…
…

(下
略

)
」

や

ゴ

ヤ

に

お

い

て

「
日

本

画

の
構

図

法

の
要

領

を

得

て
ゐ

る
」
、

ド

ガ

に
至

っ
て

は

「
日

本

画
家

な
く

し

て
は
考

へ
る

こ
と

の
出
来

ぬ
も

の
」

な
ど

の
箇
所

で
あ

る
。

(
75
)

『概

論
』
、

一
〇

一
頁
。

(
76

)

抄

訳
、

六

七
頁
。

原

文

:
莫
内

避
普

法

之

戰
,

旅

居
荷

蘭
,

在

那

里
看

見

了

許

多

日
本

畫

與

中

國

畫
。

他

從

東

洋

畫

的

強

烈

明

暗

法

與

單

純

的

表

現

法

上
,

得

到
不

少
的

教
訓

。

(
77
)

拙

論
②

参
照

。

(
78
)

『概

論

』
、

=

壬
二
頁
。

(
79
)

『概

論

』
、

二
三

七
頁
。

(
80
)

『概

論

』
、

二
七

七
頁
。

(
81
)

抄

訳

、

九

三
頁

。

原

文

:
馬
諦

斯

的
繪

畫

,

評

家

比

之

爲

書

法

中

的

草
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東アジアから見た西洋近代美術

書
,

最
適

切
。

賽

尚
痕

的
畫

是

顏
真

卿

體
,

馬

諦

斯
的

畫

是
董

其

昌
體

。
後

述

的
立

體

派
的
比

L卞
索

的
畫

,

可
説

是
張
旭

的

正
楷
體

。

(82
)

橋

本
関

雪

「南

画

の

一
考

察
」

『
関

雪

随

筆
』

中

央

美

術

社
、

一
九

二
五

年
十

月
、

一
二
五
ー

一
二
六
頁

。

こ

の
点

に

つ
い
て
稲
賀

繁

美
氏

か
ら

ご
教

示

を
頂

い
た
。
氏

は
こ

こ
で

の

「
評
論

家
」

を
関

雪

と
推
論

さ

れ

て

い
る
。

(83
)

『
概

論
』
、

一
五

九

頁
。

嬰
行

(豊

子
榿

)

「中

国

美

術

在

現

代

芸

術

上

的

勝
利

」

で
は
、

「
萬
物

因
我

的

誕

生

而
存

在

。
我

是

我

自

己
,

同
時

又
是

萬

物

的
本

元

。
自

己
就

是

萬

物

,

悄
我

不
存

在

,

神
也

不
存

在

了

。
」

と
訳

さ
れ

て

い
る
、
前

掲

『
東
方

雑
誌

』

五
頁
。

(
84
)

橋

本
関

雪

「南

画

雑

考
」

『南

画

へ
の
道

程

』

中

央

美

術

社
、

一
九

二
四

年

五
月
発

行
、

一
九

二
五

年

三
月
第

五
版

、
九

-

一
〇
頁

。

(
85
)

『
概

論
』
、

三

一

一
頁
。

な

お
、

中
井

に
先
立

ち
、

カ

ソ
デ

ィ
ソ

ス
キ

ー

の

紹
介

、
批

評

は
木

下
杢

太
郎

、

園
頼

三

な

ど

に
よ

っ
て
行

わ

れ

て

い
た
。
木

下

が

「
洋

画

に
於

け

る

非

自

然

主

義

的

傾

向

(上
)

(中

)

(下

)
」

を

『
美

術

新

報
』

に
連

載

し
た

の

は

一
九

=
二
年

、
彼

は

フ

ィ
ウ
ザ

ソ
会

展

に
現

れ

た
新

傾

向

の
理
論

的
根

拠

を

カ

ン
デ

ィ
ン

ス
キ

ー

の

「
芸

術

に
於

け

る
精

神

的

な
も

の

に
就

い

て
」

に
求

め
、

そ

れ

を

抄

訳

し

た
。

ま

た
、

ゴ

ッ

ホ
を

例

に
絵

画

は

「
静

的
」

か
ら

「
動
的

」

に
、

「
空

間
的

」

か

ら

「
時

間

的

」

に
、
総

じ

て

「音

律
的

」
芸

術

に
変

わ

り

つ
つ
あ

る
こ

と
を
、

表

現
主

義

の
到

来

と
評

し
た
。

園

頼

三
も

『美

術

新

報
』

に

「
芸

術

に
於

け

る
精

神

的

な

も

の
に
就

い
て
」

(第

一
五
巻

二
号

、

一
九

一
五
年

十

二
月

二
十

二

日
)

を

一
部

翻

訳

し
、

「
カ

ソ
デ

ィ

ン

ス
キ

ー
論
」

(第

一
六

巻

一
二
号

、
通

巻

二
七

七
号

、

一
九

一
七

年

十

月

三
十

一
日

よ
り

東

西
美

術
社

版

の
第

二
巻

四
号

、
通

巻

二
九

二
号
、

一
九

一
九

年

五

月
十

五
日

ま

で
)

を
連

載

し

た
。
彼

は
絵

画

に
音

楽

的
要

素

を
加

え

る
こ

と

の
難

し

さ
を
指

摘

す

る
が

、

「内

的

に
感

ず

る

「
時

間
的

変

化
」
」

が

あ

る
ゆ

え
、

「
内

的

音

楽
」

を
絵

画

で
経

験

で
き

る
、

と

し

た
。

ま

た
、

カ

ン
デ

ィ

ソ

ス
キ

ー
芸

術

を

「
感

覚

間

に
存

す

る
統

一
」

「
純
化

と
共
感

」

「
総
合

芸

術
」

を

指
向

す

る
も

の
と

評

し

た
。
木

下
、

園

は

い
ず

れ
も

中
井

の
よ

う

に
自
然

を
排

除
す

る
こ
と

を
疑
問

視

し

て

い
な

い
。

(86
)

中

井
宗

太

郎

「
近

代

欧

州
絵

画

に
与

え

た
影

響
」
、

『浮

世

絵

』

(岩

波

新

書
、

一
九

五

三
年
)

所
収

、

一
五

四
ー

一
五

五
頁
。

(
87
)

稲

賀

繁

美

「
日

本

美

術

像

の
変

遷

印

象

主

義

日

本

観

か

ら

「東

洋

美

学
」

論
争

ま

で
」

『
環
』
第

六
号

、
藤

原
書

店

、

二
〇
〇

一
年
。
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